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　　　序章　憶おもい







「あにさま」

　頭上から、少女の声が呼びかけてきた。

　草の生おい茂しげった地面に寝ね転ころんだまま、シオン・ジルヴァは声の方に目を向けた。双ふた子ごの妹のランが、皮の水すい筒とうを手にこちらを見下ろしている。

「お水、持ってきたよ」

「ありがたい」

　汗あせみずくの上体を起こしたシオンは、受け取った水筒を呷あおる。よく冷えた水の半分を一息で飲み干し、残る半分の水を頭からかぶって火ほ照てった体を冷ます。

「あにさま、子供みたい」

　ランの端たん整せいな顔には、呆あきれた表情が浮うかんでいた。

　ここはグラニヤ帝てい国こく帝てい都とゼノンのジルヴァ家屋や敷しき、その裏手にある野外修練場だ。グラニヤでも屈くつ指しの武門の名家たるジルヴァ家だけあって、小規模な部隊が演習できそうな広さである。

「クヨウ兄は、もう帰ったのか？」

「うん。あにさまが裏で引っ繰くり返ってるって、介かい抱ほうを頼たのまれたの」

「ちぇっ、余計なこと言いやがって」

　クヨウ・スランはシオンの師し兄けいであり、かつランの許婚いいなずけでもある若い騎き士しだ。その秀しゆう麗れいな面おも差ざしを思い出しつつぼやくシオンの姿を見て、ランは少し意地悪そうに笑う。

「また無理に稽けい古こつけてもらって、こてんぱんにやられちゃったんでしょ？　今日で通算何勝何敗だっけ？」

「一三五戦全敗だ！　勝ち星〇なのはお前も知ってるだろ！」

「もう、大きな声出さないの。かっこ悪いよ」

　そう言いながらランは、じっとシオンを見つめる。

「ねえ、あにさま。よければ今度は、私と稽古してくれないかな」

「稽古？　今からか？」

「うん、今から」

「いいぞ」

　うなずいたシオンは、勢いよく立ち上がった。すでに呼吸は整っている。足あし下もとの木ぼつ剣けんを拾い上げると、ランも持参していた二振ふりの木剣を両手に構えた。

　向かい合った兄妹きようだいは、互たがいに礼をかわす。

「お前との稽古も久しぶりだな。どれだけ腕うでを上げたか見てやるから、かかって来いよ」

「ふーん、そういう上から目線はよくない──よ！」

　言うなりランは素す早ばやく踏ふみこみ、左右の木剣を繰り出す。シオンの木剣が二度閃ひらめき、ランの双そう剣けんを弾はじき返した。

　予想以上の重い手て応ごたえに、シオンは驚おどろき、かつ笑う。

「やるな！」

「まだまだ！」

　言うなりランは、一いつ気き呵か成せいの攻せめに出る。

　円を描えがく足あし捌さばきと、同じく円を描く左右の剣けん閃せん。舞まいさながらの華か麗れいな身のこなしから繰り出される、怒ど濤とうの連れん撃げき。

「はっ!!」

　鋭するどい気勢を上げたシオンは、ランの繰り出した右の斬ざん撃げきを、渾こん身しんの力で打ち返す。

「────っ」

　大きく後方に弾かれたランだが、まだその足捌きは乱れていない。むしろその勢いを利用して素早く体を反転させ、左の刺し突とつを繰り返す。

　シオンの読み通りに。

「まだ、甘いな」

　シオンは左足を半歩退ひいて体を開きつつ、木剣を右手一本で構え直した。迫せまるランの木剣の切っ先に、絶ぜつ妙みようの角度で自身の木剣を合わせ、受け流す。

　ランの繰り出した渾身の突つきは、勢いをそのまま方向だけを逸そらされ、シオンの頰ほおをかすめて空を切った。それに引き摺ずられ、ランの上体もわずかに流れる。

　微かすかな、だが確かな隙すき。

　シオンは空いた左手でランの左手首をつかみつつ、その足を払はらう。

「きゃあっ!?」

　可愛かわいい悲鳴を上げつつ、ランの体は宙を舞い、そのまま背中から地面に落ちた。

「勝負あり、だな」

　仰あお向むけに倒たおれこんだ妹を見下ろし、シオンはニヤリと笑った。ちょうど先ほどと逆の構図に、ランは心底から悔くやしそうに顔をしかめる。

「また負けちゃった。今年に入ってから、これでもう一三連敗」

「これでも黒こく天てんの称号なを背負ってるんだ。身内相手の修練でも、そう簡単に負けてはやれないさ」

「強いね、あにさまは。本当に、強いよ」

　グラニヤ騎士一〇万騎きの頂点に立つ、一二人の黒天騎士。その一人である兄の姿を、ランはじっと見上げた。

「ねえ、あにさま。そこからは、どんな景色が見えるのかな？」

「んー……そいつは、自分自身で確かめな」

　そう曖あい昧まいに答えながらシオンが伸のばした手を、ランは握にぎり返す。

「行けるのかな？　私が、そこまで」

「当たり前だ。お前はジルヴァの娘むすめで、それに俺の妹なんだからな」

　そう答える兄の顔は、珍めずらしい程ほどに真しん摯しで生き真ま面じ目めだった。




「お兄様」

　そう呼びかける声に、シオン・ナグザレアは我に返った。

　どうやら、うたた寝ねをしていたらしい。屋や敷しきの広間で長なが椅い子すに寝そべっていた体を起こすと、小こ柄がらな金きん髪ぱつの少女と目が合う。

　義ぎ妹まいのルル・セーファ・ナグザレアだ。

「お休みのところ、申し訳ありませんの。ですが明日あしたからの出しゆつ征せいの用意もありますし、そろそろお起きになった方がよろしいかと思いますわ」

「ん……ああ、そうだな」

　ルルにそう生返事をしながら、シオンは眉み間けんを揉もみほぐした。

　夢で見た過去の情景から、今この場の現実へと、意識を戻もどしていく。

「よろしければ濃こいめの香こう茶ちやを用意いたしますが、いかがですの？　目が醒さめると思いますわ」

「いや、後でいい。先に荷造りをすませておく。手伝ってくれるか？」

「はいですの」

　勢いよくうなずいたルルだが、まだ幼く愛らしい顔には、やや曇くもりがあった。出征するシオンの身を案じているのだろう。

「ま、出征と言っても戦いくさに出るわけじゃないからな。仮面のオッサンのお供して、国境の見回りしてくるだけだ」

　臨戦体制下における国境視察の重要さと危険は伏ふせたまま、シオンは気楽な態度でそう言った。

「セラちゃんやザッキーも一いつ緒しよにいるし、物もの見み遊ゆ山さんのつもりで楽してくるさ」

「まあ、呆れましたわ。お兄様はお役目を何だと思っておられるのですか」

　そう小言を言うルルの表情には、安あん堵どの想おもいが浮かんでいる。どうやら、うまくはぐらかしたらしい。

　と、そんなルルの姿を見ていると、後ろめたさがこみあげてきた。

（俺って本当、ルルには色々誤ご魔ま化かしてばかりだな）

　シオンはルルに、自分の過去や真実をほとんど伝えていない。

　かつて、軍事大国グラニヤの騎士だったことも──

　皇こう帝ていの命により一族郎ろう党とうを皆みな殺ごろしにされて復ふく讐しゆうを誓ちかい、それを果たすためエルザイムに流れ着いたことも──

　今の自分が持つ、もう一つの貌かおのことも──

　そして、自分に本当の妹がいたことも──

「どうかなさいましたの、お兄様？」

「いや、何でもないさ」

　悪戯いたずらっぽく笑ったシオンは、不意にルルの頭を撫なでた。

「ひゃう!?」

　可愛らしい小さな悲鳴は無視した。シオンの手に、ルルの髪かみの緩ゆるやかな感覚が伝わってくる。

「もう、お兄様ったら」

　ルルもまた、心ここ地ちよさそうに目を細める。そんな義妹の姿を、シオンは優やさしく見守った。




　それと、ほぼ同時刻のこと。

「……あにさま」

　そう小さくつぶやきながら、ラン・ジルヴァは目を開いた。

　少し眠ねむっていたらしい。机にうつぶせ寝した姿勢から顔を上げ、やや茫ぼう洋ようとした目で周囲を見回す。少しばかり手て狭ぜまな室内には、彼女の他ほかに人ひと影かげはなく、最低限度の家具しか並べられていない。

　と、部屋の扉とびらがやや強めに叩たたかれる。どうやら自分は、この音で起こされたようだ。

「タイガね？　鍵かぎは掛かかってないわ、入りなさい」

「失礼します」

　生真面目な若い男の声と共に、扉は開かれた。入ってきたのは、二〇はたち前後に見える長身の青年だ。その顔も、体たい軀くも、鋭く精せい悍かんに引き締しまっている。

「お休み中のところ申し訳ございません、ラン様。実は──」

「その『ラン様』というのは止よすように言ったはずよ」

　机に頰ほお杖づえをついた姿勢で、ランは物もの憂うげに若者──タイガの言葉を遮さえぎる。

「あなたはもう、ジルヴァの郎党でも私の従者でもないの。今の私たちは、共に黒天の同どう輩はいよ。そうでしょう、〈狼リユコス〉」

「それは……その通りですが……〈白鳥キユノクス〉」

　直立不動の姿勢を取っていたタイガが、居心地悪そうに身じろぎする。それを見たランは、小さく笑った。

「本当に呆あきれた律りち儀ぎさね。あなたほどの忠義者、他にはカナンくらいしか知らないわ」

　そう言いながらランは、椅い子すの上で身を起こし、居住まいを正す。

「それで、何の用かしら？　早く言いなさい」

「は。我が師──失礼、クヨウ閣下がお呼びです」

「〈獅子レオーン〉が？　例の件かしら」

　ランの問いに、タイガはうなずいた。

「おそらくは」

「…………そう、いよいよね」

　つぶやいたランは、気け怠だるげに椅子の背へともたれかかる。

「さっき、夢を見たの」

「夢、でございますか？」

「三年前、あにさまから最後に稽けい古こをつけてもらった日の夢」

「シオン様に？　では、まさか──」

「そうよ。ちょうどあの日の前日」

　顔色を変えたタイガの前で、ランは自身の前まえ髪がみをかき上げた。あの日以来、一いつ切さいの色素を失った白い髪を。

「ようやくあにさまに、今の私を見てもらえるんだ」

　そうつぶやきながらランは立ち上がり、窓から南の空を見やる。その先のエルザイムという国に今、彼女の兄はいるのだという。

「待っててね」

　兄を想う妹の顔にはいつしか、儚はかなげでかつ危あやうい笑えみが浮うかんでいた。
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　深い山中の切り立った峡きよう谷こくに、激しい金属音が響ひびき渡わたる。

　岩いわ肌はだに刻まれた狭せまく曲がりくねった山道で、二人の男が立ち合っていた。片方は長ちよう剣けんと小こ盾だてを構えた騎き士し、その全身は青一色の甲かつ冑ちゆうで覆おおわれている。もう片方は大おお槍やりを携たずさえた、三〇前後の僧そう侶りよだった。

「見み逃のがしてもらえぬかな、グラニヤの騎士殿どの」

　僧侶の声は、諭さとすように穏おだやかだった。刈かり上げた黒くろ髪かみに厳いかつい顔立ち、僧そう服ふくの上から屈くつ強きような体格が見て取れる。

「あの者らは、帝てい国こくに仇あだなすことなど考えておらぬ。生まれ育った土地や畑を捨ててでも、逃れたいだけなのだ」

　そう言いながら僧侶は、糸のように細い目で背後の岩いわ陰かげを振ふり向く。そこでは二〇人ほどの人々が、息を潜ひそめていた。

　歳としも性別も様々だが、皆みな一様に身なりは粗そ末まつで、かつ疲つかれ切っていた。

「そもそもダールの民たみを逃ちよう散さんのやむなきにまで追いやったのは、グラニヤの暴政によるものであろう。それを見せしめのために追い立て、狩かり立てるなど、道理に合わぬと思われぬか？」

　僧侶の言葉に、騎士は兜かぶとの下で低く笑う。どうやら、見逃すつもりは毛頭ないらしい。

　騎士の構えた剣と盾が淡あわい光を帯び、小刻みに震ふるえ出した。

　源力エーテル──人の内なる根源アルケーから汲くみ出されし、森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる大いなる力。騎士の本気を見た僧侶が、深く息をつく。

「問答無用か」

　重い声で言いながら、僧侶は両手で大槍を構え直す。その穂ほ先さきに己おのが源力エーテルを籠こめ、騎士に突つきつけた。

「後こう悔かいめさるな!!」

　激しい一いつ喝かつと共に繰くり出される大槍の一いち撃げきを、騎士は盾で受け止める。

　響く異音。

　たった一撃で、騎士の小盾は真っ二つに割れ飛んだ。

　僧侶の大槍は、そこからさらにグンと伸のび、騎士の喉のど元もとに入った。甲冑のわずかな隙すき間まを抜ぬけ、深々と喉のど笛ぶえを抉えぐる。

　真っ赤な血がしぶいた。

「……ば、馬ば鹿か──な……」

　呻うめきながら騎士が倒たおれ伏した。その弾はずみに兜が外れ、転げ落ちる。

　露あらわとなった騎士の顔は、驚おどろきと苦痛に歪ゆがんでいるが、まだ若い。

「あたら若い身空で、哀あわれな」

　瞑めい目もくした僧侶は、六ろく神しんの経文を唱える。死者の魂たましいの安あん寧ねいを請こい願う闇あん神しんへの祈いのりと、土へと還かえりゆく遺体を送る土ど神しんへの祈りだ。

　と、岩陰で成り行きを見ていた人々が、一いつ斉せいに駆かけ寄ってくる。

「ありがとうございます、カレシンのお坊ぼう様」

「さすがは六神にお仕えする武ぶ僧そう様だ。鬼おにみたいなグラニヤの騎士を、あっさり退治しちまった」

　人々は口々に喜び、感謝する。だがカレシンと呼ばれた武僧は、厳しい表情で首を横に振った。

「騒さわいでる暇ひまはないぞ、皆の者。ついにグラニヤの追っ手に見つかったのだ。この騎士が戻らぬとあらば、さらなる新手が来よう」

　カレシンの言葉に皆は顔を見合わせ、うなずき合う。

「そ、そうだな。こんなとこでうかうかしてられねえ」

「お坊様の仰おつしやる通りだ。少しでも先を急がねえと」

　人々は列をつくり、狭く険しい山道をぞろぞろと歩き出した。老いも若きも男も女も、疲れ切った体に鞭むち打うって、南へと向かう。

　行列の先頭で、カレシンは頭上を見上げる。日がそろそろ、天頂に差し掛かる頃ころ合あいだった。

「さあさあ皆の者、今日中には何としてもエルザイムとの国境を越こえねばな」




　大陸歴一三三四年の夏、西方デユシア大陸の東部一帯は激動の中にあった。

　北部の軍事大国グラニヤ帝国が、カドラケスの大山脈を越えて東部に来らい襲しゆう。瞬またたく間まにダール半島の都市国家群を制圧したのである。

　これに対してダール半島の南に位置するエルザイム王国では、病やまいに倒れた国王ダマーナ３世に代わって、グラニヤへの徹てつ底てい抗こう戦せんを唱えるローゼリア王女が摂せつ政しように立てられた。

　国境を挟はさんで対たい峙じする両軍は、いまだ双そう方ほうとも決定的な攻こう勢せいには出ず、にらみ合いと小こ競ぜり合いが続いている。緊きん張ちようの中で季節は巡めぐり、八月を迎むかえようとしていた。




　夏の日差しが、頭上から容よう赦しやなく照りつける。

　厳しい登りの続く山道を、人々は喘あえぎ喘ぎ南へと進んでいる。その行列の先頭を、カレシンは黙もく々もくと歩いていた。

　疲ひ労ろうで歩けなくなった老ろう婆ばを背負っているが、その足取りは乱れていない。

「お坊様」

　カレシンの隣となりを進む中年男がそう声をかけてきた。畑仕事の傍かたわらで行商をしており、このあたりの山道を行き来した経験があるため、一行の道案内役を買って出ていた。

「どうかしたかの？」

「この先の道中のことですがね」

　そう言いながら行商は、山道の先を指し示した。うんざりするような上り下りを繰り返しつつ、高度を上げていくのが見て取れる。

「あと三つ四つ峠とうげを越えればエルザイムとの国境ですが、そこまで道は厳しくなる一方です。皆も疲れておるようですし、ここで一息入れましょう」

「むう……」

　この場所はちょうど道が平へい坦たんになっており、かつ大きく開けて広場のような具合になっている。おそらくは、旅人たちの休息所なのだろう。

　少し考えたカレシンは、大きくうなずくと一行を振り返る。

「相分かった。皆の者、ここでしばし休息とする。しっかり体を休めよ」

　カレシンがそう言った途と端たん、人々はその場にへたりこんだ。のろのろとした動作で背負った荷物を下ろし、残り乏とぼしいパンや水を分け合う。

　カレシンも、背負っていた老婆を日ひ陰かげに座らせた。

「ささ、そなたも休まれよ」

「すまんです、カレシン様」

　老婆は皺しわだらけの手を合わせてカレシンを拝んだ。そこに、まだ幼い老婆の孫まご娘むすめが駆け寄ってくる。

「はいこれ、おばあちゃんとお坊さまの分ね」

「おお、これはありがたい。いただこう」

　差し出されたパンと水すい筒とうを大おお仰ぎような仕草で押し頂くと、カレシンは野太い笑みで少女の頭をなでた。

　彼らは本来、ダール半島にあるミノレスという農村の住人である。

　ダール半島の社会は、分立する数十の都市国家と、その周辺に点在する農村で成り立っている。ミノレス村はソーズベル市の影えい響きよう下にあり、農作物の優先的な供出と引き替かえに保護を受けていた。

　だが二ふた月つき前のグラニヤ軍来襲において、ダール自由都市連合の盟主だったソーズベルは、真っ先にその標的となる。

　市民二〇万人を女子供まで根絶やしにするという凄せい惨さんな蛮ばん行こうの果て、ソーズベル市は滅ほろびた。グラニヤ軍はその跡あと地ちに堅けん固ごな城じよう塞さいを築き、東部攻こう略りやくの拠きよ点てんとなる。

　ダール半島の制圧が進む中、あらたな支配者となったグラニヤからミノレス村に突きつけられたのは、苛か烈れつな要求だった。

「そりゃ、ソーズベルにだって散々作物を買い叩たたかれはしましたよ。ですが、それとこれとは話が別です」

　モソモソとパンを齧かじりながら、老婆は言った。

「来年の種たね籾もみまで根こそぎ差し出せとか言われたら、あたしら生きていけません。雑穀で食いつないでも、村の人間の半分は死ぬでしょう」

　減げん免めんの陳ちん情じように赴おもむいた村長──老婆の息子だった──が首だけになって帰ってきた時、村人たちは決断した。座して来年の死を待つよりも今、生をつかむために逃にげだそう、と。

　死んだ村長に代わって逃散を主導したのが、村の寺院の司祭だったカレシンである。ありったけの食料をかき集め、グラニヤの目を避さけるためカドラケス大山脈に分け入り、険しい山道を伝って南のエルザイムを目指した。

　そして半月あまりの難なん行ぎようの末、一行はようやくエルザイムとの国境間近までたどり着いたのだ。

「エルザイムのローゼリア王女は、聡そう明めいで慈じ悲ひ深い方だと聞く。グラニヤ打だ倒とうの大義を掲かかげておられる以上、逃れてきた我らを無下には扱あつかうまいて」

　カレシンのつぶやきに、老婆の孫娘はパッと顔を上げた。

「ローゼリア王女？　あたし知ってる。すごくきれいなお姫ひめさまなんでしょ？」

「おうおう、よく知っておるのう。何でも『東部一の美び姫き』とまで讃たたえられる、それはそれは麗うるわしい御お方かただそうな」

「いいなあ。素す敵てきだなあ。あたしも一度でいいからお会いしたいなあ」

　夢見るようなうっとりした目で、少女は言った。村長である父の唐とう突とつな死にしばらくふさぎこんでいたが、苦しい旅の間に心の傷が少しは癒いえたらしい。

「善よき哉かな善よき哉かな。さて、皆も少しは疲れが取れたかの？　では、最後の一ひと踏ふん張りと──」

　そう声を張り上げたカレシンが、不意に押し黙だまった。

「どうなさいました、お坊様？」

「少し、静かにしてくれぬか」

　怪け訝げんそうな老婆にそう言うなり、カレシンはその場に伏ふせた。地面に耳を押し当てる。

「蹄ひづめの音だ。近づいておる」

「え？」

「それって」

　老婆と孫娘が驚く中、カレシンは再び立ち上がって目を凝こらす。山道の後方で、遠くかすかに土つち煙けむりが上がるのが見えた。

「来たぞ！　グラニヤの追っ手だ！」

　カレシンの大だい音おん声じようが響ひびき渡わたり、人々は弾はじかれたように立ち上がる。

「そんな、もう来るなんて」

「は、早すぎる。ど、どうすれば……」

「狼狽うろたえるでない!!」

　動どう揺ようし、混乱する周囲を、カレシンは一いつ喝かつした。

「ここは拙せつ僧そうに任せて先に行けい！　荷を捨て、国境まで走るのだ！　年寄りや子供を見捨てるでないぞ！」

「ですが──」

「いいから急げい！　問答している暇などないぞ！」

「わ、分かりました」

　真っ先に動いたのは、老婆と孫娘だった。

「申し訳ありませぬ、カレシン様。このご恩は、決して忘れませぬ」

「そ、そうだね。いこう、おばあちゃん」

　連れ立って駆け出す老婆と孫娘、その後を次々と村人たちが追いかけていく。

「達たつ者しやでな」

　つぶやいたカレシンは、逃げる人々を背に庇かばいながら、迫せまり来るグラニヤ騎き士しの一隊をにらむ。この険しい山道で隊列を崩くずさず馬を駆る様は、さすが軍事大国グラニヤの誇ほこる十二騎士団と言うべきか。

　青一色に染められた甲かつ冑ちゆうは、十二騎士団の一つ青せい嵐らん騎士団のもの。先ほどカレシンが討うち果たした騎士の本隊だろう。

　数はおよそ五〇騎、しかもその後に槍やり持ち・弓持ちの歩兵が続いている。掲げられた十二弁べん紋もんのグラニヤ軍旗が、不ふ吉きつに翻ひるがえった。

（さて、拙僧一人でどこまで足止めできるか）

　大槍を構え直したカレシンは、深々とふいごのような呼吸を繰くり返し、己おのれの内なる源力エーテルを汲くみ上げる。

　カレシンの仕える六ろく神しんの教えにおいて、源力エーテルとは天地の森しん羅ら万ばん象しようをみそなわす神の御み業わざとされている。故ゆえに僧そうが鍛たん錬れんと観想によって己の根源アルケーへと至り、源力エーテルに触ふれることは、修しゆ行ぎようの一いつ環かんとして推すい奨しようされていた。

　そうやって厳しい修練を積んだ武僧の武力は、戦いくさを生なり業わいとする騎士にすらおさおさ劣おとりはしない。

「いやあっ!!」

　古めかしい気合いの声が、山々に響く。

　先頭を駆かけるグラニヤ騎士の斬ざん撃げきに先んじて、カレシンの大槍が繰り出された。見事に馬上の騎士を、馬諸もろ共ともの田でん楽がく刺ざしに仕留める。

　つづいて、横よこ薙なぎの一いち撃げき。振ふり回された大槍が、二番手の騎士を馬上から叩き落とした。

「何と!?」

「手て強ごわいぞ。囲んで確実に仕留めよ！」

　それを見た後続の騎士たちから、驚おどろきの声が上がる。

　だが、結局は多勢に無勢だった。

　殺さつ到とうするグラニヤの騎士たちの中に、奮戦するカレシンはあっという間に埋うもれてしまう。懸けん命めいに槍を振るうが、自身の身を守るのが精せい一いつ杯ぱいで、完全に足止めされていた。

　その脇わきをすりぬけ、後続の騎士たちが逃げる村人を追う。

「い、いかん!!」

　カレシンが絶望と焦しよう燥そうに叫さけんだ、まさにその時だった。

　どこからともなく飛来した一本の矢が、村人へ追いつく寸前のグラニヤ騎士を見事に射止める。

「何!?」

　初めてグラニヤ騎士の隊列が乱れた。驚くカレシンが、ようやくあることに気づいた。

　南の方角にいくつも連なる峠のうち、最も手前にあるそれに、新たな騎士の一団が陣じん取どっていた。風に舞まう軍旗に描えがかれた十字の意い匠しようは、確か──

「剣けん十じゆう字じ騎士団!!　エルザイムの軍か！」

　歓かん声せいを上げたカレシンは、エルザイム騎士の先頭で馬を駆る金きん髪ぱつの女騎士と、同じく馬上で寄り添そう仮面に黒衣の人ひと影かげを見た。




「間に合ったか」

　馬上で峠から状じよう況きようを見下ろし、セレイン・コーディアナは息をついた。若々しい硬こう質しつの美び貌ぼうには、安あん堵どの表情が浮うかんでいる。

　グラニヤ騎士たちから逃げ惑まどう人々に、まだ被ひ害がいは出ていない。国境の変事を知り麾き下かの隊から騎士のみ五〇騎を率いて急行したのだが、その甲か斐いはあったようだ。

「ダール半島からの避ひ難なん民みんだな」

　傍かたわらで馬に乗る黒衣仮面の軍師──アートルム卿きようが、淡たん々たんと言った。

「奇き襲しゆうを狙ねらっているにしては妙みような動きと思ったが、彼らにかけられた追っ手のようだな。見せしめのためとはいえ、酷ひどいことをする」

「見過ごせません。彼らを救いましょう」

「グラニヤ騎士の数は、我らとほぼ同じ五〇と見た。だが我らと違ちがい、徒歩の兵を連れておる。たとえ高所の利を占しめておるとはいえ、厳しいぞ」

「関係ありませぬ」

「貴女あなたらしいよ、セレイン殿どの」

　アートルム卿の声に、かすかな笑えみが混じった。それを肯こう定ていと取ったセレインは、背後に従う騎士たちを振り返る。

「全隊突とつ撃げき!!　ダールの民たみを救え！」

「応おう!!」

　吼ほえるなりセレインは、馬腹を蹴けって山道を駆け下りる。残る五〇騎がそれに続いた。

　馬ば蹄ていの轟とどろきが、山々の峰みねに響いた。ダールの避難民が慌あわてて左右に分かれ、エルザイム騎士たちに道を空ける。

　グラニヤ軍はその先のやや開けた広場まで下がり、エルザイム軍を待ち構えていた。騎士の前に槍そう兵へいが出て左右に広がり、弓兵はさらに後ろへと下がる。槍やり衾ぶすまで突撃を止め、すかさず騎士の逆ぎやく撃げきを喰くらわせるという、堅けん実じつな陣じん形けいだ。

　さすがに手慣れている、そうセレインが舌打ちしかけた時だった。

「敵の右手だ。分かるな？」

「え？　あ、はい」

　アートルム卿の言葉にセレインは目を凝らし、ようやくそれに気づく。

　グラニヤの槍衾は、まだ完全に組まれていない。右う翼よく側の兵士が何人か、ややもたついているのだ。わずかな、だが確かな綻ほころび。

「ザカリア殿、狙えるな」

「はっ」

　アートルム卿の指示に、若手騎士の一人であるザカリア・オルティネスが、馬上で長ちよう弓きゆうを構える。

　ザカリアの長弓は、歩兵が用いる通常の物と異なる造りをしている。握にぎり手が弓の中なか程ほどではなく、下方にあつらえられているのだ。上長下短の構造は、馬上で長弓を扱うための工く夫ふうである。

　鐙あぶみの両足を踏ふん張ったザカリアは、二本の矢を同時につがえるなり、一息に放つ。狙うのは当然、列が整いきれていない敵の右翼だ。

　源力エーテルの籠こめられた矢は流星の様に飛び、狙い過あやまたずもたついていた二人の兵士を射落とした。隊列の綻びが乱れに変わり、それが埋められる寸前──

「おおおおッ!!」

　背の大剣を抜ぬき放ったセレインが、そこに飛びこんだ。

　乱れかけた槍衾の列を、瞬しゆん時じに突とつ破ぱ。そのまま馬首を回めぐらせ、グラニヤ騎士の隊列に横合いから突つっこむ。

　桁けた外はずれの強さだった。

　愛用の大剣が一いつ閃せんする度たび、剽ひよう悍かんなグラニヤ騎士が草でも刈かるかのように打ち倒たおされていく。そうやってセレインの穿うがった横隊の傷口に、さらに後続の騎士たちが殺到し、力ちから尽ずくでこじ開けていった。
















　グラニヤ軍の隊形は、瞬時に爆ばく砕さいされた。四し分ぶん五ご裂れつし逃にげ出そうとする敵の背に、セレインは容よう赦しやなく大剣の刃やいばを振り下ろす。

「殲せん滅めつせよ！　一騎たりとも生かして帰すな！」

　無慈悲な声を張り上げるセレインの顔は、返り血で赤く染まっていた。




　短く激しい交戦は、一方的な結果となった。

　散々に蹴け散ちらされたグラニヤ軍のうち、辛かろうじて逃げ延びたのはわずか三騎のみ。残る騎士や兵士は皆みな、山道に骸むくろを晒さらしている。

　無論、エルザイム軍も無傷ではない。大小含ふくめて負傷者は一〇名、そのうち三人は手の施ほどこしようのない重傷だった。

　とはいえ、大勝利に間ま違ちがいない。

「大手て柄がらだったな、セラちゃん」

「シオンか」

　かけられた軽けい薄はくな声に、セレインは表情をわずかに緩ゆるめる。つい先ほどまで姿の見えなかった黒くろ髪かみの少年騎士が、こちらに近づいてきた。

　シオン・ナグザレア。二ふた月つき前のエルザイム内乱で功を挙げて、新規に召めし抱かかえられた流れの騎士だ。軍師アートルム卿付きの副官──ということになっている。

「お前も斥せつ候こうの任、ご苦労だった」

「新参者としては、ここら辺で点数を稼かせいどかないとな」

　ニヤリと笑ったシオンが、報告を続ける。

「周囲に敵の姿はない。もしグラニヤがこれ以上の増ぞう援えんを注つぎこむにせよ、避難民を連れ出す時間は十分にあるな。ちょうど足も来たことだし」

　そう言いながらシオンは、国境の峠とうげの方を振り向く。セレインたちを追ってきた後続の部隊が、ちょうど到とう着ちやくしたところだった。

　馬上の騎士が五〇騎に、槍や弓を携たずさえた徒歩の兵士が二〇〇と少々、そして彼らに守られた荷馬車の列が続く。

「もう大だい丈じよう夫ぶっすからね、ダールの人たち！」

　先頭の荷馬車の御ぎよ者しや台だいで、純じゆん朴ぼくそうな若者が声を張り上げた。

「荷台には狭せまいっすけど空きがありますんで、子供や年寄りは乗るっす。食い物に水、薬もあるっすから、怪け我が人にんや病人がいたら──」

　そう言いながら馬車から下りた若者は、地面にへたりこんだ老ろう婆ばと、孫まご娘むすめらしい少女を助け起こしていた。ダーラムのカロ。本職は船乗りで商人なのだが、今は縁えんあってセレインの下もとで輜し重ちようと陣じん夫ぷの束ね役をしている。

「とはいえ、長居する必要もあるまい」

「だな。何があるか分からないし、早めに引き上げよう」

　そうシオンとセレインが言った時だった。

「あいや、しばらく！」

　大おお槍やりを携えた屈くつ強きような僧そう侶りよが、いきなり声をかけてきた。

「あなたは？」

「拙せつ僧そう、ダール半島はミノレス村の寺院で司祭を勤めておった、カレシンと申す者。グラニヤの手にかかり身まかられた村長に代わり、村の皆をここまで率いて参った。エルザイムの騎き士し殿、御ご助成まことにかたじけない」

「ああ、いや。御ご坊ぼうこそ、お疲つかれのことでしょう。私はエルザイム剣十字騎士団にて、近この衛えの一隊を預かるセレイン・コーディアナです。ミレノス村の方々は、責任もって安全な場所にお連れしましょう」

　と、セレインとカレシンの会話に、シオンが口を挟はさむ。

「それで坊ぼうさん、何の用だ？　ただ礼や挨あい拶さつしにきたってわけじゃないようだが」

「応、実はあの者らのことで」

　そう言いながらカレシンは、山道の端はしに並べられたグラニヤ騎士の遺体を見やる。

「埋まい葬そうの余よ裕ゆうはないとしても、せめて経きよう文もんを上げさせてもらえませぬかのう。憎にくきグラニヤの騎士とて、死ねば等しく神の御み許もとに召される故ゆえ」

「それは、構いませぬが」

「重ね重ね、かたじけない。では──」

　大槍を地面に置いたカレシンは、グラニヤ騎士たちの遺体の前に立った。懐ふところから取り出した古ぼけた聖典を手に、朗々と声を張り上げる。

　高く低く、豊かな声量で、鎮ちん魂こんの祈いのりが捧ささげられる。疲れ切った村人のみならず、騎士兵士や陣夫も作業の手を止めて、緩やかな祈りの節回しに耳を傾かたむけていた。




　エルザイム剣十字騎士団のセレイン隊に先導され、ダールの避難民たちは国境の峠を目指した。相変わらず厳しい山道が続くものの、エルザイム軍に守られているという安堵が、人々の足を軽くする。

「ねえお兄ちゃん、エルザイムってまだー？」

　荷馬車の荷台で揺ゆられながら、老婆の孫娘が馬上のシオンにたずねる。

「もうそろそろだな」

　そうシオンが答えたのは、そろそろ頭上で日が傾きかける頃ころ合あいだった。

「おう、これはこれは」

　眼前の光景に、カレシンは声を上げる。

　ちょうど国境の峠を扼やくする形で、石造りの砦とりでが建っていたのだ。

「確かここには、小さな関所があったような」

　首を傾かしげる案内役の行商の前で、アートルム卿きようが小さく肩かたを震ふるわせる。

「グラニヤとの戦いくさに備えて改築したのだ。この砦ならば仮にグラニヤが山中を迂う回かいしての奇襲を目もく論ろんだとしても、少数の兵で守り切れよう」

「さすが伝説の軍師様っすね。ちょっと峠の周りを見ただけで、砦の図面をサラサラと描かくんすから」

「おかげで俺たち、騎士なのに工事ばかり得意になっている気がする」

　カロは調子よくアートルム卿を持ち上げ、ザカリアはうんざりとぼやいた。

　セレイン隊の騎士の大半は、かつて王女軍としてラグール城で戦った者たちの生き残りだ。ザカリアを含めて皆その際には山中の陣じん地ち造りでたっぷりと汗あせを流し、経験を積んでいる。

「いいじゃないっすか、ザカリア様。もし騎士をクビになっても、大工で食っていけるっすよ」

「なってたまるか！」

　そんなやり取りの中、セレインとアートルム卿は砦に詰つめていた騎士たちと言葉を交かわしていた。一つうなずくと、カレシンたち避難民の下もとに戻もどる。

「セレイン殿どの、我らの身の振ふり方はいかように」

「今夜一晩はこの砦に泊とまれるよう、話を通しておいた」

　アートルム卿の言葉に、疲れ切った避ひ難なん民みんの間から安あん堵どの声が上がった。

「明日は峠道を下り、テリナスの街に向かわれるとよろしかろう。ローゼリア殿でん下かの御ご慈じ悲ひにより、彼かの地はダールよりの避難民に開かれておる」

「何から何まで、かたじけのうございまする」

　そう何度も頭を下げたカレシンが、ふとセレインの顔を見やる。

「セレイン・コーディアナ殿と仰おつしやりましたな。もしやダルカン・コーディアナ将軍の御お身み内うちでは？」

「ダルカンは私の父ですが──」

「おう、やはり。実は拙僧も、三年前のグラニヤとの戦に従軍しておりましてな。その際に縁あって、ダルカン閣下にお目通りする機会がございました」

　三年前の大陸歴一三三一年のことだ。グラニヤ軍が初めて東部へと侵しん攻こうし、ダール半島を攻せめた。その折にエルザイム剣十字騎士団の先代団長だったダルカン将軍は、援えん軍ぐんを率いてダール半島に急行し、グラニヤを撃げき退たいしたのだ。

「その御息女と、またこうしてお会いできるとは。これもまた、六ろく神しんのお導きでしょう」

「そうですか、父と」

　顔をほころばせたセレインだが、すぐに厳しく引き締しめる。

「あの戦で父は、グラニヤ黒こく天てん騎士の手によって右みぎ腕うでを奪うばわれ、騎士としての道を断たたれました。今は家を離はなれ、山中に隠いん棲せいしております。グラニヤと黒天騎士は、私にとって仇かたきも同然。誓ちかって討うってみせる」

　そう断言するセレインの傍かたわらで、シオンはふと目を逸そらした。

「どうした？」

「いや、何でもない」
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　エルザイム王国摂せつ政しようローゼリア・ラセル・ウナト・エルザイム王女の日々は、多た忙ぼうを極きわめていた。

　王都アクベのほぼ中央にそびえる王宮・星せい霊れい宮きゆう。主宮きゆう殿でんに設けられた執しつ務む室の机には、書状がうずたかく積み上げられている。

　ローゼリアは一々それに目を通しては、自らの印を押し、必要なら朱しゆ筆ひつを入れて差し戻す。それを朝から晩まで、延々と繰くり返しているのだ。

　東部一と謳うたわれたその美び貌ぼうも、今は疲ひ労ろうの影かげが濃こい。神聖アトーシャ皇国の血統の証あかしたる銀ぎん髪ぱつ紫し眼がんまでもが、心なしかくすんで見える。

　時はすでに夕刻、窓の外で日は翳かげり始めていた。

「失礼いたします、姫ひめ様」

　執務室の扉とびらが押し開かれる。姿を現したのは、小こ柄がらな初老の女性だった。

　ローゼリアの腹心の女官長、ネリー・セーファ・ナグザレアだ。その手には、新たな書面の束を抱えている。

「ペリデアとオセルドの記録のうち、必要なものをお持ちしました」

「ありがとう、ばあや。そこに置いておきなさい」

「は。ではこちらは下に回しておきます」

　ネリーは机の片かた隅すみに資料を置き、代わりに差し戻しの書状を取り上げた。その間もローゼリアは、ひたすら手を動かし続けている。

「そろそろ夕食のお時間ですが、いかがなさいましょう？」

「後回しになさい。食べやすいものをこの部屋に運ばせて」

「承知いたしました。それと今し方、アートルム卿がお戻りになりました。目通りを願い出ておられますが？」

　その言葉に、ローゼリアは初めて手を休めた。

　グラニヤとの戦に備え、アートルム卿がセレイン隊と共に国境の視察へと出て半月あまり。ようやくの帰き還かんである。

「直すぐに呼びなさい。急いで」

「そう姫様が仰おつしやると思いまして、すでにお連れしております」

「……ばあやのそういう手回しのよすぎるところ、わたくし少し苦手です。何だか見み透すかされているみたい」

「光栄に存じます」

　子供のように口を尖とがらせた主あるじの前で、ネリーは馬ば鹿か丁てい寧ねいに一礼した。

「お連れしなさい。しばらくの間、誰だれも近づけないで」

「かしこまりました。では軍師殿、こちらへ」

　女官長と入れ替かわりに、黒衣の軍師が入室した。その背後で、静かに扉が閉とざされる。

「ローゼリア殿下には、御ご機き嫌げん麗うるわしゅう──」

「そういうのはいいですから、シオン」

「……そっちでいくのかよ」

　アートルム卿の物もの腰ごしと声こわ色いろが、不意に一変した。ぞんざいな口調でそう言うなり、かぶっていた仮面を取る。

　その下から現れたのは、シオン・ナグザレアの不敵な顔だった。

「ご苦労でした。旅先での一人二役は大変だったのではなくて？」

「ま、優ゆう秀しゆうな影かげ武む者しやがついているから」

　伝説の軍師アートルム卿に師事して軍略の全すべてを学び取り、その名と仮面を譲ゆずり受けた二代目──それがシオンである。

　今、エルザイムに仕える彼は、騎士と軍師という二つの顔を使い分け、グラニヤの侵攻に立ち向かっていた。

「報告に来たんだが、取り込み中みたいだな」

　書状の一つを手にとって目を通し、不意にシオンは顔をしかめた。

「ブラーヌ村、って確かオセルド州の農村だよな。周囲の山林や河川に対する、利権の確かく認にんと保障……ってこんなもの、わざわざ姫さんが裁可を下すようなものじゃないだろ。担当の執しつ政せいに丸投げしろよ」

「事実上の代だい替がわり直後ですので。まずはわたくしが手ずから裁可することで、書状に箔はくをつけませんと」

　シオンの指し摘てきに対し、ローゼリアは静かな笑えみを浮うかべる。

「それにこの程度の仕事、ティメラウスなら毎日のように捌さばいておりました」

　ティメラウス・ファルケス。有能かつ忠実で、それ故ゆえに道を違たがえた先代の宰さい相しよう。その名を聞いたシオンは、深々とため息をついた。

「だったらせめて、もう少し介かい添ぞえ役を増やすとかさ。女官長一人ってのは無理があるだろうが」

「女官たちの中で表の政まつりごとをこなせるのは、ばあやくらいですから。かといってお父様の小こ姓しようあたりを引っ張ってきて、変な噂うわさを立てられても困りますし」

「まったく面めん倒どうだな」

　ブツブツ言いながらシオンは、部屋の片隅から来客用の椅い子すを引っ張ってきた。ローゼリアの向かいに、腰こしを下ろす。

「あら、ひょっとして手伝ってくれるのですか？」
















「まさか戦歴三〇年以上の──ということになってる──ジジイの軍師との仲を疑うやつはいないだろ。それに文書の扱あつかいも戦のうち、って師し匠しように教わったからな。これだって軍師の務めだ」

「まあ」

　目を丸くしたローゼリアが、クスクスと笑う。

「よろしいのですか？　家では可愛かわいい妹が、あなたの帰りを待っているでしょうに」

「それは、そうなんだが──カナン」

「ここに」

　シオンがそう呼びかけた途と端たん、執務室の天てん井じようから小柄な人ひと影かげが降ってきた。まるで子供の様に小柄な娘むすめが、シオンの傍らに膝ひざをつく。

　名はカナン、シオンの忠実な従者だ。時には密みつ偵ていとして、あるいは影武者として彼を支える、言わばもう一人のアートルム卿である。

「お前は先に戻っていろ。ルルには姫さんの手伝いがあるんで、遅おそくなるって伝えてくれ」

「承知」

　そう答えるなり、カナンの姿は霞かすみのように搔かき消える。一連の流れに、ローゼリアは目を丸くする。

「い、いたのですね、カナン。彼女の腕うでは知っているつもりでしたが、まさか星霊宮のこんな奥にまで易やす々やすと忍しのびこむとは」

「俺の自じ慢まんの幼おさな馴な染じみだからな」

　してやったり、と言わんばかりに笑うシオンの前で、ローゼリアはコホンと一つ咳せき払ばらいをした。

「それでは、政務を続けます。頼たのみましたよ、シオン」




　暮れなずむアクベの街を、セレインは一人で歩いていた。星霊宮の東門に置かれた剣十字騎き士し団本営で、国境視察についての報告を終えた帰りである。

　ザカリアをはじめとする他の者たちは、連れ立って盛さかり場に繰り出して行った。セレインも誘さそわれたのだが、断った。

　戦いくさ帰りの男が行く店といえばそういう場所だろうし、女の自分がついて行けば気まずくなるだろうと、そう思ったのである。

　その時のザカリアが浮かべた露ろ骨こつな安堵の表情は、思い出すだけでも腹立たしい。

「破は廉れん恥ちな」

　不ふ機き嫌げんそうにそうつぶやきながら、セレインは家路を急ぐ。ふと、シオンの顔が頭を過よぎった。

（あいつは、ザカリアたちと行かなかったな）

　今はまだ星霊宮で、アートルム卿と共に王女への報告を行っているはずだ。それを終えたシオンが下げ城じようするのを待った方がよかっただろうか？　二人で静かに飲める店なら、心当たりがある。いや、今からでも遅くはない。一度、城に戻もどって──

　そんなことを取り留めなく考えていたセレインが、不意に足を止めた。

「何者だ？」

　人ひと気けのない路地に向かって、そう呼びかける。そこから自分を見ている、微かすかな気配を感じたのだ。背負った大たい剣けんには、まだ手を伸のばさない。

　カツリ、カツリという足音を立て、路地の奥の暗がりから人影が現れた。

「おう、今のに気づいたか」

　大おお柄がらな初老の男だ。半白の髪かみも髭ひげもボサボサの伸ばしっぱなし、垢あかまみれの旅たび装しよう束ぞくはほとんどボロ同然。そんな物もの乞ごい同然の身なりながら、背筋はピンと伸ばされており、炯けい々けいと光を放つ眼光には言い知れぬ力を感じる。

　吹ふきつける風に、空の右みぎ袖そでが舞まった。

「腕を上げたようだな、セレイン」

「ち……父上!?」

　三年ぶりに見た父ダルカンの姿に、セレインは驚おどろいた。

「い、いつアクベに戻られたのです!?」

「つい今し方な。とりあえず家に戻ろうと思ったらお前の姿を見かけ、仕し掛かけてみた」

　ダルカンはニヤリと笑う。日に焼け薄うす黒ぐろく汚よごれた顔の中で、歯だけが白い。

「またもグラニヤの魔ま手しゆがエルザイムに迫せまる中、儂わし一人が隠いん棲せいを気取るわけにもいかぬと思い、戻ってきた。もっとも片かた腕うでの老骨に、何が出来るかは分からぬが」

「父上がお戻りになったというだけで、騎士団の皆みなは勇気づけられましょう。と、こうしてはいられない──」

　大きく手を振ふったセレインは、流しの辻つじ馬車を呼び止めた。ダルカンの姿を見た御ぎよ者しやが嫌いやそうな顔をするが、相場の三倍の銅貨を渡わたして黙だまらせる。

「家まではまだあります。お乗り下さい」

「では、娘の好意に甘えるとするか」

　辻馬車の手て狭ぜまな客室に、ダルカンはやや窮きゆう屈くつそうに乗りこんだ。セレインはその向かいに腰かける。

　ガタゴトと音を立て、ゆっくりと馬車が進み出す。

「儂がおらぬ間に、色々とあったようだな」

「はい。本当に色々と──」

　うなずいたセレインは、これまでのことを語り出した。

　グラニヤへの対応を巡めぐる、王女派と宰相派による対立。実権を握にぎった宰相派による、王女派への弾だん圧あつ。ローゼリア王女による軍師アートルム卿きようの招しよう聘へいという、起死回生の一手。囚とらわれていた王女の救出と挙兵。そしてラグール城での決戦。

　身み振ぶり手て振ぶりを交えたセレインの語りに、ダルカンは無言で耳を傾かたむけていた。ややあって、小さくつぶやく。

「アートルム卿が我が国に仕官されたという話、真まことであったか」

「父上の仰っていた通り、実に見事な軍略でした。それと、父上のことも覚えておられましたよ」

「ほう。久方ぶりにお会いしたいのう。あの戦からもう三年、か」

　ダルカンが、己おのれの失われた右みぎ腕うでを見やる。セレインは、居い心ごこ地ち悪そうに目を伏ふせた。

「それと、サイラスのヤツが迎むかえた養子とやらだが──」

「シオンのことですか」

　その名を口にしたセレインは、意識して思いっきり顔をしかめてみせる。

「困った男です。腕だけは恐おそろしいほどに立つのですが、普ふ段だんの態度や行状が、全くもってなっていない。この間など──」

　いかにも不平そうに言い立てるセレインの様子を、ダルカンはじっと見やる。

「シオン、のう。一度、会ってみねばな」

　そうつぶやいた父の言葉の意味に、その時のセレインは気づかなかった。




　ローゼリアの政務が片付いたのは、夜半に日が変わろうとするその直前だった。

「ようやく終わったか」

　椅子の背にぐったりもたれかかり、シオンは呻うめいた。向かいのローゼリアも、机につっぷしている。

「ありがとうございます。わたくし一人では、夜明けまでに終わるかどうか危あやぶんでおりましたので」

　つぶやく王女の声も、彼女には珍めずらしく弱々しい。

「おやおや、これは何とも無む惨ざんな有様で」

　執しつ務む室に入ってきたネリー女官長が、死しに体たいの二人に眉まゆをひそめる。

「机の上の戦場で見事に御お討うち死になさるとは、お見事ですよ姫ひめ様」

「縁えん起ぎでもないこと言わないで、ばあや」

　答えるローゼリアの声は、心底から疲つかれ切っていた。いつものように、ネリーの軽口に切り返す余力すらない。

「申し訳ございません、口が過ぎました。何かお夜食を用意いたしましょう」

「軽めで美お味いしくて元気が出るもの、お願い。あと香こう茶ちや……ううん、お酒も何か見み繕つくろってきて」

「かしこまりました。レノーラ産の良い葡ぶ萄どう酒があるので、それをお持ちいたします」

　続けてネリーは、シオンの方を向いた。

「甥おい御ご殿どのは、いかがなさります？」

「俺も姫さんと同じもの頼む」

　シオンの義ぎ父ふであるエルザイム宰相サイラス・セーファ・ナグザレア伯はく爵しやくは、ネリーの実の兄でもある。要するにこの二人は、義理の叔お母ば甥なのだ。

「では、しばしお待ちを」

　ネリーが執務室から立ち去ると、シオンは思いっきり背せ伸のびした。

「じゃあ酒が来る前に、本題を済ませとくか」

「……そうでしたね。あなたの話がまだでしたね」

　ノロノロと身を起こしたローゼリアは、両の頰ほおを叩たたいて気を入れ直す。シオンの方は、書面が片づけられて空いた机の上に地図を広げた。エルザイムとダール半島の国境線を、指でザッとなぞる。

「あらましは、これまで送った報告の通りだ。国境沿いでのグラニヤの動きは、今のところ鈍にぶい。実際にぶつかったのは、カドラケスの山中での遭そう遇ぐう戦せんくらいだな」

「現時点では、ダール半島の掌しよう握あくに力を注いでいるのでしょうか？」

「それだけじゃないな。反帝てい国こくの姫さんがこの国の政まつりごとを握ったせいで、グラニヤの目算も狂くるったはず。その修正をしてるんだろ」

　おそらく本来の予定ならば、グラニヤによるダール半島制圧の直後、親帝国のティメラウス前宰さい相しようによってエルザイムとグラニヤとの講和──実質的には服属──がなされていたはず。

　そうなれば他の東部諸国も今いま頃ごろは、風になびくよう次々にグラニヤへと降っていたに違ちがいない。

「問題は、そういった東部諸国の動向だな。姫さん、親おや父じの方はどうなってる？」

　シオンの義父であるサイラス現宰相は今、エルザイムを離はなれて東部諸国を回り、対グラニヤの同盟を説いていた。

「はかばかしくないようです。三年前以上にグラニヤの脅きよう威いを感じ、どの国も及および腰ごしになっているようです」

「だろうな。こちらが立てばあちらが立たず、か」

　地図を見下ろしながら、シオンが低くつぶやく。

「東部に派は遣けんされたのは十二騎士団のうち、青嵐・赤せき炎えん・黄こう道どうの三つ、合わせて三万騎きだ。エルザイム単独では、ちょっとやばいな」

「あなたにはこれより、サイラスの下もとに向かってもらおうかと考えております。伝説の軍師の名声と弁舌なら、諸国を説き伏せられるかもしれませんし」

　ローゼリアの申し出に、だがシオンは首を横に振った。

「それはちょいと考え物だな。俺はむしろ、こちらの方が重要だと思う」

　シオンが指差したのは、ダール半島との国境沿いにあるエルザイム側の都市だった。

「テリナスですか」

　城じよう塞さい都市テリナス、ソーズベルをはじめとするダールの都市国家との交易で栄えた街だ。今はグラニヤの侵しん攻こうに備え、剣十字騎士団副団長の一人であるランゼイ将軍が、城将に入っている。

「ああ。この戦いくさ、まずはここが要かなめと見た」
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　翌日のシオンは久々の休日を、アクベの屋や敷しき町に建つナグザレア邸ていで過ごしていた。

「ふわあ」

　気に入りの場所である広間の長なが椅い子すに寝ね転ころがり、書しよ斎さいから持ち出してきた本をめくる。一国の宰相の養子としては、何ともだらしない。

　同じ広間で刺し繡しゆうをしていた義ぎ妹まいのルルは、久々に帰ってきた義ぎ兄けいのそんな姿に、すべすべした頰を膨ふくらせる。

「久しぶりの休みだと存じておりますが、もう少ししゃんとなさいませ、お兄様」

「ん」

　生返事をするシオンだが、姿勢と裏腹に表情は真ま面じ目めだった。真しん剣けんな眼まな差ざしで、本に見入っている。

「何を読んでますの？」

　その態度に好こう奇き心しんをかき立てられたのか、ルルが刺繡の手を止めてシオンの側そばに寄ってくる。シオンは寝転がったまま、読んでいた本を差し出した。

「読んでみるか？」

「はい」

　うなずいたルルが、受け取った本のページをめくり──

「な、何ですのこれは!?」

　あっという間に、顔を耳まで真っ赤にした。してやったり、とばかりにシオンはニヤリと笑う。

　シオンがまじめくさった顔で読んでいたのは、挿さし絵え入りの艶えん本ぽんだったのだ。

「こ、こんなもの、どこにありましたの!?」

「書斎の奥に親父が隠かくしてたのを引っ張り出した」

「お父様ったら！　帰ってきたらとっちめて差し上げますわ！」

　すっかり逆上したルルの姿に、シオンは遠えん慮りよ会え釈しやくなく大笑いする。

　と、騒さわがしい広間に侍じ女じよのお仕着せ姿のカナンが入ってきた。

「お掃そう除じお掃除」

　淡たん々たんとそう言いながら、手にしたはたきをシオンの頭にかける。

「な、何するんだカナン!?」
















「シオン様の脳ミソに蜘く蛛もの巣すが張ってる。きれいにしないと」

　訂てい正せい。

　はたきをかける、といった生やさしい代しろ物ものではない。ほとんど殴なぐりつけるような、本気の勢いである。

「痛い痛い！　勘かん弁べん勘弁！」

「ゴミが何かさえずってる。聞こえない」

「カナン、お兄様を厳しくお仕置きしておくですの」

　悲鳴を上げる兄に無情な裁断を告げ、ルルは大おお股また歩きで広間から出て行った。

「分かった分かった！　ルルにはちゃんと謝っておくから！」

「分かればいい」

　ようやくカナンは手を休めると、身をかがめてシオンの耳元に囁ささやく。

「それと、ちょっと気になる情報が」

「そうか」

　表情を改めたシオンが、長椅子の上に身を起こす。

　シオンがエルザイムに仕官して以来、カナンは『軍師アートルム卿附づきの密みつ偵てい』として、国の内外に独自の諜ちよう報ほう網もうを築いている。

（さっきカナンと台所の勝手口で話してた魚屋の御ご用よう聞きき、確かあいつもその一員だったな）

　その時に新しい情報を受け取ったのだろう、とシオンは見当をつけた。

「グラニヤに動きがあったか？」

「違う。エルザイムの方。昨夜、ダルカン・コーディアナ将軍がアクベに戻もどってきた」

「……ほう」

　そうつぶやきながら、シオンは少しだけ眉をひそめる。

「あのオッサンが──そうか」

　三年前、グラニヤの黒天騎き士しだったシオンは東部遠えん征せいに従軍していた。遠征自体は失敗に終わったものの、シオンは撤てつ退たい時に単たん騎きで殿軍しんがりを務めて東部連合軍の追っ手をことごとく撃げき退たい、魔ま人じんとも称しようされる黒天騎士の力を存分に見せつける。その最さ中なかにダルカンとも一いつ騎き討うちで刃やいばを交え、右みぎ腕うでを奪うばったのだ。

　その後、騎士としての道を断たたれたダルカンが隠いん居きよして山中に隠いん棲せいしたことは、娘むすめのセレインから聞いている。

「あの時の俺は甲かつ冑ちゆう着て兜かぶとの面も下ろしてたからな。今さら顔合わせてもバレたりはしないと思うが」

「時期が時期だけに少し不安。将軍の周囲を調べてみる」

「頼たのむぞ。後は親父や姫さんの方からそれとなく──」

　素す早ばやく対策を練る主従だが、少しばかり無む駄だだった。

「お兄様、セラお姉様がお見えになりましたわ」

　広間に戻ってきたルルが、嬉うれしそうに息を弾はずませながら言った。シオンとカナンは、素早く目配せを交かわす。

「へえ、何の用だろ」

「それが、とてもおめでたい話ですの」

　とぼけるシオンの前で、ルルは無む邪じや気きに笑った。

「実はダルカン小お父じ様──セラお姉様のお父様が、三年ぶりにお戻りになったそうですの。それでお兄様の活かつ躍やくを聞いて、ぜひ会いたいとお招きくださったそうですわ」




　シオンは以前にも、何度かコーディアナ家に招かれたことがある。ナグザレア邸とはそれほど離れていない、平屋造りの家だ。

「急な話ですまない。せっかくの休みだったのに」

　そのコーディアナ家の門前で、先ほどからしきりに恐きよう縮しゆくしているセレインに、シオンはヒラヒラと手を振ふる。

「別にいいって。しおらしいセラちゃんって珍めずらしいものも見られただけでも、十分に来た甲か斐いはあったしな」

「ば、馬ば鹿かなことを──」

「じゃあ、邪じや魔まするぞ」

　勝手知ったる何とやら、とばかりにシオンは気安く門をくぐった。

「お久しぶり、シオンくん。いらっしゃい」

　まずコーディアナ家でシオンを出で迎むかえたのは、セレインの母のアレイだった。やや太り気味で、押し出しの良さと愛あい嬌きようを兼かね備えた中年女性だ。

　当然シオンとも顔かお馴な染じみで、何度かこの家で彼女のこしらえた夕食を振る舞まわれたこともある。

「ごめんなさいねえ。うちの亭てい主しゆが帰って来るなり無茶言い出して」

「気にしないでください、おばさん。それとこれを」

　ルルから手て土産みやげにと押しつけられた包みを、アレイに手て渡わたす。

「あらまあ、ありがとう。うちのは、奥の部屋で待ってるから。セラ、案内しな」

「分かりました。こっちだ、シオン」

　やや薄うす暗ぐらい廊ろう下かを、シオンはセレインの後に続いて行く。

「父は少々気難しいところがある。いつもの悪戯いたずら心ごころは控ひかえておいて欲しい」

「んー、まあ心がけておくよ」

「頼むぞ。お前のために言っているのだからな」

　心底から心配そうにそう言いながら、セレインは廊下の突つき当たりで立ち止まった。

「父上、シオンをお連れしました」

「うん、そうか。入れ」

　意外なほど気さくな声で招かれた。

　こぢんまりとした造りの部屋、よく手入れされた庭に面しており、縁えん側がわから下りられるようになっている。

　大おお柄がらな初老の騎士が、読んでいた書物から顔を上げ、二人を迎むかえ入れた。

「そちらがシオン殿か。よく来てくれた。儂わしがダルカン・コーディアナだ」

「初めまして。シオン・ナグザレアです」

　よく日に焼けたその顔を、シオンはさりげなく観察した。三年前に戦場で剣けんを交えた時の姿と、注意深く重ね合わせる。

（三年前よりやつれたように見えるな。白しら髪がも皺しわも増えてる）

「あのサイラスが養子を迎えたと聞いて、是ぜ非ひとも会ってみとうなってな。わざわざ呼びつけてすまぬ」

「いや、俺も親おや父じの悪友って人の顔、会ってみたかったんで」

「こういう小こ汚ぎたない顔でよければ、いくら見ても構わんぞ」

　豪ごう放ほうに笑いながら、ダルカンは残された左手を差し出した。シオンは内心をおくびにも出さずに、その手を握にぎり返す。

　初対面として、まずは尋じん常じような滑すべり出しである。ほっと安あん堵どするセレインの方を、ダルカンが見やった。

「すまんが、もてなしの支し度たくを忘れておってな。茶の用意を頼まれてくれぬか」

「分かりました。お待ちください」

　うなずいたセレインは、台所に向かう。部屋の扉とびらが、小さく音を立てて閉とざされた、その時だった。

　娘を見送ったダルカンが、あらためてシオンに向き直る。

「さて、やるかね」

「やるって、何を？」

「決まっておろう、これよ」

　そういいながらダルカンは、ゆっくりと腰こしの剣を抜ぬいた。窓から差しこむ光に、白はく刃じんが鈍にぶく輝かがやく。

「な!?」

　驚おどろく間もなかった。

　横よこ殴なぐりの斬ざん撃げきが、唸うなりを上げて襲おそい来る。シオンは咄とつ嗟さに抜き合わせた剣で、その一いち撃げきを辛かろうじて防いだ。

　膂りよ力りよくも、剣速も、籠こめられた源力エーテルも、いずれも尋常ではない。受け止めた衝しよう撃げきで、両手が芯しんまで痺しびれる。

「な、何のつもりだ？」

　鍔つば迫ぜり合いの姿勢で呻うめくシオンを、ダルカンは血走った目でにらんだ。

「何のつもり？　それはこちらの台詞せりふよ黒天騎士」

「────!!」

　突きつけられた言葉に、思わず呼吸を止める。

「気づいて、いたのか？」

「気づかぬはずがあるまい！　貴様のその姿、三年前よりこの眼めに焼きついておるわ！　甲冑を脱ぬごうが、素す顔がおを晒さらそうが、見み逃のがすことなどあり得ぬ！」

「くっ」

　飛び退すさって距きよ離りを取ったシオンは、懸けん命めいに弁明する。

「ま、待ってくれ！　今の俺はもう、グラニヤと切れてるんだ！　いや、グラニヤこそが、今の俺にとって──」

「知らぬ!!」

　問答無用、と言わんばかりにダルカンは剣を振るう。

「貴様が生きて儂の前におる、それだけで喪うしなった右腕が哭ないておるのよ！　貴様を斬きらねば収まらぬわ」

　左手一本で、怒ど濤とうのように繰くり出されるダルカンの連撃。受けに回ったシオンは、内心で驚きよう愕がくした。

　この剛ごう剣けん、三年前に剣を捨てた世捨て人のものとは思えない。いや、むしろ──

（三年前より強い、だと？）

　このまま守勢に回っていては、潰つぶされてしまう。反はん撃げきせねば。だが、だからといって今ここでダルカンを斬るわけにはいかない。

　ならば──

　激しく撃うち合う中、わずかな虚きよの一いつ瞬しゆんをついて、シオンは必殺の一撃を放つ。

　己おのれの内なる根源アルケーへの観想を反転させ、外なる世界を周天する源力エーテルを摑つかみ、内外の合ごう一いつを以もつて周囲の大気の流れを自らの物とする──その工程を、瞬しゆん時じに行った。

　裏り門もん技ぎ〈風ふう陣じん〉。

　周囲の風を己おのが意のまま自在に操あやつる、黒天騎士〈鴉コローネ〉にのみ可能な超ちよう常じようの業わざ。

　風を操り、圧縮させて見えざる拳こぶしとなし、ダルカンの眉み間けんを狙ねらって放つ。昏こん倒とうさせてこの場を凌しのぐつもりだった。

　だが、シオンの思おも惑わくは甘かった。

「温ぬるいわ!!」

　至近距離から放たれた不可視の一撃を、だがダルカンはわずかに首を傾かしげるだけでかわす。頰ほおを風の拳が掠かすめ、血がしぶくが、ただそれだけだ。

　驚くシオンに、ダルカンの強きよう烈れつな一撃が迫せまる。辛うじて受け止めるものの、衝撃を抑おさえきれずに後方へと吹ふっ飛ばされた。そのまま縁側から庭に転げ落ち、辛うじて受け身を取って身を起こす。

（馬鹿な！　俺の〈風陣〉を見切ったのか!?）

　片かた膝ひざ立ちで愕がく然ぜんとするシオンの姿に、ダルカンはニタリと笑った。

「おう、それよ。貴様のその顔が見たかったのよ」

　心底から愉ゆ快かいそうに、肩かたを震ふるわせる。

「この三年、山に籠こもって寝ねても覚さめても剣を振るい続けた甲斐があったというものよ」

「三年……じゃあ、あんたが隠居したってのは──」

「おうとも、貴様を斬る剣を編み出すためよ！　コーディアナの家も、将軍の座も、黒天騎士を破るための修練には重荷でしかなかった故ゆえな！」

　そうカラカラと笑いながら、ダルカンもゆったりとした足取りで庭に下りてきた。立ち上がったシオンも、仕切り直しとばかりに剣を構え直す。

（殺さなければ、殺される）

　もはやシオンは完全に本気だった。目の前の敵手がセレインの父親だということも、すでに頭の中では切り離はなしている。

「おう」

　凍こおりつくような殺意を叩たたきつけられ、ダルカンの全身が総毛立ち、笑えみがさらに深まる。対するシオンは、仮面のような無表情のまま。

　対たい峙じする二人の間で、源力エーテルが極限まで高まっていく。次の一撃で決着がつくと、どちらかが必ず死ぬのだと、双そう方ほうとも理解していた。

「「────!!」」

　臨界に達した殺気に、大気が弾はじけ飛ぶ。踏ふみこむダルカンと待ち受けるシオン。先の先と後の先。互たがいの必殺の一撃が交差し──

「お止やめください父上!!」

　新たな人ひと影かげが庭に飛び出す。すんでのところで両者の間に割って入ったセレインが、父の一撃を受け止めていた。




　セレインは、混乱していた。

　台所で慣れない茶の支度に手こずっていた最さい中ちゆう（母のアレイは楽しそうに傍ぼう観かんしていた）、庭の異変を察知したのである。

　愛用の大剣を引っつかみ、押っ取り刀で駆かけつけたセレインが見たのは、本気で斬り結ぶダルカンとシオンの姿だった。

　一瞬の自失、そして決断。

「お止めください父上!!」

　ためらわず庭に飛び出した。すんでのところで両者の間に割って入り、父の一撃を受け止める。

「むう……」

　娘むすめの乱入に、ダルカンが唸りを上げる。こめかみに太い血管が浮うき上がり、腹の底から怒ど声せいを発した。

「どけい、セレイン!!　女子供の出る幕ではないわ!!」

「どきませぬ!!　そもそも私を女でなく騎き士しとして育てたのは父上でしょう!!」

　売り言葉に買い言葉、とばかりに怒ど鳴なり返したセレインは、背後を振ふり向く。

「シオン、何があったかは知らぬが──」

　そう言いかけて、セレインは絶句する。彼女が割りこんでからのごく僅わずかな間に、シオンの姿が搔かき消えていたのだ。

「あやつ、どこに──あそこか！」

　ダルカンが吼ほえる。シオンは既すでに、コーディアナ家の塀へいの上に跳とび移っていた。セレインに向かって神しん妙みような顔で頭を下げるなり、塀から飛び下りて姿を消す。

　殺気立っていたコーディアナの親子も、その逃にげっぷりには毒気を抜かれた。

「逃げおった」

　そう唸ったダルカンが、ドカリと庭に腰を下ろした。セレインも、疲つかれたようすで剣を納める。

「こりゃ一体、どうしたことだい!?」

　駆けつけたアレイが、部屋と庭の惨さん状じように目を丸くした。

「その、父上とシオンが斬り合っておりまして」

「いや、それくらいは見れば分かるけど。それで、シオンくんはどうした？」

「逃げ──私が逃がしました」

　少しばかり事実を誤ご魔ま化かして、セレインはそう答える。

「なるほど。で、お前様は何でそんなことをやらかしたんだい？　世捨て人の暮らしが長くってボケたのかい」

　妻からそう問われても、ダルカンは押し黙だまっている。

「まさか、セレインとシオンくんの仲を邪じや推すいしたってわけじゃないだろうね？」

「は、母上!?　何を仰おつしやって──ああいや、話が逸それました。父上、何があったのか事情をお話しください」

　だが妻と娘から問われても、ダルカンは立ち合いの理由を言おうとしない。

「言いとうない」

　ただそれだけ言ったきり、貝のように口を閉ざしてしまった。




　星霊宮の一室に、華はなやかな笑い声が響ひびいた。

「それで、この城に逃げこんだと？」

　シオンから事情を聞いたローゼリアが、口元に手を当てて上品に笑う。対たい称しよう的に、シオンはむっつりと顔をしかめていた。

「笑い事じゃないだろ」

　と、そこに香こう茶ちやの用意をしていたネリー女官長が口を挟はさむ。

「とはいえ、ダルカン様の口から甥おい御ご殿どのの素す性じようが他よ所そに漏もれる気き遣づかいはありますまい。あの方の御ご気き性しようでしたら、事が済むまでは全すべてを胸に秘ひめておくでしょうから」

「詳くわしいんだな、叔お母ば上うえ」

「それはもう、兄共々昔むかし馴な染じみの腐くされ縁えんですので」

　ネリーはそう言いながら、シオンとローゼリアに香茶を差し出した。

「わたくしも、ばあやに賛成です。後で頃ころ合あいを見計らい、わたくしとサイラスでダルカンに話をしましょう」

「頼たのむ、姫ひめさん」

　こればかりは、ローゼリアの力を借りるしかない。シオンは深々と頭を下げた。

「問題はサイラスが戻もどってくるまでの間、どうやって時間を稼かせぐのか、ですね」

「あまり甥御殿がこの城に居続けておりますと、今度は姫様との間にあらぬ噂うわさが立つやもしれませぬなあ」

「あらばあや、それはそれで楽しそう」

「勘かん弁べんしてくれ」

　迷走しだした主従のやり取りに、シオンは呻く。

「少し早いが、ほとぼりが冷めるまで前線に戻るよ。仕込みのこともあるしな」

「分かりました。それでは例の件は、明あ日すの謁えつ見けんの儀ぎの際に──ということで」

「頼む」

　うなずいたシオンの前で、ローゼリアは少し考えこんだ。

「一つ、あなたにお願いがあるのですが」

「俺に？」

「ええ。アートルム卿きようではなく、シオン・ナグザレアとしてのあなたにです」




　　　　　　　４




　朝の星霊宮。

　開け放たれた城門を、宰さい相しようナグザレア伯はく爵しやくの家か紋もんをつけた馬車がくぐった。

「もう、お兄様ったら！」

　馬車の中でルルは一人、ぷんすかと怒おこっていた。

　コーディアナ家での大騒そう動どうと帰ってこない兄に、ルルがやきもきしながら一夜を過ごした、その翌日のことである。王宮から『シオン・ナグザレアを引き取りに来るように』との報しらせを受け、慌あわてて登城したのだ。

「きっとお兄様が、またとんでもない悪戯いたずらをやらかして、ダルカン小お父じ様を怒らせたに決まってますの！　それでローゼリア様の下もとに逃げこんでお縋すがりするなんて、情けないですわ！」

「まだ事情は分からない。決めつけは早計」

　御ぎよ者しや台だいのカナンが、そう答えた。馬車を主しゆ宮きゆう殿でん脇わきの車場に停とめる。

　だがルルの興奮は、一向に収まらない。

「いーえ、ルルには分かってますの。ダルカン小父様は確かに気難しいところもおありですが、いつも筋目を通す方ですわ。それにお兄様は──」

「そこまでになさい、ルル。はしたないですよ」

　不意にかけられた声にルルは、ビクンと背筋を震わせた。

　馬車の扉とびらが、外からゆっくりと開かれる。その向こうでルルを出で迎むかえたのは、専任の車係ではなく、叔お母ばのネリー女官長だったのだ。

「甥御殿のことが心配なのは分かりますが、淑しゆく女じよの振る舞まいを忘れてはなりませぬ。ここは王宮、どこに誰だれの目があるのか分からないのですからねえ」

「も、申し訳ありませんですの、叔母様」

　真っ赤になって恥はじらったルルが、そそくさと馬車から下りた。カナンも御者台から下りると、王宮の車係に馬車を委ゆだねる。

「その、お兄様のご様子はいかがですの？」

「この上ないくらい元気ですよ。今朝など三人分の朝食を、ペロリと平らげてしまいましたからねえ」

「お、お兄様ぁ!?」

「食しよく欲よくがあるのはけっこうなこと」

　ますます恥じ入るルルと、顔色一つ変えず平然としているカナン。対称的な主従の姿に、ネリーはクスリと笑う。

「ただ甥御殿と会わせる前に、一つ用向きがあります。ついてらっしゃい」

「は、はい」

　先導するネリーに続きながら、ルルは内心で首を傾かしげた。彼女たちが向かったのは、本宮殿正面の表おもて玄げん関かんではない。使用人、それも大して身分の高くない者たちが出入りする、言わば勝手口だったのだ。

　本宮殿内の見知らぬ区画を、ルルはきょろきょろと見回しながら叔母の後を追う。廊ろう下かの角を何度も曲がり、徐じよ々じよに城内の奥へと──

　と、先の方から何やらざわめきが聞こえてくる。

「確かこの先は、謁見の間ですわよね？」

「そうですよ。ルルにその謁見の場に出て欲しいというのが、姫様の思おぼし召めしでして」

「ええ!?」

　ネリーの言葉に、ルルは驚おどろいた。

　いかに宰相の娘とはいえ、ルル自身はまだ成人もしておらず、何の官職にも就ついていない。ただの子供である。謁見の場に参列することなど、まずありえない。

「もちろん正面から堂々と入っては、色々と面めん倒どうですからねえ。だからわざわざ回り道したのですよ」

　そう説明しながら、ネリーは廊下の突つき当たりの小さな扉を指し示す。

「あの向こうの小部屋は、謁見の間の裏手に続いています。誰にも見み咎とがめられず広間にもぐりこめますよ」

「え、ええっと、その……」

「そういう問題ではないと思う」

　ルルの困こん惑わくとカナンのつっこみは、そろって無視された。




　謁見の儀は午前のうちに行われるというのが、エルザイム王国では古くからの習わしである。

　広大な謁見の間は、天てん井じようから壁へき面めん、床ゆかに至るまで、美しく磨みがき抜ぬかれた大理石が用いられている。さらに王国の歴史を描えがいた絵画や、華か麗れいな金銀細工、深しん紅くの絨じゆう毯たんなどにより、荘そう重ちように飾かざり立てられていた。

　広間の奥は周囲より一段高くなっており、玉座が設けられている。本来ならばそこには国王ダマーナ３世が腰こしを下ろし、臣下の上奏や民衆の陳ちん情じようを受け、あるいはそれらを巡めぐる論議に耳を傾かたむけるのである。

　だが今現在ダマーナ３世は病びよう床しようにあるため、玉座は空だった。その脇に設けられた仮の席に、父王の代理として摂せつ政しようのローゼリア王女が座している。そして左右に立ち並ぶ臣下の列の末席近くに、セレインの姿もあった。

　剣十字騎士団の正装で身を飾っているものの、その表情は冴さえない。読み上げられる上奏や陳情も、半ば上の空で聞き流している。

（一体、父上とシオンの間に何があったのだ？）

　昨日の騒動の後、セレインは父のダルカンに事の次し第だいを問い質ただしたのだが、徒労に終わった。父は貝のように口を閉とざしたまま、何一つ答えようとしなかったのだ。業ごうを煮にやした彼女は、いっそ酒の力で口を割らせようとまでしたのだが、あっさりと返り討うちに合って逆に酔よい潰つぶれてしまう。

　今朝方、鈍にぶく痛む頭を抱かかえたセレインの下に、今日の謁見への参列をうながすローゼリアからの手紙が届いた。またその手紙には、シオンが王宮に駆かけこんでいたことも記されていた。

（やはり、シオンに心当たりを尋たずねるしかないか）

　セレインが内心で、そう思い定めた時だった。

「失礼、いたします──の」

　背後から、聞き慣れた声がした。振ふり向くと臣下の列の裏側を、身をかがめたルルが小走りでこちらに駆け寄ってくる。

「ルル？　なぜお前がここに」

「その、どうやらローゼリア様に呼ばれたようですの」

「何だと、お前もか」

　ひそひそと小声で言葉を交かわす二人の少女の姿を、セレインの右みぎ隣どなりに立つ某ぼう伯爵──名前は忘れた──がいぶかしそうに見ていた。

「これはいけない。ルル、私の左が空いているからそこに立て。目立たないよう大人しくするんだぞ」

「はいですの」

　うなずいたルルは、大人しく列に並ぶ。それを確かめたセレインは、小声でルルに話しかける。

「その、昨日のことはすまなかったな。父の代わりに謝らせて欲しい」

「セラお姉様が謝ることはありませんの。どうせまた、お兄様が何かやらかしたに決まってますわ」

「そういう簡単な話だといいのだが」

　と、右隣の何とか伯爵が、わざとらしく咳せき払ばらいした。私語をたしなめているらしい。

　ルルに目立つなと言っておきながら、逆に自分が目立ってしまった。顔を赤らめたセレインは、広間の奥を見やる。

　ちょうどアートルム卿が、王女への上奏文を読み上げている最さ中なかだった。仮面に黒衣のその姿は、正装し着き飾かざった謁見の列席者の中で異い彩さいを放っているが、わざわざそれを咎とがめる者はいない。

「──かくして勇ゆう猛もうなる剣十字騎士団五〇〇〇騎きの精せい鋭えいに加え、国内の諸しよ侯こう・諸しよ卿けいらの協力を仰あおいで新たに五〇〇〇の騎士を募つのり、戦列に加えることと相成った。これも偏ひとえに、国王陛下並びに摂せつ政しよう殿でん下かの御み稜い威つによるものなり」

　おお、というどよめきと賞賛の声が、列席者の間から上がる。

「合わせて一万騎か、中々のものだ」

「ダール半島に居座る三万のグラニヤ軍が相手でも、守りに徹てつすれば凌しのげるのではないか？」

「いやいや、それは甘かろう」

　そこかしこで、囁ささやき声のやり取りが交わされている。さらにそれらの上から、アートルム卿の声が朗々と響ひびいた。

「──かかる非常の国難の折、貴き顕けん・民たみ草くさの別なく示した義勇と愛国の志は、真に讃たたえるべきなり」

「物は言い様ですね、軍師殿どの」

　アートルム卿の大おお仰ぎような語り口に、思わずセレインは小声でつっこむ。

「どういうことですの？」

「アートルム卿きようがローゼリア殿下の使者として貴族や有力者の間を駆けずり回った際、私も護衛として同行していたが、あんな綺き麗れい事ごとからは程ほど遠とおかったぞ。渋しぶる相手を前に、ほとんど詐さ欺ぎか脅きよう迫はくのような弁舌で、彼らの郎ろう党とうや私兵を巻き上げ──もとい招集したのだからな。私は全部を見ている」

「まあ」

　意外な真相を暴ばく露ろされ、左ひだり隣どなりのルルが目を丸くする。ちなみに右隣の何とか伯はく爵しやくも、同じような表情をしていた。

　その一方、広間の奥では奏上を終えたアートルム卿を、ローゼリアが労ねぎらっている。

「よくやってくれましたね、アートルム卿」

「勿もつ体たいなき御お言葉。されど新たに集つどいし五〇〇〇の騎士は、いかに忠勇篤あつき者どもといえど、いまだに張り子の虎とらに等し。彼らを鍛きたえ、まとめ上げ、真に一軍として差配するまでには、しばしの時がかかりましょう」

「まだ当面は、剣十字騎士団に頼たよらねばならぬようですね。期待しておりますよ、ブレスト将軍」

「勿体なき御言葉」

　ローゼリアの言葉を受け、剣十字騎士団長のブレスト将軍が列から前に出た。王女の前で敬礼を捧ささげる。

「今は軍の調練と並行しつつ、一〇〇〇騎で国境のテリナスを守るランゼイ将軍へと可能な限りの援えん軍ぐんを送ることが肝かん要ようかと」

　ブレストの言葉に、周囲から賛同の声が上がる。

「やはり、テリナスが要かなめか」

「グラニヤがまず攻せめるとすれば、他ほかにあるまいて」

　ローゼリアは重ねてブレスト将軍に問いかける。

「では軍師アートルム卿、あなたは援軍二〇〇〇騎と共にテリナスへ赴おもむくよう命じます。ランゼイ将軍を補ほ佐さし、その智ちを存分に振るいなさい」

「心得ました」

「ブレスト将軍には、王都にて新たな軍の調練を命じます。来きたるべき決戦までには、一万騎の軍を揃そろえるよう」

「必ずや」

　下された摂政の命に、またもやそこかしこで私語が上がる。

（アートルム卿が、前線に戻もどるのか。ならばおそらく、私やシオンも──）

　そうセレインが考えた時だった。

「摂政殿下、今一つ申し上げたき儀ぎがございます」

　アートルム卿が、発言を続ける。

「何でしょう？」

「テリナスの街には今、グラニヤより逃のがれたダールの避ひ難なん民みんが多数、流れこんでおります。彼らの処しよ遇ぐうにも、お心をお砕くだきになられますよう」

「その件ですか。でしたらわたくしにも考えがあります」

　不意にローゼリアが、群臣の列の末席を見やった。

「ルル・セーファ・ナグザレア、並びにセレイン・コーディアナ」

「はい!?」

「は、はい！」

　いきなり名を呼ばれた二人の少女が、慌あわてて背筋を伸のばす。

「あなた方二人も、テリナスまで同行するよう。ルルはわたくしの名みよう代だいとしてダールの避難民の慰い撫ぶを、セレインと麾き下かの隊にはその護衛を、それぞれお願いします」

「え？」

「ええ!?」

「ええええっ!?」

　ルルとセレイン、ついでに何とか伯爵までがそろって声を上げる。その上うわ擦ずった声を聞きながら、ようやくセレインは彼の名がデルモイン伯爵だったことを思い出した。




　セレインとルルがシオンに会えたのは、謁えつ見けんの儀の後に、ローゼリアから招かれた昼食の席でのことだった。

「さて、いきわたりましたか」

　星霊宮の中庭の片かた隅すみ、青々と葉を茂しげらせた見事な楡にれの大樹の木こ陰かげに、野外用のテーブルと椅い子すが用意されていた。上座に着いたローゼリアが、杯さかずきを手に取りそう一同に呼びかける。

「うっす」

「頂ちよう戴だいします」

「……いただきますの」

　席に着いたシオン、セレイン、ルルが、それぞれの杯を手に答える。杯の中身は、水で割った甘い蜂はち蜜みつ酒だった。

「しかしまあ、真っ昼間から一いつ杯ぱいってのも中々乙おつな話だな」

　黄色く澄すんだ蜂蜜酒の色を、まず目で味わいながら、シオンは陽気に笑う。

　昨日の大騒そう動どうも何のその、と言わんばかりの太ふて々ぶてしい態度に、臨席のセレインは顔をしかめた。

「昨日、父との間に何があったのだ？」

　問いかける言葉も、自然ときつくなった。まずは父の非礼を詫わびよう、という心積もりは、すでに霧む散さんしている。

「んーと、まあ色々、な」

「それでは何も分からないだろう」

　はぐらかすような物言いに、セレインはシオンをにらみつけた。

　隣となりのルルまで、不ふ審しんそうに口を尖とがらせている。

「やはりお兄様が、ダルカンの小お父じ様に無礼を働いたのではありませんか？」

「おいおい、ルルまで俺を信じてくれないのかよ。可愛かわいい妹に疑われて、お兄ちゃん悲しい──ゲプ!?」

　空々しい泣き真ま似ねまで始めたシオンが、奇き怪かいな声を上げて机に突つっ伏ぷした。

　背後から音もなく近づいたカナンが、手にしたお盆ぼんの角をシオンの後頭部に叩たたきこんだのである。

「ごめん、シオン様。手が滑すべった」

　痙けい攣れんする主あるじに、カナンは空々しく詫びる。続いてお盆の上の皿を、手て際ぎわよくテーブルに並べていった。

「とりあえず、お食事にしましょう。お腹なかも空すいたことですし」

　突とつ然ぜんの惨さん事じに絶句していたセレインとルルに、ローゼリアは笑え顔がおでそう言った。

「は、はあ」

「分かりましたの」

　少女二人がうなずく中、シオンもようやく身を起こす。

「くそ……覚えていろよ、カナン」

　主の怨えん嗟さの声も、従者はどこ吹ふく風と聞き流した。そんな殺さつ伐ばつとした空気の中、華はなやかな王宮の昼ちゆう餐さんが始まる。

　空気はともかくとして、供された料理はそのどれもが素す晴ばらしい。薄うすく焼いたパイに茹ゆでた豚ぶたの冷肉仕立、小魚の酢す漬づけ、すり潰つぶした野菜の冷たいスープといった軽めの料理が、食しよく卓たくを華はなやかに彩いろどっている。

「シオンとダルカン将軍の件ですが、シオンから事情や原因は聞かせてもらいました」

　ローゼリアがそう言ったのは、並べられた料理の皿の半ばが空になった頃ころ合あいだった。

「本当ですか!?　一体、何が──」

　気け色しきばんで身を乗り出したセレインの唇くちびるに、ローゼリアはしなやかな人差し指を押し当てて、それ以上の言葉を封ふうじた。

「落ち着きなさい、セレイン」

「…………」

　無言でうなずいたセレインは、席に腰こしかけ直す。

「少々混み合った事情がありますので、今はわたくしの胸一つに収めておきます。サイラスが戻り次し第だい、折を見て二人でダルカンを諫いさめますので、ここはわたくしに任せてもらえないでしょうか？」

「私やルルにも、事情は言えぬと？」

「不満？」

「いいえ、殿下の思おぼし召めしのままに」

　やや硬かたい声でそう答えると、セレインは杯に唇をつけた。杯はい中ちゆうの酒と胸中の想おもいを、共にぐっと飲み干す。

「もう一杯いかが？」

「いえ、テリナスに立つ支し度たくがありますので、これ以上はご勘かん弁べんを」

「本当にあなたのそういうところは、昔から変わりませんね」

　セレインの物もの堅がたい態度に、ローゼリアはクスリと笑った。

　と、今まで押し黙だまっていたルルが、おずおずと手を上げる。

「その、テリナス行きのお話ですけど」

　愛らしい顔に似合わず、表情は硬い。謁見の儀からこれまで、あれこれ考え詰づめだったのだろう。

「ダール半島の方たちの慰撫というお役目、本当にルルでよろしいですの？　正直、ルルなどにローゼリア様の名代が務まるとは思えませんわ」

「ああ、そんなことを心配していたのですか。大だい丈じよう夫ぶですよ。入り用なのはあなた自身よりも、宰さい相しようの娘むすめという格なのですから」

「は、はあ……」

「エルザイムはダールの避難民を見捨てない──あなたがテリナスまで行くだけで、それを内外に示すことができますから。それだけで十分です」

　身も蓋ふたもないローゼリアの言葉に、ルルは戸と惑まどった。

「ま、そんなに難しく考えることはないさ。避難民たちの間を回って、その話を聞いてくれるだけでいい」

　隣に座っていたシオンが、義ぎ妹まいの頭を撫なでながらそう言った。ふと、その目が遠くを見やる。

「この前、セラちゃんたちと助けた避難民の中に、お前と同い年の娘がいたよ。村長やってた親おや父じさんを、グラニヤに殺されたそうだ」

「まあ、何てお気の毒な……」

　感じやすいルルは、たちまち両の目を潤うるませた。




　　　　　　　５




　俗ぞくに言う『十二騎き士し団だん一〇万騎き』とは、グラニヤ帝てい国こくの強大な武力を、端たん的てきに示した言葉である。

　各騎士団の定員は、概おおむね一万騎。つまり一つ一つが一国の総兵力を凌りよう駕がする規模の騎士団を、グラニヤは一〇以上も抱かかえているのだ。

　とはいえ十二騎士団の中には、『一〇万騎』のうちに数えられない特とく殊しゆな騎士団が、三つ存在している。

　一つは黒天騎士団。十二騎士団の筆頭を占しめ、帝国中から選び抜ぬかれたわずか一二人の騎士によって構成されている、最精せい鋭えいの騎士団だ。

　一つは桃とう幻げん騎士団。貴族名家の子女によって構成された騎士団で、後宮の警備という任務の性格上、その数は一〇〇〇騎と少ない。その代わりというべきか、同じく近この衛えとして帝てい宮きゆうと帝てい都とを守る金こん色じき騎士団は、二万騎の大所帯となっている。

　そして最後の一つが、灰はい浪ろう騎士団だった。

　多数の密みつ偵てい間者によって構成されたこの騎士団は、帝国軍の暗部である。『灰色のマントに身を包んだ』彼らの働きは、決して賞賛されることも記録に残ることもなく、グラニヤの覇は業ぎようの影かげに生息してきた。

　その灰浪の手により、星霊宮の謁見の模様がグラニヤ東部遠えん征せい軍の下もとにもたらされたのは、翌日の夕刻だった。

「馬ば鹿かか、エルザイムの連中は」

　グラニヤ東部遠征軍の本営たる、ソーズベルの新城じよう塞さい。まだ造りかけの広間に、どぎつい冷れい笑しようが響ひびき渡わたる。笑い声の主は、鮮あざやかな赤い騎士服を身に纏まとう、二〇代半ばの若者だった。

　赤炎騎士団長イブキ・ブルハン将軍。十二騎士団の団長の中では最年少であり、苛か烈れつな気き性しようの猛もう将しようとして知られている。

「我らの南下に備え、三〇〇〇騎でテリナスに立て籠こもるだと？　公おおやけの場で軍略を公言するなど、裏をかいてくれと言ってるようなものではないか。何が伝説の大軍師だ、聞いて呆あきれるわ」

「では貴公は、どのように彼かの軍師の裏をかくというのだね？」

　そう低い声で尋たずねたのは、青嵐騎士団長のノウェ・タジリザス将軍だった。黒々と髭ひげを蓄たくわえた壮そう漢かんで、ずんぐりとした固太りの体たい軀くは雄お牛うしを思わせる。

「エルザイムの援えん軍ぐんがテリナスに入ったのを見計らい、東か西で国境を越こえるのよ。間ま抜ぬけ面づらで籠ろう城じようした連中など放ほうっておき、一息に王都を突くのだ。俺の赤炎騎士団に任せろ。五日、いや三日でアクベを囲んでやる」

「そして糧りよう道どうを断たたれ、一万騎ことごとく立ち枯がれるのか」

「なにい？」

　ノウェの冷ややかな返答に、イブキは目を剝むく。

「東の街かい道どうはこの季節だと海からの風で荒あれるし、西の山道は険しすぎて論外だ。アクベ攻ぜめには中央の交易路が必要で、かつテリナスを押さえる必要がある。何度も議を尽つくしたことであろうが」

「軍略とは臨機応変たるべきだろう。ここは──」

「両名とも、そこまでそこまで」

　そう声をかけたのは、枯れ木のように瘦やせた老将──黄道騎士団長のハルト・ベルン将軍だった。好こう々こう爺やじみた穏おだやかな顔立ちだが、頰ほおに走る十文字の傷きず跡あとには凄すごみがある。

「イブキ将軍、お主の鋭えい気きは買おう。だが大軍に区々たる奇き策さくはいらぬ。一歩一歩、着実に駒こまを進めればそれでよい」

「そ、それはその通りでありますが」

　さすがに祖父と孫ほど歳としが離はなれた相手には嚙かみつけず、イブキはうなずいた。

「そもそもテリナス攻めの軍略は、クヨウ閣下臨席の軍議で決したこと。まずは第一陣じんの青嵐がテリナスを落とし、そこを拠きよ点てんにお主の赤炎が第二陣としてアクベを突く、とな。儂わしの黄道はダールの押さえで居残りじゃが」

　ちなみにこの場にいるのは、赤炎・青嵐・黄道の三将軍のみ。

　遠征軍の主将として三人を束ねる黒天騎士団長のクヨウ・スランは今、戦せん況きよう報告のため帝都ゼノンへの一時帰き還かん中である。

「おそらくアートルムの公言も、それを見み越こしたものであろうよ。若いお主には腹立たしいやもしれぬが、乗せられてはならぬ。よいな？」

「……承知いたしました」

「よろしい。では両名とも出しゆつ征せいに備えよ。クヨウ閣下が帝都より戻もどり次第、動くぞ」

「了りよう解かい」

「無論」

　そう一礼した後、今度はノウェがハルトに尋ねる。

「今一つ。ハルト殿どの、シオン・ジルヴァの所在はつかめておりますか？」

　シオンの名を耳にした途と端たん、イブキは顔を強こわ張ばらせた。問われたハルトの方は、白い眉まゆをピクリと動かす。

「〈鴉コローネ〉か。灰浪の報しらせによれば、アートルム附づきになったと聞く。共にテリナスへ籠もると見て、間ま違ちがいあるまい。テリナス攻めでは用心なされよ」

「やはり、そうですか」

　うなずいたノウェが、強こわい顎あご髭ひげを撫でた。

「三年の雌し伏ふくを経て〈鴉コローネ〉が羽ばたくか。さぞや我らのことを、仇かたきと恨うらんでいような」

　そう詠えい嘆たんするノウェに対し、イブキは唇をねじ曲げる。

「確かノウェ殿は、亡なきアドウ元げん帥すいの引きで将軍に登ったのだったな。いかに大逆の一族とはいえ、恩人の息子と刃やいばを交えるのは気が進まぬか」

「下らぬ勘かんぐりは止よせ。グラニヤの将として、戦いくさに私情は挟はさまぬ」

「……気が進まぬのなら、シオン・ジルヴァを俺に譲ゆずれ」

　イブキの表情が一変した。皮肉げな笑えみが剝はがれ落ち、その下から深刻な憎ぞう悪おの念が浮うかび上がる。

「やつが我らを仇と狙ねらうのならば、俺にとってもやつは仇だ」

　三年前、金色騎士団の一員だったイブキの弟はジルヴァ家討とう伐ばつに加わり、シオン・ジルヴァに斬きられたのだ。

　腰こしに下げた長ちよう剣けんを、イブキは見やる。あの日以来、肌はだ身み離はなさず持ち歩いている、弟の形見だった。

「この剣でやつの首を刎はねねば、収まりはつかぬ」




　そのほぼ同時刻、東部を遥はるか離れたグラニヤの帝都ゼノンにおいても、一つの決断が下されようとしていた。

　帝都の北にそびえる帝宮・天てん昂こう宮きゆう。広大なその庭園を巡めぐる小道を、三人の騎士が歩いている。それぞれ身につけている黒一色の騎士服は、グラニヤ十二騎士団筆頭たる黒天騎士団のものだ。

　先頭に立つ颯さつ爽そうたる長身の美び丈じよう夫ふは、黒天騎士団長たる〈獅子レオーン〉ことクヨウ・スラン。肩かたのマントの留め金で、精せい緻ちな獅し子しの刻印が煌きらめいている。

　後に続く二人は、騎士服の覆ふく面めんで顔を隠かくしていた。

「二人とも、ここで待つように」

　庭園の片かた隅すみにひっそりと建つあずま屋の前で、クヨウはそう告げた。無言でうなずいて二人が足を止めた後、クヨウはあずま屋の扉とびらを叩たたく。

「失礼いたします」

「おう、クヨウか。待っておったぞ。とっとと入れい」

　その言葉に従う。

　あずま屋でクヨウを待っていたのは、長なが椅い子すに腰こし掛かけた小こ柄がらな中年の男だった。貧ひん相そうな体格とは裏腹に、脂あぶらぎった赤ら顔には異様なまでの精気が満ちている。

　異相の小男の前に、クヨウは恭うやうやしく膝ひざをつく。

「久方ぶりに御ぎよ意いを得ます、陛下。黒天騎士団長クヨウ・スラン、東部より一時帰国いたしました」

　グラニヤ帝国皇こう帝ていカイオン３世、それが小男の名だった。

「てっきり、元老院に報告の場を設けていただけると思っていたのですが」

「なんだ貴様、元老のジジイどもから枝葉末節の言葉責めをされたかったのか？　変わってるな」

　煎いった豆をボリボリ齧かじりながら、皇帝は言った。

「いえ、決してそのようなことは」

「なら構うまい。余一人に告げれば十分だ」

　そのまま顎あごをしゃくって向かいの席を指し示した。一礼したクヨウは、それに従って腰を下ろす。

「さて、戦況を話してもらおうか」

「それにつきましては、まず先日にお送りいたしました報告書の──」

「そんな細かな数字合わせは、それこそジジイどもに任せておけ。当たりだ。お前がどう当たりをつけとるか、そいつを聞かせろ」

「ダール半島の制圧は、ほぼ完かん了りよういたしました。次なる行動に備えて、兵ひよう糧ろうその他の徴ちよう集しゆうも進んでおります。いささか手て荒あらになっておりますが」

「構わんよ、戦いくさだ。搾しぼり取れるだけ搾り取れ。ああ、だがやり過ぎて絞しめ殺すなよ。見せしめは、ソーズベル一つで十分だ」

「それは、無論」

　ちなみに彼らの基準において、農村一つを収しゆう奪だつにより『半数が冬を越せない』状じよう況きように追いこむことは、『やり過ぎ』にも『絞め殺す』にも当たらない。

「次の行動、と言ったな。調略にしくじったエルザイムが相手か。面めん倒どうな話だ。またぞろ三年前と同様、東部の連合軍を語らっておるそうではないか」

「裏を返せば今のうちにエルザイムを落とせば、東部連合軍は霧む散さんいたしましょう」

「ふん、物は言いようという程度の話だな。そう思おも惑わく通りにいくか？　なんでもあの国には例のアートルムとかいう小こ賢ざかしい軍師と、あとジルヴァの倅せがれが転がりこんでるそうではないか」

　そう言いながら皇帝は、ペッと豆まめ殻がらを吐はき出した。

「勝てるのか？」

「それにつきまして、お願いいたしたき儀ぎがございます──入れ」

　その言葉に従い、外に控ひかえていた黒天騎き士し二人があずま屋に姿を現した。覆面を取り、各おの々おのの素す顔がおを晒さらす。

　白一色の少女と、精せい悍かんな風ふう貌ぼうの若者。その姿に、カイオン３世の眉がピクリと動く。

「黒天の新入りだったな。だが確か、貴様は……」

「黒天騎士〈白鳥キユノクス〉ことラン・ジルヴァにございます」

「同じく〈狼リユコス〉タイガであります」

「やはり、ジルヴァの娘むすめだったか」

　鼻を鳴らすカイオン３世の前で、二人の黒天騎士は騎士の礼を取る。

「父アドウの罪にもかかわらず、黒天の一人にまでお引き立ていただいた陛下の大おお御み心こころ、決して忘れませぬ。必ずや裏切りの黒天騎士たる兄シオンの首級しるしを上げ、御ご恩おんに報むくいてご覧に入れます」

「ほう。ランとやら、中々に殊しゆ勝しような心がけではないか」

「はっ」

　うなずくランの姿を、カイオン３世は無ぶ遠えん慮りよにジロジロと見やる。短く切り揃そろえた白い髪かみ、白はく皙せきの端たん整せいな顔、控えめな胸むな元もと、すらりとした肢し体たい──舐なめ回すように下がっていった皇帝の目線が、ふと華きや奢しやな腰こし回まわりで止まった。

「おいクヨウ」

「何でありましょう」

「貴様、悪あく趣しゆ味みだな」

　主君の不ぶ躾しつけな一言に、クヨウは無言の微び笑しようで答えた。

「まあよい。ラン・ジルヴァ、貴様が見事に兄を討うち果たしたあかつきには、ジルヴァ家の再興を認めよう」

「それは──」

「ま、真まことでありましょうか!?」

　カイオン３世の言葉に食いついたのは、ランよりもむしろタイガの方だった。血相を変えて身を乗り出した姿を、皇帝は辟へき易えきと見やる。

「何だ、この暑苦しいのもジルヴァの身内だったのか？」

「ジルヴァ家累るい代だいの郎ろう党とうであったものを、私の弟で子しとして譲り受けました。今では我が業わざと共に〈狼リユコス〉の称しよう号ごうを伝えております」

「何やら事情がありそうだな。まあよい。余はホラは吹ふいても噓うそはつかん。元々憎にくくて絶やした家ではなし、これからのことは全すべて貴様らの働き次し第だいだ。励はげめよ」

「御ぎよ意い」

　かしこまったクヨウが、タイガの方を振ふり向く。

「申し遅おくれましたが、陛下に一つ東部の手て土産みやげを持参しました。タイガ、あれを」

「は」

　タイガが背負っていた包みを受け取り、クヨウはカイオン３世に恭しく差し出す。

「これは、絵か？」

「は。東部で買い求めた、ローゼリア王女の絵姿でございます」

「おう、エルザイムの姫ひめか。話によるとたいそうな美形らしいが──」

　だらしなく表情を崩くずしたカイオン３世は、包みをほどく。だがその下の中身を目にした途端、たちまち顔をしかめた。

「クヨウ、貴様は余を馬ば鹿かにしておるのか」

「決してそのようなことは。いかがなさいました？」

「この絵よ。こんな美形がこの世におるか。画家がエルザイムからいくらもらったかは知らぬが、盛り過ぎだ」

　絵の中で楚そ々そと微笑ほほええむ王女を見ながら、カイオン３世は絵の出来具合ではなく、画家の性しよう根ねを扱こき下ろす。だがクヨウの笑みは、毛筋ほども揺ゆるがない。

「たしかにこの絵は、ローゼリア王女の姿を正確に写し取ったものとは言えませぬ。だがそれは画家の不誠実ではなく、能力の欠けつ如じよによるものかと」

「どういう意味だ？　まどろっこしい物言いは止せ」

「実際のローゼリア王女はこの絵よりも美しい、そう申しているのです」

「何ぃ？」

　クヨウの言葉にカイオン３世は、矯ためつ眇すがめつ絵を見やる。

「まさか──だが貴様がこのような冗じよう談だんを言うはずもなし──いや、しかし──」

　そうブツブツつぶやいた皇帝が、不意に破顔した。

「面おも白しろいな。エルザイムを落とした後にはこのローゼリアとかいう姫を、余の前まで連れてこい」

「かしこまりました」

「傷一つ付けるでないぞ。貴様の言が真か否いなか、余自身の目で見定めてやろう」

　再び絵の世界に戻もどった皇帝は、クヨウたちに向かってヒラヒラと手を振る。

「話は終わったか？　なら下がってよろしい」

「御意」

　三人の黒天騎士は、そろって一礼した。




　あずま屋を辞すなり、タイガは深々と息をついた。

「皇帝陛下より直じかに御お言葉を賜たまわったのは初めてですが、何というか──そう、大変な御お方かたですな」

　困こん惑わくしつつ言葉を選ぶ弟子の姿に、クヨウは薄うすく笑う。

「当たり前だ。本来ならば帝てい位いなど望むべくもない傍ぼう流りゆう帝族の出から、至尊の座を手にしたお人だぞ」

　カイオン３世の即そく位いは、今より二四年前、大陸暦れき一三一〇年のことである。先々帝オルドス２世の崩ほう御ぎよに端たんを発はつする陰いん謀ぼうと暗殺の応おう酬しゆうの果て、帝族嫡ちやく流りゆうの血筋がほとんど絶えた結果だった。

　当時の宮きゆう廷ていを牛ぎゆう耳じっていた奸かん臣しんたちは、自分たちの傀かい儡らい・お飾かざりとして傍流帝族の貧相な若者を擁よう立りつしたのだ。だが即位直後、新帝は即そく座ざに彼らを粛しゆく清せいし、帝てい冠かんの権けん威いと権力を守り抜ぬいてみせる。

　電光石火の早はや業わざは、今でも政治芸術の粋すいとして語り種ぐさになっていた。

　余談だが、その際に皇帝の側近として断罪の刃やいばを振るったのが、若き日のアドウ・ジルヴァ──シオンとランの父である。

「偉い大だいなる俗ぞく物ぶつだよ、あの方は。あれほどに御自身の生を楽しみ愛しておられる人を、私は他ほかに知らない」

「師よ、滅めつ多たなことを仰おつしやいますな。どこに耳があるともしれませんぞ」

「この程度の言を咎とがめる方ではないさ。度量が違ちがう」

　狼狽うろたえるタイガの姿に、クヨウはそう言った。と、そこでランが静かに口を挟はさむ。

「陛下より、言げん質ちはいただきました。あにさまのことは──」

「もちろん、全てを任せる。タイガ、お前はランを補ほ佐さするように。〈鴉コローネ〉は、手て強ごわい相手だぞ」

「ありがとうございます、クヨウ様」

「必ずや」

　うなずいたクヨウは、黒一色のマントを鮮あざやかに翻ひるがえした。

「戻るぞ、東部の戦場へ」










　　　第二章　城じよう塞さい都市テリナス







　　　　　　　１




　軍師アートルム卿きようの指揮の下もと、テリナスへの援えん軍ぐん二〇〇〇騎きが王都アクベを発たったのは、それより三日後のことだった。

「あなた方の武運を祈いのっております」

　星せい霊れい宮きゆうの東門を守るように建てられた剣けん十字騎士団本営、その馬場でローゼリアは、戦地に向かう騎士たちを閲えつ兵ぺいする。

　騎士団長ブレスト将軍らを従え、貴き賓ひん席に凜りんと立つ王女の姿は、実に見事なものだった。

「忠勇なるエルザイムの将兵の上に、六ろく神しんの加護があらんことを」

「勿もつ体たいなき御言葉」

　馬上のアートルム卿が、騎士の礼を取る。

　その背後で整然と隊列を組む騎士たちもまた、一いつ斉せいに黒衣の軍師へと倣ならう。その中には当然、セレインやザカリアの姿もあった。

「吉きつ報ぽうをお待ちあれ、王女殿でん下か」

「期待しておりますよ」

　馬首を回めぐらせたアートルム卿に続き、二〇〇〇の騎士が一糸乱れず動き出す。

　星霊宮の東門を発った隊列は、民人の歓かん呼この声を浴びつつ都みやこ大おお路じを練り歩き、アクベを巡る城じよう壁へきの北大門をくぐる。そこで市街に待機していた兵士や荷に駄だと合流し、街かい道どうを北へと向かった。




　二〇〇〇騎の軍勢ともなれば、騎士以外の兵や陣じん夫ぷを加えた総数は、一万近い。

　長々と延びた隊列の中なか頃ごろを、一台の馬車が進んでいた。エルザイム王家の紋もん章しようが描えがかれた、長旅用の儀ぎ装そう馬車である。

　黒く塗ぬられた優美な車体は、金銀の象ぞう嵌がんで豪ごう奢しやに飾り立てられており、行軍の情景からはどうにも浮ういていた。

「これ、悪目立ちしていませんの？」

　馬車の座席にちょこんと腰こしかけたルルが、落ち着かない様子でそう言った。彼女自身もまた、陣じん中ちゆうに似合わない可か憐れんなドレス姿である。

「問題ない問題ない」

　向かいのカナンがそう断言する。

　普ふ段だん、戦せん陣じんではシオンの従者として振る舞まうカナンだが、今回はルルに侍じ女じよとして付き添そっている。服装も、侍女のお仕着せだ。

「今のルル様は摂せつ政しよう殿下の代理、つまり国王陛下の代理のそのまた代理、すなわち王に等しきお立場」

「……そ、それはさすがに言い過ぎではありませんこと？　畏おそれ多いですわ」

「とにかく、王家の威い儀ぎを正すことが肝かん要よう。不安を他人に見せてはダメ。無理に偉えらぶる必要はないけど、泰たい然ぜん自じ若じやくと振る舞うべき」

「わ、分かりましたわ」

　軽く身じろぎしたルルは、すました笑え顔がおで座り直した。さすがに伯はく爵しやく家の娘むすめなだけはあり、幼い愛らしさの中にも優美な気品が見て取れる。

「いい……ルル様、それすごくいい」

　何やら感かん極きわまった声で、カナンは主あるじを賞賛した。なぜだか、鼻息が段々と荒あらくなってきている。

「あ、あの、カナン？」

　ルルが別の意味で不安を感じ始めた時だった。

　馬車が小さく揺れるなり、ピタリとその場に停とまってしまう。

「あら、これはどうしましたの？」

「何事？」

　馬車の窓から身を乗り出したカナンが、御ぎよ者しや台だいに向かってそう言った。

「見ての通りっすよ。先がつっかえてるもんで二進につちも三進さつちも──失礼、ご覧の通りです。先がつかえておりまして、どうしようもありません」

　御者役のカロが、慌あわてて言い直した。これまたお仕着せ姿で、言葉づかいさえ目をつむれば中々様になっている。

　カロの言う通り、行軍そのものが動きを止めている。隊列のそこかしこから、訝いぶかしむ兵の声が上がった。

「では、先を確かめてくる。ルル様、失礼」

　そう告げるなり、カナンは馬車から飛び下りた。隊列の合間を縫ぬって駆かけ出し、その姿はあっという間に消える。

「いやはや、カナンさんってすごいっすね」

「ええ、本当に」

　驚おどろくカロの声に、ルルもうなずいた。




　一方、隊列の先頭では──

「これは」

　アートルム卿の傍かたわらで、セレインは息を吞のむ。

　テリナスへと向かう街道が、多くの人や馬車であふれていたのだ。

　旅の者が街道で行軍と行き合った場合、道の左右にどいて隊列を先に行かせるのがしきたりだ。だが今度ばかりは人の数が多すぎ、先行した斥せつ候こう役の騎き士しでは捌さばききれなかったのである。

「なぜ、こんなにも人が？」

「避ひ難なん民みんであろう。それもダールではなく、エルザイム国内のな」

　セレインの疑問に、アートルム卿はこともなげに答える。

「北の民たみ人びとが、戦火に巻きこまれることを恐おそれて逃のがれてきたと？」

「以前から細々と始まっていたらしいが、我らの出しゆつ征せいの噂うわさを聞きつけ、すわ今にも戦いくさが始まると早はや合が点てんしたのだろうな。間が悪い」

「なるほど」

　うなずくセレインは、疲つかれ、不安げにこちらを見る民人の様子を確かめた。ダール半島から逃れてきた避難民の姿が、彼らと重なる。

「我がエルザイムの民たみを、あのような目にあわせるわけには」

「その意気だ、セレイン殿どの──と」

　ようやく、街道が空すいたようだ。先行していた斥候役の騎士が、こちらに大きく手を振ふるのが見える。

「さて、勝利のためには、まずテリナスへと急がねばな」

「は。皆みな、出しゆつ立たつするぞ!!」

　背後を振り向いたセレインは、長く延びた隊列に向かって声を張り上げた。




　総勢一万近い軍ともなれば、とうてい一つの宿場には収まりきれない。

　そのため部将以上の主だった騎士のみが宿に泊とまり、他の者たちは街の外で野営することとなった。

「何だよこの差別待たい遇ぐうは」

　暮れなずむ野営地で、シオンは毒づいた。赤々と燃える焚たき火の周りでは、セレイン隊の騎士たちが車座になっている。

「お前はアートルム卿附づきなんだし、屋根の下で眠ねむれたんじゃないのか？」

　隣となりのザカリアがそう尋たずねるが、シオンは大おお仰ぎように顔をしかめた。

「それがあのオッサン姿をくらませちまってさ。上役がいないのにお附きだけノコノコ宿に泊まるってのもアレだし」

　そう口だけで慨がい嘆たんしながら、シオンは夕食の準備を調ととのえた。

　大おお鍋なべを火にかけて湯を沸わかし、燻くん製せい肉だの干し野菜だの芋いもだのを放ほうりこんでスープに仕立てる。一ひと煮に立たちさせて味を確かく認にん。

「うん、できた」

　湯気の立つ熱々のスープを、シオンは手早く皆に取り分けていく。

　一口すすったザカリアが、目を丸くした。

「これ、いけるな」

「だろう」

　最後に自分の器うつわにスープを取り、シオンが笑った。

「後だな、こうやってパンを浸ひたしながら食っても旨うまいんだ。保存用に堅かたく焼き締しめたパンだってこうすれば柔やわらかく食べられるし、スープにもパンの塩気が染しみだして味が一段と上がる」

「なるほど」

　感心しながら、ザカリアたちはシオンの真ま似ねをしてスープを平らげる。

「スープ、まだ残ってるぞ。お代わりいるか？」

「いただくが、その前に聞きたいことがある」

　ザカリアは空になった器を地面に置くと、真しん剣けんな目でシオンを見やった。

「ダルカン閣下との大立ち回り、何があったんだ」

「またその話か。とりあえず姫ひめさんにこの話は預けてあるんで、今ここで俺があれこれ吹ふい聴ちようするわけには……」

「いや、そんなお為ためごかしはいいんだ」

　不意にザカリアが、ニタリと笑った。

「何の話だ、ザッキー？」

「とぼけるなよ。お前とセレインの仲を疑ったダルカン閣下が、『嫁よめ入いり前の娘につく虫は許さーん!!』て段だん平びらを振り回したんだろ？」

「おい」

　とんでもない濡ぬれ衣ぎぬに、シオンはたちまち半眼になる。

　だがザカリアはそんなシオンを、全く意に介かいしていない。

「実際の話どうなんだ？　お前、セレインに手を出したのか？」

「そんな恐ろしいことできるか！　あの親おや父じさんより先に、セラちゃんに叩たたき斬きられてしまうわ！」

「何だ違ちがうのか、つまらん」

　舌打ちしたザカリアだが、すぐに話を蒸むし返す。

「それで結局、お前は誰だれが本命なんだ？　セレインか？　ルル嬢じようか？　あのカナンって従者か？　まさかローゼリア殿下ということは──」

「おいザッキー、酒を飲まずに酔よっぱらってんじゃねえよ。もういい。俺は眠いからもう寝ねる。お休み」

　立ち上がって天幕に向かうシオン、その服の裾すそをザカリアがつかんだ。

「まあ待て、夜はこれからだろうに」

「誤解されるようなこと言ってんじゃねえ!!」




　アートルム卿きようの率いる二〇〇〇騎きの援えん軍ぐんがテリナスに到とう着ちやくしたのは、アクベを発たってより五日目の夕刻だった。予定より、半日遅おくれの旅程である。

「やれやれ、ようやく屋根のあるところで眠れる」

「苦労をかけたな」

　テリナスの城じよう壁へきを前に馬上で嘆たん息そくするザカリアを、セレインは労ねぎらった。部将として夜ごと宿に泊まっていた彼女としては、常に野営だったザカリアたち平騎士に対して、多少の引け目を感じてしまう。

「とはいえ、テリナスの民人の前で無様を晒さらすなよ」

　そう釘くぎを刺さすことは忘れないが。

「分かっている」

　馬上でザカリアは背を伸のばし、表情を引き締める。

　そのまま隊列はアートルム卿を先頭に、テリナスの南の門をくぐった。




「来たぞ、王都からの援軍だ！」

　テリナスの民人があげる歓かん声せいに、馬ば蹄ていや軍ぐん靴かの響ひびき。それらがないまぜになって、雑然と響きわたる。

　その音は、市街の反対にある北門まで届いていた。

「何の、音なのでしょうか？」

　ちょうど北からテリナスにたどり着いた、薄うす汚よごれた旅姿の男女二人連れ。深々と下ろしたマントのフードの下から、か細い女の声が漏もれた。

「ああ、王都アクベからの援軍だよ。あの仮面の軍師アートルム卿の率いる二〇〇〇騎の軍が到着したんだ」

　門番の兵士が、気さくな声をかける。

「あんたらもダール半島の避難民だね。夫婦者かい？──ああ、やっぱりね──じゃあ名前をここに、あと顔を見せて」

　門番の指示に従い、二人はマントのフードを脱ぬぐ。旅の汚よごれに塗まみれ、疲れ果てた中年の男女の顔が露あらわになった。

　その哀あわれをもよおす様に、門番はいたく同情する。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ、この街にいれば安全だ。グラニヤ軍が来ても、きっと撃げき退たいしてみせる」

「そう、グラニヤが来ても、大丈夫……」

　うつむいたまま、女は小さくつぶやく。

　その口元に浮うかぶ危険な笑えみに、門番は気づかなかった。




　　　　　　　２




「よく来てくれた、軍師殿」

　テリナスのほぼ中央にある政庁でアートルム卿を出で迎むかえたのは、城将のランゼイ・ベクナム将軍だった。

「王都より預かりし二〇〇〇騎を、お引き渡わたしいたす。存分に采さい配はいを振るわれよ」

「承うけたまわった」

　ランゼイ将軍は、今年で四一歳。剣けん十じゆう字じ騎士団副団長の一人なのだが、甲かつ冑ちゆうよりも文ぶん吏りの官服が似合いそうな、温和な風ふう貌ぼうの持ち主である。

「グラニヤの動きは、如何いかん？」

「大人しいものだ。先日までは斥候の姿が頻ひん繁ぱんに見えたが、ここしばらくは途と絶だえている。かえって不気味でならん」

　ランゼイ将軍の答えに、アートルム卿はやはりとうなずく。

「津つ波なみの前に、海の水が引くのと同じ理り屈くつでしょうな」

「遠からぬうち、一いつ気き呵か成せいに押し寄せてくると？　で、あろうな」

「おそらく第だい一いち陣じんは、青せい嵐らん騎き士し団の一万騎。団長のノウェ将軍は、攻こう守しゆ共に優すぐれた城じよう塞さい戦の名手ゆえ」

「こちらの手持ちは援軍を合わせて三〇〇〇騎と、テリナスの城壁か。守りに徹てつすれば、五分の勝負はできると思いたいが──」

「失礼いたします、ランゼイ閣下」

　部屋にランゼイ将軍の副官が駆かけこんできた。

「摂せつ政しよう殿でん下かの名みよう代だいとしてお越こしになったルル・セーファ・ナグザレア様が、閣下との面談を望んでおられます」

「何？　分かった、すぐにお通しせよ」

「はっ」

　副官が部屋を出た後、ランゼイ将軍は意外そうな表情で首を傾かしげる。

「驚おどろいたな。長旅を終えた貴人の女性だ。やれ湯ゆ浴あみだの、着き替がえだの、髪かみ結ゆいだので、お会いするまで半日は潰つぶれると思っていたのだが」

「ルル嬢は、まことに実際的な令れい嬢じようでありますれば」

「ふーむ」

　どうやら顔を合わせる前から、ランゼイ将軍はルルに好感を持ったようだった。

「王都ゼノンより摂政ローゼリア殿下の名代として罷まかり越しました、ルル・セーファ・ナグザレアと申しますの。お初にお目に掛かかります、ランゼイ閣下」

「これはこれは。丁重な挨あい拶さつ、痛み入りまする」

　可か憐れんなドレス姿で貴婦人の礼を取るルルを見て、将軍は目を細める。

「ルル殿どのがお越しになったのは、この街で預るダールよりの避ひ難なん民みんを慰い撫ぶするためだそうですな」

「ええ、そうですの。まずは将軍閣下に、お話を伺うかがおうと思いまして」

「ですが私も、ここテリナスに赴おもむいてからまだ日も浅いのでしてな。そういった諸もろ々もろは、以前より街を治めておりました代官に任せております故ゆえ──」

　少し考えていたランゼイ将軍だが、答えを出すのは早かった。

「まあ、百聞は一見に如しかずなどと申します。案内の者をつけますので、明あ日すにでも御ご自分の目で確かめられるのが一番かと」

「明日、ですの」

　可愛かわいらしく小首を傾げたルルが、ランゼイに尋ねる。

「今日では、いけませんの？」

「今日、ですか？」

　目を丸くしたランゼイが、オウム返しに尋たずね返す。ルルは、満面の笑みでうなずいた。

「はい。今からですわ」

「それは──」

　戸と惑まどっていたランゼイが、不意に破顔する。

「承りました。急ぎ手配します故、しばしお待ちあれ」

　そのまま足早に部屋を出ようとし、その直前でアートルム卿の方を振ふり向いた。

「なるほど、確かに卿の言った通りだ。真まことに実際的なお方ですな」




　ルルの案内役として紹しよう介かいされたのは、代官の書記官を務めているという、三〇手前の文官だった。

「ヴェス・ブランスと申します。お見知りおきを」

　瘦やせた神経質そうな男だ。まだ若いのに、額の生はえ際ぎわがかなり後退している。

（かわいそうだな）

　心底からシオンは同情した。とはいえさすがに口には出さない。

　今日の視察には、シオンがカナンの代わりとしてルルに付き従う。カナンはアートルム卿として、政庁に残る手て筈はずだった。

「よろしくお願いしますわ、ヴェス様」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でルルが一礼した。ヴェス書記官は気け圧おされたように、何やら口の中でモゴモゴつぶやいている。

　シオンがわざとらしく咳せき払ばらいすると、ようやくハッと我に返った。

「し、失礼しました。では、ご案内いたします」

　政庁の玄げん関かん前で、儀ぎ装そう馬車に乗る。乗員はシオンとルルの兄妹きようだいに、ヴェス書記官の三人だ。動き始めた馬車の周囲を、ランゼイ将軍の付けてくれた護衛の騎士たちが囲む。

「このテリナスは、街中にも市し壁へきがありましてな」

　馬車の窓の外を指し示しながら、ヴェスが話を切り出した。

「大まかな区画ごとに内ない壁へきで囲まれ、それぞれ門を構えています」

「確か、古い東部の都市様式ですわよね。アクベにも跡あとが残っておりますの」

「今じゃもう、すっかり廃すたれたって聞いてたけど」

「よくご存じですな。確かにアクベを始め、エルザイムのほとんどの街で内壁は撤てつ去きよされています。だがどういうわけか、テリナスではまだ残っていまして」

　論より証しよう拠こ、というべきか。馬車がちょうど内壁の門をくぐる。特に門番などは立てられておらず、開きっぱなしのままだ。

「ダールからのお客人には、外周の区画一つを貸し与あたえております」

　秘書官の話によると、テリナスの住民にもグラニヤの侵しん攻こうに不安を覚えるものが多いのだという。そのため縁えん故こを頼たよって街をでる民たみ人びとが相当数いて、中には住人の大半がいなくなった区画まで出たのだとか。

「向こうさんも城壁の中の方が安心できるでしょうし、こちらも街の外に散らばってるよりも区画の中にまとまってくれている方が扱あつかいやすい。と、つきましたよ」

　区画を仕切る内壁の前で、馬車が停とまった。この内壁の門は他と違ちがい、固く閉とざされている上に門番が立りつ哨しようしている。

「開けてくれ」

　ヴェスの指示に従い、古ぼけた門もん扉ぴが軋きしみながら開く。馬車と護衛の騎士たちは、ゆっくりと門をくぐった。

「ここに、ダールの方たちがいるんですの？」

「ええ、そうです」

　街並み自体は、周囲と変わっていなかった。だが、街路にはほとんど人ひと気けがない。

　ただ建ち並ぶ家々の窓から、じっとこちらをうかがう目はいくつもある。

「ご覧の通り住人のいない家屋を貸し与え、食料も提供しています」

「活気がないなあ」

「故郷を捨てて流れ着いた異国で、元気を出せと言われても難しいでしょう」

「そりゃそうだ」

　シオンたちがそんなやり取りを交かわす一方で、ルルはじっと窓から避難民の様子を観察していた。

　と、道の先に古びた寺院が見える。

「あの寺に住み着いている坊ぼう様が、避難民の世話役でしてな。まずはその者に会っていただこうと思います。割りと新顔なのですが、うまく皆みなをまとめておりまして」

「へえ」

　何となくだが、シオンにはそのまとめ役の僧そう侶りよとやらに心当たりがあった。

　寺院の前で、儀装馬車が停まった。まずはヴェス書記官、続いてシオンの順に馬車から下りる。

「じゃあ、ルル……」

　義ぎ妹まいをエスコートしようと振り向いたシオンは、とんでもないものを見た。

「ちょっとお待ちくださいませ、お兄様」

　何とルルは、着ていたドレスを思い切りよく脱いでいる真っ最中だったのだ。眩まぶしいほど白く、未成熟な下着姿が露わになる──直前、シオンは全力で馬車の扉とびらを閉める。

「その、シオン殿。失礼ながら妹様にはそのような趣しゆ味みがおありなのでしょうか？」

「ねえよ！」

　突とつ然ぜんの騒さわぎに、護衛の騎士たちも困こん惑わくしている。と、それを聞きつけたのか、寺院の中から大おお柄がらな僧侶がぬっと出てきた。

「お越しになりましたか──おや、あなた様は」

「やっぱりまとめ役ってのは、あんただったのか」

　ミノレス村の武ぶ僧そうカレシン。予想通りの顔に、シオンは小さく笑う。

「本日、アクベより王女殿下の名代が我らのお見み舞まいにお越しになるとうかがっていたのですが、まさかシオン殿が？」

「いや、俺じゃなくて妹がだな……」

　説明に困ったシオンが、言葉を濁にごした時だった。

「お待たせいたしましたの！」

　馬車の扉が、勢いよく開かれる。

　そこから地面に飛び下りたルルは、ドレスから平服に着替えていた。それも以前、ラグール城に立て籠こもっていた時にしていた、動きやすい活発な格好である。

「ル、ルル様、困ります！　あなた様は摂政殿下の名代なのですよ!?　そのような格好では、威い儀ぎというものが──」

「聞いて下さいませ、ヴェス様。先ほどから避難民の方々の様子を拝見しまして、ルルにもようやく分かりましたの」

「な、何がです？」

　無む闇やみ矢や鱈たらと自信ありげなルルの姿に、書記官は困惑していた。

「ローゼリア様はきっと、困っている皆みな様さま方の手助けをするためルルをお遣つかわしになられたのですわ。それなのにあんなゾロゾロした格好では、何も出来ないではありませんか」

「あー、そうきたか」

　そうつぶやきながらシオンは、先ほど自分がアートルム卿きようとして口にした言葉を思い出した。『ルル嬢じようは実際的』──いやはや、まったくもってその通りだ。

　騒ぎを聞きつけたのか、寺院や周囲の家から、避難民たちが恐おそる恐る出てきた。そんな中でカレシンだけは、愉ゆ快かいそうに笑っている。

「ほうほう。ルル様、と仰おつしやいましたな。拙せつ僧そうは皆の世話をしておりまする、カレシンと申す者です」

「カレシン師、ですのね。どうぞよしなにお願いしますわ」

「困こん窮きゆうしておる我らの手助けをなさって下さるそうですが、具体的には何を？」

「そうですわね……」

　小さくつぶやきながらルルは、空を見上げた。そろそろ太陽が、西の空へと傾かたむきかける刻限である。

　何となくシオンは、ルルが何を言い出すのか分かった。

「少し早いですが、美お味いしいお料理を作りますの」

　予感的中。

　堂々とそう宣言したルルは、周囲の避難民を見回す。

「とはいえ、ルル一人では手に余りますわ。誰だれか、お手伝いしてくれる方はおりませんの？」

　ルルの呼びかけに避難民たちは、互たがいの顔を見やる。やがてカレシンのすぐ後ろから、おずおずと一本の手が上がった。

「あ、あの、料理なら……」

　ルルと同年代の少女だった。シオンも顔を覚えている。グラニヤに殺されたというミノレス村の村長の娘むすめだ。

「まあ、ありがとうございます」

　ずいっと踏ふみ出したルルは、少女の両手を握にぎる。

「お名前は、何と仰いますの？」

「キ、キリエ、です」

「キリエさん、ですのね。では一いつ緒しよに、おいしいご飯を作りましょう」

　満面の笑えみでルルから迫せまられたキリエは、目を白黒させながらうなずいた。

「…………はい」




　夕暮れの空に、温かな湯気が立ち上る。

　寺院の庭では即そく席せきのかまどが作られ、大おお鍋なべが火にかけられている。その前には避ひ難なん民みんたちが列をなし、熱々のスープを配られていた。

「スープは全員分を用意しておりますので、慌あわてずに並んで下さいませ」

　鍋のすぐ側そばに立つルルは、手にしたお玉を指し揮き杖じようのように振りかざしながら、声を張り上げている。

「いやはや、大したものですなあ」

　それを遠目に見ながら、カレシンはしきりに感心していた。

「食材の調達に用具の手配、調理の目配りまで切り盛りしておられた。とてもキリエと同い年の子供とは思えませぬ」

「ま、経験があるからな」

　ラグール城でのルルの活かつ躍やくを思い出しながら、シオンは言った。

「そればかりではありませぬ。ルル様には、こう、人の心を明るくさせる何かが備わっておりますなあ。人徳、というものやもしれませぬ」

「あまり本人の前では、持ち上げないでくれよ。あいつ、恥はずかしがりなくせして調子に乗りやすいんだ」

　そんなやり取りをしているうちに、行列はほとんど消えかかっている。

「じゃあ、そろそろ俺たちも並ぶか」

「そうですな、残り物にも何とやら、と申しますし」

　シオンとカレシンが、歩き出そうとしたした時だった。

「お坊様、それにお兄様。お二人の分を持って参りましたの」

　スープ皿の載のったお盆ぼんを手に、笑顔のルルがこちらに向かっていた。ルルを手伝っていたキリエとその祖母だという老ろう婆ば、それに書記官のヴェスも一緒である。

「お、ありがとなルル」

「では、皆でいただきますかな」

　六人で車座になり、それぞれのスープをすする。

「うー、こんな美味しいもの久しぶり」

「最近ずっと、豆のお粥かゆばかりだったからねえ」

　感激するキリエと祖母の前で、ヴェスは恐きよう縮しゆくして見せる。

「申し訳ありません。なにぶん戦いくさに備えた蓄たくわえも必要ですので、どうしてもそちらへの配給は……」

「ああ、いや、決して文句を言ってるわけではありませぬぞ。勘かん違ちがいなされぬよう。グラニヤの恐ろしさは、我らも身に染しみております故ゆえ」

　慌てて口を挟はさんだカレシンが、おどけたように笑って見せる。

「そもそもタダ飯を食わせてもらっている立場ですしなあ。ははははは」

　できの悪い冗じよう談だんだった。それを聞いたルルが表情をあらためる。

「そのことですが、皆様方に陣じん夫ぷとしてエルザイム軍に加わっていただくことはできませんでしょうか？　無論、給金や報ほう酬しゆうはお支し払はらいいたしますわ」

「ほう」

　それを聞いたカレシンも、居住まいを正す。

「我らは氏うじ素す性じようも定さだかでない避難民ですぞ。それを下働きとはいえ、軍に加えると？」

「はい」

「ついでに言うと、これは仮面のオッサンの意向でもある。副官の俺が、保障するよ」

「ふーむ」

　ぬけぬけとシオンが言うと、カレシンは腕うでを組んで考えこんだ。

　ややあって、スープの椀わんをじっと見つめながら、しみじみとつぶやく。

「この料理が前金代わりですと、断るわけにはいきませぬなあ」

「そ、そのようなつもりではありませんわ！」

　慌てるルルに、周囲はドッと笑った。




　ダルカンは、自室の縁えん側がわに座りこんでいた。目の前のこぢんまりとした庭を、飽あきることなく眺ながめる。

　家に戻もどってから半月ほどになるが、常にダルカンはこの調子だった。シオンとの大立ち回りだけが、唯ゆい一いつの例外である。帰宅を知ったかつての同どう輩はいや部下が訪ねてきたが、全すべて会わずに追い返した。

　ただ、その日は違ちがった。

「お前さん、サイラス様が見えられたよ」

「そうか」

　妻のアレイの言葉に、ダルカンはゆっくりと振ふり返った。

「通してくれ」

「あいよ」

　それほど待つことなく、無ぶ遠えん慮りよな足音が近づいてくる。

「よう。元気そうだな、くたばり損ぞこない」

　半白の髪かみに、ギョロリとした三白眼と無ぶ精しよう髭ひげ。エルザイムの新たな宰さい相しようたる、サイラス・セーファ・ナグザレア伯はく爵しやくその人である。

　三年ぶりに会った昔むかし馴な染じみで腐くされ縁えんの悪友を、ダルカンはにらんだ。

「位くらい人じん臣しんを極きわめて少しは落ち着いたかと思いきや、全く変わっておらぬな貴様」

「出世程度で変わってたまるものかよ」

　そう言いながらサイラスは勝手にダルカンの部屋を漁あさり、杯さかずきを二つ見つけ出した。手にした火酒の瓶びんは、持参した手て土産みやげである。

「飲むかい？」

「ふん」

　鼻を鳴らしたダルカンは、注つがれた酒しゆ杯はいを一息で呷あおる。火がつくような強きよう烈れつな酒精が、カッと臓ぞう腑ふを焼いた。

「相変わらずの飲みっぷりだな」

　ニヤニヤ笑ったサイラスの方は、チビチビと舐なめるように火酒を味わう。

「参ったよ。久々に家に帰ったってのに、倅せがれも娘もまとめて留守にしてやがる。お父さん、ちょっと寂さびしいぞ」

「……倅、か」

　愚ぐ痴ちに混ぜつつ無造作に本題を晒さらしたサイラスに、ダルカンは低く唸うなった。

「あやつの素性、まさか知らなかったとは言わせんぞ」

「シオンのやつがグラニヤの黒こく天てん騎き士しで、お前の右みぎ腕うでの仇かたきってことか？　もちろん知ってるよ」

「それを知っていて、なぜ──」

「いいから黙だまって聞け。お前が山に籠こもってる間も、世の中は動いてたんだ」

　それを枕まくらにサイラスは、三年前に起きたグラニヤ帝てい国こくの政変を語り出した。

　ジルヴァの獄ごく。

　和平を唱えた帝国元げん帥すいアドウ・ジルヴァの粛しゆく清せいと、一族の討とう滅めつ。惨さん禍かの中でただ一人逃にげ延びた、嫡ちやく男なんのシオン・ジルヴァ。祖国への復ふく讐しゆうの誓ちかいと、エルザイムへの漂ひよう着ちやく。

　ダルカンは酒を傾けながら、無言で聞き入る。

「まだ二〇はたちにもならんガキが家族を皆みな殺ごろしにされ、その仇を討うとうってんだ。お前の腹立ちも分かるがよ、ここはグッとこらえて、手助けしてやろうってのが人情ってもんじゃないか？　なあ？」

　そう熱弁を締しめくくったサイラスを、ダルカンは白けたように見やった。

「何だよ、その目は？」

「貴様、まだ儂わしに何か隠かくし事しとるな？」

「……相変わらず、勘かんのいい野や郎ろうだ」

　言い当てられたサイラスは、忌いま々いましげに舌打ちする。

「儂にも言えぬのか」

「こればかりは、俺の一存じゃな。姫ひめ様の許可がいる」

「そうか。ローゼリア殿でん下かのな」

　うなずいたダルカンは、その場に立ち上がった。

「王宮に登るのか？　それなら俺も──」

「殿下の下もとに参るのではない。今さら〈鴉コローネ〉の細かな事情など、知ったところで意味などないわ」

「なら、どうするっていうんだ？」

「儂もテリナスに向かう」

　ダルカンの言葉は、明快だった。

「今のテリナスは最前線だ。まさかそこで、斬きった張ったの大おお騒さわぎを起こす気じゃないだろうな？」

　そう釘くぎを刺さすサイラスだが、ダルカンは意に介かいさない。

「もう一度、儂の眼めであのシオンという男を確かめるだけよ。斬るか斬らぬかは、その時に決める」

「止めたって、無む駄だなんだろうな」

　ため息をついたサイラスは、半白の髪を搔かきむしった。

「勝手にしな」




　シオンとルルは、テリナスの市街を二人連れ立って歩いていた。

　避難民たちの区画から、政庁へと戻る途と中ちゆうである。ルルの宿舎は、政庁のすぐ側に用意されていた。馬車や護衛の騎士を先に帰したのは、ちょっとした気まぐれである。

「暗くなるまでにはお戻りください」

　ヴェス書記官は、最後まで心配そうにしていたが。

「こうやって二人でお散歩するのは、久しぶりですわね」

「ああ、そうだな」

　ルルの笑え顔がおに、シオンはうなずいた。

　夕暮れの風が心ここ地ちよい。戦の足音が近づきつつあるのにもかかわらず、街や人々には意外なほどの活気がある。

　店を構えた商人だけではなく、路ろ傍ぼうの露ろ天てん商しようも盛さかんに呼びこみをしていた。さすがはエルザイム有数の交易都市と言うべきだろうか。

「ん？」

　ふと気づくと、ルルの姿が見当たらない。背後を振り向くと、細工物を扱あつかっている露天商の前に座りこみ、熱心に宝石細工を眺めていた。

「お嬢じようちゃん、こいつはどうだい？」

　露天商が、バラの意い匠しようの簪かんざしを示していた。花弁に見立てた小こ粒つぶなルビーに、葉と茎くきを模した銀の細工をあしらった、中々に見事な品である。

「こいつはロタール王国の宝石細工師、リュック・ナホト晩年の作品だ。はるばるポーの大河を渡わたり、南部まで足を運んで仕入れた一品だぜ。どうだいお嬢ちゃん、今なら特別に銀貨十六枚にしとくよ」

「え、本当ですの？」

　歓かん声せいを上げる妹の手から、シオンは簪をひったくった。

「お兄様？」

　驚おどろくルルを尻しり目めに、シオンはしげしげと細工をながめる。

「おいおいおっさん、こいつがリュック・ナホトの作品だって？　馬ば鹿かを言っちゃいけない。それとも何だ、リュック・ナホトが薔ば薇らの細工物には必ずトゲをつけたってこと、知らなかったのかい？」

「────」

　しまった、という顔の露天商と対照的な、実に人の悪い笑みをシオンは浮うかべた。

「ま、細工そのものは悪くないな。下手に贋がん作さくを狙ねらったのが、惜おしい出来だ。どうだ、銀貨五枚までなら出してもいいぞ」

「ああ、わかったよ。くそっ、持ってけ泥どろ棒ぼう！」

「商談成立、と」

　シオンが指で弾はじいた銀貨を、露天商は空中でつかみ取り懐ふところにしまう。

「あの、お兄様……？」

「ちょっとじっとしてろよ」

　小首をかしげるルルの前に、シオンはしゃがみこむ。妹の金の髪に、買ったばかりの簪を挿さした。

　シオンの見立て通り、よく似合っていた。露天商が古ぼけた手鏡を取り出し、ルルの姿を映し出す。

「今日は頑がん張ばったからな、そのご褒ほう美びだ」

「え、うわあぁっ──」

　しげしげと鏡をのぞきこんだルルが、歓声を上げる。満面の笑みで髪を押さえた。

「ありがとうございます、お兄様！　ルル、大事にいたしますの──ええ、大事にいたしますとも！」

「そ、そうか」

　簪一つでそこまで感動され、かえってシオンの方が照れたように頭をかく。

「さてと、さっさと宿舎に戻って一いつ杯ぱいやるか」

　場をとりつくろうように、シオンは言った。




　その情景を、遠間からじっと見つめている人ひと影かげに、シオンは気づかなかった。
















　旅姿の男女二人連れが、人ひと気けのない路地裏に佇たたずんでいた。昼前にテリナスへとたどりついた、夫ふう婦ふ者ものの避ひ難なん民みんである。

「早さつ速そく、見つけたわ」

　妻の方がそうつぶやくと、袖そで口ぐちで顔を拭ぬぐう。その瞬しゆん間かん、彼女の容よう貌ぼうは一変していた。

　くたびれた中年女の変装が一いつ瞬しゆんで剝はがれ落ちて、その下から若々しい白面の美び貌ぼうが露あらわになる。

「幸さい先さきがいいわね」

「仕し掛かけますか？」

　そう尋たずねる男もまた、精せい悍かんな青年の素す顔がおに戻もどっていた。

「まだ早いわ。相応ふさわしい機を待ちましょう」

　青年の問いに、連れの娘むすめはそっけなく答えた。その目はシオンと、そして彼に抱だきつくルルの姿を捉とらえている。

「エルザイムの新たな宰相、ナグザレア伯はくの御ご息女と見受けました。あの方がナグザレア家に養子として迎むかえられたとの報告、真まことのようですな」

「みたいね。ふーん、ちゃんと家族やってるんだ」

　雑ざつ踏とうの中でそうつぶやきながら、娘はマントのフードを深々と下ろす。その下で笑みの形に歪ゆがんだ口元から、痛つう烈れつな一言がこぼれ落ちた。

「……死ねばいいのに」




　　　　　　　３




　ソーズベルを発したグラニヤ軍がテリナスに迫せまったのは、アートルム卿きようら援えん軍ぐんの到とう着ちやくから一〇日後のことだった。

　青い鎧よろいの軍勢が、街かい道どうを埋うずめている。

　グラニヤの一二弁旗を高々と掲かかげた騎士たちの後に、槍やりや弓を携たずさえた徒歩の兵士、そして輜し重ちようの荷馬車や荷に駄だが続く。

　総勢、およそ五万。長々と延びた隊列の端はしは、いまだ地平の向こう側だ。

「ふ、ふん、数だけ揃そろえやがって」

　小高い丘おかの上からその情景を見下ろし、ザカリアは言った。馬から下りた腹はら這ばいの姿勢で、グラニヤ青嵐騎士団の監かん視しを続ける。

　虚きよ勢せいを張ったその声は、隠しようもないほど震ふるえていたが。

「先頭の動きが止まったな」

　それに気づかないフリをしながら、セレインは言った。彼女とザカリアの二人は、テリナスに迫る青嵐騎士団への物見に出たのである。

「野営にしては早くないか？　まだ昼過ぎだぞ」

「今日は早めに兵を休ませ、明あ日すのテリナス到着に備えるつもりなのだろう」

　セレインとザカリアがテリナスを発たったのは、今朝方のことだ。馬を飛ばせば半日足らずの距きよ離りでも、鈍どん重じゆうな歩兵や輜重をつれていては丸一日はかかるだろう。

「おそらく明日はテリナスの間近に陣じんを敷しき、明後日から攻こう囲いに移るつもりなのだろう」

「なるほど。お、あの偉えらそうなのが敵将か」

　うなずいたザカリアが、話題を変えた。

「惜しいな。もう少し近づいてくれれば、俺の弓で狙えたものを」

「何を馬鹿なことを」

　セレインが呆あきれていると、敵てき陣じんに動きがあった。

　件くだんの敵将らしい騎き士しが、こちらを指差して周囲に何か言っていた。たちまち、数人の騎士が馬に跨またがる。

「やばい、ばれたぞ」

　セレインとザカリアも、慌あわてて馬に飛び乗る。そのままテリナスを目指し駆かけ出した。

「見ろ！　お前が馬鹿なことを言ったから見つかったではないか！　この大おお馬ば鹿か者もの!!」

「俺か!?　俺のせいなのか!?」




　丘の上から慌てて駆け去るセレインたちの姿は、グラニヤ軍からもよく見えた。

「やれやれ、逃にげ足の速いことだ」

　青嵐騎士団長のノウェ将軍は、むしろ感心したようにそうつぶやく。

「追っ手をかけますか？」

「放ほうっておけ。これだけの大軍の動き、どうせ隠かくし通せん。一々かかずらうな。明日明後日には、嫌いやでも顔を合わす相手だ」

　勢いこむ新任の副官を、面めん倒どうそうにたしなめる。

「それに、向こうにはあのアートルムがいるのだ。逃げると見せかけて、伏ふく兵へいを仕し込こむくらいのことはやりかねん」

「は」

　周囲では、野営の支し度たくが滞とどこおりなく進んでいる。真っ先に立てられた本ほん陣じんの大天幕に、ノウェは入った。

　従うのは、副官一人だけだ。他ほかの幕ばく僚りようや部将は、野営地の設営や周辺の物見に当たっており、まだ集まってはいない。

「〈白鳥キユノクス〉殿どのか〈狼リユコス〉殿からの報しらせはまだかな？」

　出しゆつ陣じんの際にノウェはクヨウより、配下の黒天騎士をテリナスの街に潜せん入にゆうさせたことを知らされていた。あらためてそれを確かめると、副官の顔がさっと緊きん張ちようする。

「……いえ、黒天の方々はいまだ見えられません」

　答える声もまた、畏い怖ふに震えていた。

「そうか。〈狼リユコス〉殿ならば今日あたり、繫つなぎをつけに来ると思ったのだがな」

「お知り合いなのですか？」

「貴様が来る前の話だが、南部の戦いくさで何度か轡くつわを並べた。実のところ、俺の城しろ攻ぜめ名人という評判は、半分方〈狼リユコス〉殿の手て柄がらだよ」

「は、はあ」

　悪びれずそう言いきるノウェの姿に、副官は困こん惑わくする。と、そこで他の幕僚や部将たちが、天幕に姿を現した。

「あらかた揃ったようだな。では、軍議といこうか」




　セレインたちの報告は、夕刻にテリナスへと伝えられた。

「ご苦労だったな、セレイン」

「は」

　政庁の広間で開かれた軍議で、ランゼイ将軍がセレインを労ねぎらった。一礼したセレインは、部将として軍議の席に着く。

「グラニヤ軍の到着は明日、攻囲は明後日より。セレイン殿のこの見立てに、まず間ま違ちがいはあるまい」

　つぶやいたアートルム卿が、ランゼイを見やる。

「どういたします、閣下？　街に籠こもるか、打って出るか」

「出でい戦くさは無む謀ぼうだ。当面は籠ろう城じように徹てつする」

　ランゼイの決断に、一同はうなずいた。続いて部将ごとに各おの々おのの隊のつく持ち場が、アートルム卿より告げられる。

　セレイン隊の持ち場は、東の城じよう壁へきの一画だった。

「では、今日はここまでとする」

　ランゼイのその言葉で、軍議は締しめくくられた。部将たちが次々に退席する中、セレインは黒衣の軍師の下もとに向かう。

「アートルム卿」

「どうしたのかな、セレイン殿」

「その、ルルのことですが、やはり──」

「ああ」

　セレインの問いに、アートルム卿は仮面の奥でやや大おお仰ぎように嘆たん息そくする。

「摂せつ政しよう殿でん下かの名みよう代だいとして来た以上、自分にはこの戦いを見届ける義務がある──との一点張りでな。私としては戦せん端たんが開かれる前に王都へ戻って欲しかったのだが、まさか縛しばり上げて馬車に押しこむわけにもいかぬ」

「聞き分けのないことを。妹分の不始末、お詫わびいたします」

「構わぬよ。セレイン殿が謝る筋の話でもあるまい」

　深々と頭を下げるセレインに、シオンは鷹おう揚ように言った。

「その、ルルはどこに」

「あちらだな」

　アートルム卿は広間の窓から、テリナスの城壁を指し示した。グラニヤ軍の襲しゆう来らいを控ひかえて、城壁上のそこかしこで篝かがり火びが焚たかれている。

「ダールの避難民から新たに募つのった陣夫らと共に、当番の騎士たちに夜食を配っている」

「そうですか。ルルらしい」

　呆れたように、だが嬉うれしそうに、セレインは言った。




　ルルたちが当番の騎士たちへの配食を終えた頃ころには、すでに日は暮れかかっていた。

「皆みな様さま、お疲つかれでしたの」

「ほんと疲れた……」

　ルルの労いに、キリエが弱音を吐はく。

「情けない孫だね。ルル様だってこう、ぴんしゃんしてるのにさ」

「婆ばあちゃん、そんなこと言っても」

「まあ、そこまでにしなされ」

　祖母と孫のやり取りを、カレシンがなだめた。

「では、我らは引き上げまする。ルル殿もお休みくださいませ」

「じゃあね、ルル様」

「はい、よしなに」

　夜道を引き上げるダールの避ひ難なん民みんたちを見送り、ルルもほっと息をついた。背後に控えていたカナンを振ふり向く。

「ルルたちも、戻りますの」

「承知」

　そう言葉を交かわす主従に、数人の騎士が寄り添そう。

「では宿舎まで、我らがお送りいたしましょう」

「え、でも……」

「ルル殿は摂政殿下の名代という大事なお立場。万一のことがあってはなりませぬ故ゆえ」

　確かに暗い夜道、それも人ひと気けのない区画をカナンと二人で進むのには、かなりの不安がある。少し考えたルルは、素す直なおにうなずいた。

「では、お願いいたしますわ、騎士様方」




　相変わらず人気の疎まばらな暗い夜道を、ルルは早足で歩いた。その傍かたわらにはカナンが寄り添い、前後を二名ずつの騎士が固めている。

「あら」

　ふと、ルルは立ち止まった。とある空き家の玄げん関かん先さきに、人ひと影かげがうずくまっているのを見つけたのである。

　月明かりに照らされたその姿は、旅装の若い男のようだった。

「ご病気かしら、お気の毒に」

「私が見て参りましょう」

　護衛の騎士の一人が、前に出た。

「どうしたのだ、そこの者」

　その途と端たん、カナンの背に悪お寒かんが走る。

「離はなれて！」

　その警告は、だが遅おそかった。

　ゴキリ──

　鈍にぶく響ひびく音と共に、騎士が膝ひざをつき、そして倒たおれ伏ふした。その首はありえない方向にねじ曲がり、半開きの口元から細い血がこぼれる。

「……え？」

　突とつ然ぜんの惨さん劇げきを理解できず、ルルは立ち尽つくすことしかできない。

「曲くせも──」

　残る護衛の騎士たちが、腰こしの剣けんに手を伸のばす。だがそれに先んじて、男が動いた。

　しゃがみこんでいた姿勢からそのまま、高々と跳ちよう躍やくする。月を背負った影かげに向け、カナンは抜ぬき放った短たん剣けんを投じた。源力エーテルを注ぎこまれた必殺の短剣は四本、だが男はその全すべてを無造作につかみ取ると、そのまま騎士たちの只ただ中なかへと舞まい降りる。

　一いつ瞬しゆんのことだった。

　鋼はがねのような両りよう腕うでが蛇へびのしなやかさで一いつ閃せんし、瞬しゆん時じに騎き士したちを打ち倒した。拳こぶしが、貫ぬき手てが、あるいは手刀が、空そら恐おそろしいほどの正確さで騎士たちの急所を捉とらえ、無む慈じ悲ひにその命を刈かり取る。

　崩くずれ落ちる騎士たちを見向きもせず、男はルルをにらんだ。その炯けい々けいたる眼光から主あるじを守るかのように、カナンが立ちはだかる。その両手には、新たな短剣が握にぎられていた。

「ルル様、早く逃げる。宿舎まで走って」

「で、でも、カナン──」

「いいから早く！」

「────はい!!」

　カナンに𠮟しつ咤たされたルルは、弾はじかれたように走り出した。

「す、すぐに助けを呼んで参りますの！」

　狭せまい通りを走り去る小さい背中、そこから男は視線を外す。

「久しぶりだな、カナン」

「なぜそこにいる、タイガ」

　対するカナンの声は、かすかに震ふるえていた。唇くちびるを嚙かみ締めつつ、カナンは目の前の男のことを思い返す。

　タイガはカナンと同じく、ジルヴァ家累るい代だいの郎ろう党とうの生まれだ。カナンより二つ年上だがほぼ同格の朋ほう輩ばいであり、共に従者あるいは密みつ偵ていとして主家に仕えてきた。四年前、とある理由でタイガがジルヴァの家を離れてからも、その関係は変わらなかった。

　変わらないと、思っていた。

「帝てい国こくに、身を売った？」

「グラニヤに仕えているのは事実だ」

「そう」

　やり取りは、それだけで十分だった。

　踏ふみこむタイガに対し、カナンは続け様に短剣を投げつけた。唸うなりをあげる短剣をかわし、あるいは弾き、タイガはカナンに迫せまる。

　唸る必殺の鉄てつ拳けんが、カナンの胸むな元もとに吸いこまれ──

「む!?」

　空を切った拳に、タイガは声を上げた。拳が捉えたのは、脱ぬぎ捨てられた侍じ女じよのお仕着せのみ。それを目くらましとしつつ、カナンはタイガの背後へと瞬時に回りこむ。

　間者装しよう束ぞくの姿へと一変したカナンは、タイガの延えん髄ずいへと短剣を繰くり出した。肉を貫つらぬく重い感かん触しよくが、カナンの手に伝わる。

　ポタリと、赤い血が滴したたる。

「くっ」

「甘いな」

　カナンの一いち撃げきは、かざされたタイガの左手によって防がれていた。切っ先が分厚い手の平を貫いて手の甲こうから飛び出しているものの、タイガは表情一つ変えていない。

　距きよ離りを取ろうとするものの、わずかに遅かった。タイガは短剣ごとカナンの手首を握ると、そのまま投げを打つ。宙を舞ったカナンの体は、そのまま通りの石いし畳だたみに背中から叩たたきつけられた。

　辛かろうじて受け身は取ったものの、カナンの全身を衝しよう撃げきが貫く。

「俺が四年前、騎き士しを志してジルヴァの家を離れたのを忘れたのか？」

　倒れ伏したカナンを見下ろし、タイガは淡たん々たんと言った。左手に刺ささった短剣を、無造作に引き抜く。

「亡なきアドウ様の紹しよう介かいで良き師を得、その業と称しよう号ごうを譲ゆずり受けた。探たん索さくならまだしも、武でお前に負けるわけにはいかぬ」

　淡々としたその声が、カナンの記き憶おくを抉えぐる。

　いまだジルヴァ家が健在だった四年前。ジルヴァ家を離れるタイガを、カナンは驚おどろきつつも激げき励れいし、そして納なつ得とくした。

　タイガが新たに師事することになった騎士とは、カナンの大切な主の片割れが、いずれ嫁とつぐ相手だったからだ。

「まさかタイガ──」

「そうだ。今の俺は黒天騎士の一人〈狼リユコス〉だ」

　それを聞いた途端、凄すさまじい激情がカナンの内から迸ほとばしった。

「ふざ、ける、な──」

　石畳にガリガリと爪つめを立て、懸けん命めいに身を起こす。

「主家の仇かたきに尻尾しつぽを振ってまで、栄達を求めたのか」

　常の冷静さを投げ捨てて、カナンは叫さけぶ。かつての朋輩の罵ば声せいを浴びながら、タイガは眉まゆ一つ動かさない。

「何が狼おおかみだ！　笑わせるな、この犬め！」

「それくらいにしてあげて、カナン」

　不意に、背後からかけられた鈴すずの音のような声。その一言に、沸ふつ騰とうしかけていたカナンの心身は瞬時に凍こおりついた。

（まさか……）

　恐おそれと期待が、背筋を鷲わしづかみにした。俯うつぶせから辛うじて上体を上げた姿勢で、恐る恐る背後を振り向く。

「タイガはただ、私に従っているだけなのだから」

　路地裏に立つ新たな人影が、そう告げる。

「あああ──」

　漏もれ出た声は、歓かん喜きか、驚きよう愕がくか、それとも恐きよう怖ふか？　涙なみだで滲にじむカナンの視界に映ったのは、紛まぎれもない彼女の主の片割れだった。

「ラン、さま……」

　変わっていない。

　三年の時を経てもラン・ジルヴァ──主の姿は、美しく可か憐れんなままだった。ただ黒から白に変じた髪かみのみが、流れ過ぎた日々の残ざん酷こくさを語っている。

「生きて、おられたのですね」

「ええ、もちろん」

　そう言いながらランの浮うかべた笑えみも、三年前と変わらない。こみ上げた追つい憶おくに吞のまれかけながらも、カナンの内で疑念が持ち上がる。

　なぜ主は、この場にいるのだろうか？

　なぜ主は、倒れ伏した自分を見て嬉うれしそうに笑っているのか？

　なぜ主は、腕うでの中にぐったりと動かないルル様を捕とらえているのか？

　いや、疑問の余地などない。

　その答えなど、カナンにも分かっていた。

　ただ、そこから目を逸そらしたかっただけ。

「あなたもグラニヤに降くだったのですね、ラン様」

　無言のまま、ただランはうなずく。

「ラン様、もはや時がありませぬ。今のうちに退ひかねば」

　そう口を挟はさんだタイガに、ランはため息をついた。

「本当にお前は無ぶ粋すいね。せっかく三年ぶりにカナンと会えたっていうのに」

　忠実な従者をたしなめながら、ランはカナンの側そばに膝をつく。その繊せん手しゆの中で、捕らわれたルルが意識のないままかすかに身じろぎした。

「名残なごり惜おしいけど、もう私たちは戻もどらなければいけないの。でもまだあにさまに私たちのこと話されたら困るから、少し寝ねててねカナン」

　一片の悪意もない無む邪じや気きな笑顔で、ランはそう言った。同時に鉄てつ槌ついのようなタイガの拳が、俯せでもがくカナンの延髄に当てられる。

「待って、ランさ──」

　重い衝撃がカナンを貫き、速すみやかに意識を刈り取った。




　　　　　　　４




「…………ん、あぁ」

　桜色の唇から、小さな吐と息いきが漏れた。

　薄うす闇やみの中でルルの目ま蓋ぶたが小さく震え、ゆっくりと目を開ける。

「ここ、は──？」

　つぶやきながら小さく身じろぎしようとして、ルルはようやく異変に気づいた。

　ルルの小さな体は、厳重に束そく縛ばくされていたのだ。後ろ手の姿勢で服の上から二重三重に縄なわをかけられ、ろくに身動きさえできない。そのまま薄うす暗ぐらい部屋の埃ほこりっぽい床ゆかの上に転がされている。

「ど、どこですの……ここ？　い、一体、何が──」

「ようやくお目覚めかしら」

　頭上からかけられた声は、年若い女性のものだった。ルルは不自由な身をよじって声の方向を見上げ、そして驚きに息を止めた。

「あ、あなた……」

　ルルを冷ややかに見下ろしていた少女、その顔立ちは義ぎ兄けいであるシオンと瓜うり二ふたつだったのだ。違ちがいと言えば、一いつ切さいの色しき彩さいを欠いた白い髪くらいだろうか。

「ど、どなた──です、の？」

「…………」

　ルルの問いに答えないまま、少女はその場に膝ひざをついた。白くしなやかな手が、ルルへと伸のばされる。

　思わずルルは身を竦すくませる。だが少女は、ルルに危害を及およぼそうとはしない。ただ意外なほどに優やさしげな手つきで、ルルの乱れた髪から簪かんざしを抜ぬき取っただけだった。

「あ……」

　その瞬しゆん間かん、ルルは思わず声を上げた。

　つい先日、簪を挿さしてくれたシオンの手を思い出す。

「か、返してくださいませ！」

　なけなしの勇気を振ふり絞しぼって、ルルは言った。だが少女は、答えようとしない。ただ、手にした簪を矯ためつ眇すがめつながめているだけ。

　諦あきらめず、ルルは言葉を続ける。

「そ、それは、お兄様からルルがいただいた、大切な──」

「……お兄様？」

　少女が、簪からルルへとまなざしを移した。

「違うでしょう？」

　少女の声は、あくまで穏おだやかなものだった。だがその一方で、口にする言葉は辛しん辣らつそのもの。

「あの人はあなたにとって、血の繫つながらない赤の他人。あなたはあの人の妹なんかじゃない、ただの偽にせ者もの。そうでしょう？」

　ねっとりと絡からみつくような少女の声が、ルルの心身を嬲なぶった。薄うすい笑みの張りついた端たん整せいな顔は、やはりシオンと瓜二つである。

（この方、お兄様の御お身み内うちなのかしら？）

　そして『兄』『妹』という言葉に対するこだわりは──

（もしやこの方、お兄様の本当の……）

　それに思い至った途と端たん、ルルの中から、熱い何かがカッと湧わき上がってきた。

　──負けない！

　縛いましめられた小さな体を捩ねじり、ルルは身を起こそうともがいた。背後の壁かべに身を預けてずり上がり、もたれかかり、何とか座位の姿勢を取る。

　──この方には、負けたくない。

　あらん限りの負けん気を籠こめて、ルルは名も知らぬ少女を見上げた。

「た、確かにルルとお兄様は、出会ってからまだ三み月つきとしか経たっておりませんわ！　だけど、それが何ですの!?」

　あらん限りの声を張り上げ、一いつ気き呵か成せいにまくし立てる。

「たとえ三月といえども、ルルとお兄様は一つ屋根の下で暮らし、時を過ごして参りました。そうやって育はぐくんだ家族の絆きずなは、決して偽物などではありませんわ！　たとえ血が繫がっておらずとも、ルルとお兄様は本物の兄きようだ──」

「ふーん、そうなんだ」

　少女の冷ややかな声が、ルルの叫びをごくあっさり断ち切った。

　笑みの剝はがれ落ちた冷ややかな顔で、少女はルルを見下ろしていた。まるでガラス玉のような無機質な目が、虚うつろにルルの姿を映し出している。

「もう、いい。もう、あなたいらない」

　言うなり少女は、簪を逆手に握にぎり締しめた。鋭するどい先せん端たんが鈍にぶく輝かがやき、そのまま無防備なルルの顔を目がけて振り下ろされ──

「そこまでです、ラン様」

　割って入った声は、落ち着いた若い男のものだった。

　精せい悍かんな風ふう貌ぼうの青年が、ランと呼ばれた少女の手首を背後からつかみ、振り下ろされる簪の一いち撃げきを止めていた。

「離はなしなさい、タイガ。控ひかえているように言ったはずよ」

「その娘むすめ御ごは、我らにとって大切な質しち。みだりに傷つけてはなりませぬ」

「分かっているわ、それくらい。ただ少しからかっただけ……あら？」

　ランと青年のやり取りを、ルルは聞いていなかった。大きく目を見開き、眼前で止められた簪の切っ先に息を吞のむ。

　もしあのタイガという若者に止められず、あのままランが簪を振り下ろしていたら──そう想像するだけで冷ひや汗あせが吹ふき出し、全身が小刻みに震ふるえ出す。

「あら、ひょっとしてあなた、今の本気にしたの？　はは、あははは」

　そんなルルの有様に、ランは笑い出した。

「あははは、冗じよう談だんに決まってるじゃない。それを本気で恐こわがっちゃって。あはは、おかしいったらありはしないわ。あははははは」

　まるで花のように華はなやかなランの笑みに、ルルは心底から怯おびえていた。

（助けて、お兄様）




　ルルの誘ゆう拐かいを受け、テリナスの街は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎに陥おちいった。

　夜中にもかかわらず市内には、多数の騎き士しや兵士が放たれ、松たい明まつ等を手に駆かけ回っている。本営の置かれた政庁の広間には、ひっきりなしに伝令が駆けこみ、ランゼイ将軍に探たん索さくの報告をしていた。

　とはいえ夜半を過ぎて日が変わっても、成果はまるで上がっていなかったが。

「東一区の探索は、以上です」

「手がかりはなしか。いや、ご苦労だった」

　セレインの報告を聞き、ランゼイは重い息をついた。

「アートルム卿きようから何か報しらせは？」

「いえ、いまだ何も」

　変事を知った軍師は、『心当たりを当たる』との言葉のみを残し、独自の探索に出たのだった。

「こういう際、軍師殿どのには現場ではなくここに詰つめていて欲しかったのだがなあ」

「はあ」

　否定も肯こう定ていもできず、セレインは言葉に詰まる。

「ああ、お主を困らせるつもりはないのだ。もうよい。現場に戻れ」

「は」

　一礼したセレインは、広間を後にする。ふと窓を見ると、いつの間にか東の空が白みかけていた。

「もう、夜明けなのか」




　早朝──

　朝あさ靄もやに覆おおわれた街並みを、シオンはことさらゆっくりと歩いた。

　元より人の少ない避ひ難なん民みん区は、まだひっそりと寝ね静しずまっており、まるで墓場のような静けさである。

　ルルが連れ去られた際、護衛の騎士たちは全員が殺されたのにもかかわらず、カナンだけは昏こん睡すい状態で残された。その意味を、シオンは正確に理解していた。

（テリナスに潜せん入にゆうしたグラニヤの連中、狙ねらいは俺だ。それもアートルム卿ではなく、シオン・ジルヴァに対しての）

　だからこそ義ぎ妹まいを連れ去り、そして従者を残した。これは挑ちよう戦せん状であり、そして誘さそいなのだろう。

　上等だ、とシオンは思った。ならば今は、その誘いに乗ってやろう。

（さあ、お望み通りに来てやったぞ）

　グラニヤの刺し客かくに、シオンはそう心中で呼びかけた。

　シオンが歩いているのは、ルルが拉ら致ちされた裏通りだ。狭せまい道の端はしから端まで進み、あと数歩で通り抜けるというところで、ようやく背後の大気が動く。

　来たか、とシオンは振り返った。

　カツリ──

　カツリ──

　人ひと気けのない裏通りに、静かな足音が響ひびく。

「お前、まさか……」

　霧きりに閉とざされた街角で、現れた人ひと影かげにシオンは愕がく然ぜんと目を見開く。

　旅たび装しよう束ぞくの若い娘。深々と被かぶったマントのフードで顔を隠かくしているものの、その佇たたずまいや立ち居い振ふる舞まいだけで、シオンにはそれが誰だれだか分かった。

　分かってしまった。

　そう、この世に生まれ落ちたその日その時から一いつ緒しよだった片割れを、見み間ま違ちがうことなどあるはずがない。

「ようやく会えたね、あにさま」

　鈴すずを転がすような声でそう言いながら、少女はマントのフードを下ろす。その下から現れたのは、まるで鏡のようにシオンと瓜二つの顔だった。

　記き憶おくの中の彼女との差さ違いは、一切の色素を失った白い髪かみだけ。

「生きて、いたのか……ラン」

　喘あえぐような声でシオンは、双ふた子ごの妹の名を呼んだ。
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　永遠に喪うしなわれたはずだった己おのれの半身を前に、シオンはただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできない。

「本当に、久しぶり」

「あ、ああ」

　と、その時ようやくシオンが気づいた。ランがさりげない仕草で右の袖そで口ぐちから取り出した、一本の簪かんざしに。

「お前、それは──」

「ああ、これ？」

　薔ば薇らの意い匠しようの簪。見覚えのあるそれを、ランは自分の頰ほおへと押し当てた。染しみ一つない肌はだと、簪にあしらわれた赤い宝玉が、鮮せん烈れつな対比を見せる。

「返してもらったの」

「返して、だと？」

「そうだよ。だってこれ、あにさまが自分の妹に買ってあげたんでしょう？　だったら当然、私のものじゃない」

　三年前と同じ無む邪じや気きな笑え顔がおで、ランは言った。

「まさか──」

　その言葉の意味がようやく、シオンの脳に届いた。

「まさかお前が、ルルを攫さらったのか？」

「そうだよ」

「この街に潜入したグラニヤの間者は──」

「もちろん私」

「なぜそんなことをした!?」

「なぜって──」

　上うわ擦ずった声で問い質ただすシオンの姿に、ランは小さく吹き出す。

「だって私、グラニヤの騎士なんだよ？　当たり前のことでしょう。あにさまみたいに、国を捨てたわけじゃないんだから」

「違ちがう！」

　張り上げたシオンの声は、もはや悲鳴じみていた。

「そうじゃない！　俺が国を捨てたんじゃない！　国が俺を──」

「違わないよ」

　兄の訴うつたえを、拠より所を、妹はごくあっさりと否定してしまう。

「だって三年前、あにさまはわたしを捨てたじゃない」

「それは……」

　シオンの脳のう裏りを、三年前のあの日の情景が過よぎった。

　炎えん上じようするジルヴァ家の屋や敷しき。すでに父母を討うたれ、喪い、シオンはただ一人残された妹を探してかけずり回っていた。

　そして炎ほのおに包まれた広間で、ようやく見つけたランの伸のばした手を、シオンは──

「あの時のあにさま、私の手をつかんでくれなかったじゃない。私を見捨てて、そのまま逃にげたじゃない」

「…………」

　過去からの糾きゆう弾だんに、シオンは一言すら返せない。

　騎士の矜きよう持じも、軍師の英知も、この時シオンの中からは失われていた。

「苦しめてあげる、あにさま」

　ただの未熟な十八歳の若造として棒立ちになったシオンに、ランは微笑ほほえみかける。その奥に、滴したたるような悪意をこめて。

「苦しめて苦しめて苦しめて、お願いだから殺してくれと言わせて、それから殺してあげる。その一部始終を、あのルルって子に見せてあげる。ああ、でも──だったらあの子って、あの綺き麗れいな眼め以外はいらないよね」

「────!!」

　その言葉を聞いた時、シオンのうちで渦うず巻まいていた感情が、唐とう突とつに沸ふつ騰とうした。

「ランっ!!」

　踏ふみこみと抜ばつ剣けんは、ほぼ同時だった。義妹いもうとの危機を仄ほのめかされた激情のまま、シオンは実妹いもうとに刃はを振ふるう。

「いいよ、あにさま」

　言うなりランも、マントを跳はね上げた。その下から、二振ふりの曲刀を抜ぬき放つ。

　ぶつかり合う鋼はがねと鋼、刃と刃。ランが左右の曲刀を交差させ、シオンの斬ざん撃げきを受け止めていた。

　鍔つば迫ぜり合いの姿勢のまま、兄と妹は真っ向から視線を交かわす。と、引き結ばれたランの唇くちびるが微かすかにほころんだ。漏もれ出た小さな声に、シオンの全身を悪お寒かんが走る。

「……〈雷らい塵じん〉」

　薄うす暗ぐらい裏通りを、不意の閃せん光こうが照らし出した。

　とっさに後方へと飛び退すさるシオンだが、わずかに遅おそい。ランの双刀から迸ほとばしった電でん撃げきが、シオンの長ちよう剣けんを伝でん播ぱし、その身を焼いたのである。

「ぐっ！」

　押し殺した苦鳴が漏れる。

　渾こん身しんの源力エーテルを右手に籠こめ、辛かろうじて致ち命めい傷しようだけは防げた。焼け焦こげた長剣が、石いし畳だたみに落ちる。火傷やけどで感覚のなくなった右手を押さえ、シオンは驚きよう愕がくに呻うめいた。

「い、今のは、まさか──」

「そのまさかだよ、あにさま。今の私は黒こく天てん騎き士し一二騎きが一──〈白鳥キユノクス〉！」

　名乗りと共に、ランはシオンへと躍おどりかかった。繰くり出される双刀を体術のみで捌さばきつつ、シオンは驚きよう嘆たんしていた。

（強い）

　太た刀ち筋すじの速さも、足捌きの鋭するどさも、全身を駆かけ巡めぐる源力エーテルの質・量とも、三年前とは比べものにならない。華か麗れいな舞ぶ踏とうさながらの双そう剣けん技ぎが、その美しさはそのままに殺しの業わざとして研とぎ澄すまされている。

　この三年、どれほどの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたのだろうか──

　さらに危険なのが、刃に籠められた雷いかづちの閃ひらめきだ。

　裏り門もん技ぎ〈雷塵〉。

　こちらも相応の源力エーテルで防がねば、ただ身を掠かすめただけで致命の一いち撃げきとなってしまう。今はじりじりと後ずさりしつつ、回かい避ひに専念することしかできない。

「どうしたの、あにさま？　逃げてばかりじゃ戦いくさにならないよ」

　ランの挑ちよう発はつには乗らない。ここを凌しのぎきれば──

「では、これはいかがでしょう」

　新たな第三者の声と共に、シオンの左ひだり脇わき腹ばらを重く鈍にぶい衝しよう撃げきが抉えぐった。

「な……に……？」

　呻きながら、シオンはそちらを見やる。

　不意に左後方へと現れた長身の人影が、拳こぶしの一撃をシオンに入れたのだ。その顔は、シオンにも見覚えのあるものだった。

「タ、タイ……ガ？」

　断言できる。

　一いつ瞬しゆん前まで彼の姿はおろか、気配すら存在しなかった。いかにタイガが凄すご腕うでの密みつ偵ていであっても、この距きよ離りで自分に悟さとらせず攻こう撃げきを繰り出すことは不可能である。

　まるで虚こ空くうから溶とけ出したかのような、唐突な出現。

「お久しぶりです、シオン様」

　それ以上は、驚おどろく間もなかった。タイガの拳に籠められた源力エーテルの炸さく裂れつは、腹筋を貫つらぬいて臓ぞう腑ふにまで至る。

「ぐっ」

　膝ひざが揺ゆれ、腰こしが落ちた。

　辛うじて踏みとどまったシオンの眼前に、双刀の切っ先が──

「そこかあっ!!」

　響ひびく怒ど号ごう。

　路地沿いに建つ空き家の玄げん関かんが、内側から吹ふき飛ぶ。

　舞まい上がる粉ふん塵じんを突つっ切って躍り出た、金の三つ編みをたなびかせた人ひと影かげに、シオンは目を剝むいた。

「セラ!?」




　横合いからの奇き襲しゆうは、ランにとっても予想外だった。空き家をブチ抜いて飛び出した金きん髪ぱつの女騎士が、そのままの勢いでランに突とつ貫かんする。

　真っ向から振り下ろされた大たい剣けんの刃を、ランは紫し電でんを纏まとわせた双剣の十字受けで防いだ。

「おおおおおおおっ!!」

　耳を聾ろうする咆ほう哮こう。

　双剣から迸る必殺の雷らい光こうは、だが大剣に籠められた規格外の源力エーテルによって、ほぼ遮しや断だんされていた。

「うそ？」

　辛うじて斬撃は防いだものの、突とつ進しんの衝撃までは殺せない。押し切られたランの体は、そのまま後方へと吹っ飛ばされる。

「きゃあ！」

　小さく悲鳴を上げつつも、空中で身を捻ひねって体勢を整える。そこに響く風切り音。ランの着地際ぎわの隙すきを狙ねらった、長ちよう弓きゆうの一いつ矢しだ。

　寺院の鐘しよう楼ろうに陣じん取どった射手の影かげが、朝あさ霧ぎりの向こう側に滲にじんでいる。

　双剣を握にぎる両手は、先ほどの一合で痺しびれている。飛来する矢を打ち払はらうのは難しい。ならば〈雷塵〉で──

「その必要はありません」

　割りこんだタイガが、あっさりと矢をつかみ取った。

「助かったわ」

　石畳に降り立ったランを、忠実な従者は振り向いた。

「油断なさいましたな。〈蜘蛛アラクネ〉殿どのよりの報告を失念なさいましたか？　『エルザイム剣十字騎士団にただ一人、我ら黒天に迫せまりうる女じよ傑けつあり』」

「そうだったわね。ふーん、あの猪いのしし女おんなが、オウマの言ってたセレイン・コーディアナか」

　金髪の雌めす猪いのしし──もといセレインは、うずくまったシオンを背に庇かばう位置で、大剣を構えている。

　その構図が、なぜかランの癇かんに障さわった。




「大だい丈じよう夫ぶか、シオン!?」

　手傷を負ったシオンに、セレインはそう呼びかける。

（右手の火傷、それと脇わき腹ばらに打だ撃げきを受けたのか。まともに戦える状態ではないな）

　探たん索さくの最さい中ちゆうに剣けん戟げきに気づき、空き家を突っ切ってかけつけたのだが、どうやら早々に当たりを引き当てたようだ。

「あれが、グラニアの密て……い？」

　敵手の姿を確かめ、セレインが目を丸くした。

　今し方、剣を交えた娘むすめの顔が、シオンと瓜うり二ふたつなことに気づいたのだ。慌あわてて背後を振り返り、シオンの顔を確かめる。

　やはりそっくりだ。見み間ま違ちがいではない。

「どういうことだ？　いや──」

　考えている暇ひまはなかった。

「タイガ、あの女はあなたに任せます。目障りだわ」

　娘の指示に、タイガと呼ばれた男は無言で前に出る。短たん剣けんの一本も帯びていない無む手てながら、先ほどの矢──寺院に配したザカリアが放ったものだ──をつかみ取ってみせた技量は凄すさまじい。

「あの女が何なのか、後で話してもらうぞ」

　それだけ言い残し、セレインはタイガを迎むかえ撃うつ。

「ま、待て……そいつら、は──」

　シオンが苦しげに発した警告の声も、今のセレインには届かない。いや、それどころではなかったのだ。

（この男、強い！）

　セレインの振るう剛ごう剣けんを、タイガはことごとく捌いてみせる。手の甲こうで大剣の腹を打って軌き道どうを逸そらせ、あるいは半歩下がって斬撃に空を切らせた。その合間を狙って放たれる拳が、総毛立つ唸うなりを上げてセレインの身を掠める。

　その隙のない技わざに、セレインは少しばかり見覚えがあった。シオンが時おり剣けん術じゆつに交える体術、それによく似ている気がするのだ。

　これは、錯さつ覚かくだろうか？

　いや、間ま違ちがいない。

（やはりこいつら、何かシオンと関かかわりがあるのか？）

　セレインの胸中で膨ふくらむ疑念、それを察したのか今度はタイガが攻こう勢せいに出る。左手でセレインの大剣を弾はじきつつ、一挙動で突き出される右の拳。流れるような連撃が、セレインの眼前に迫る。

「しまっ──」

　だが次の瞬しゆん間かん、タイガは大きく後ろに跳とんだ。次の瞬間、先ほどとは異なる角度で撃ち下ろされた矢が数本、路面に突き立つ。射点を変えたザカリアの援えん護ごである。

　内心でザカリアにありったけの感謝を並べ立てつつ、セレインは前に出た。

　胸中の疑念は、全身全ぜん霊れいで押し殺す。このような難敵を前にして、心を乱す訳にはいかない。

　踏ふみこみの勢いを乗せて、セレインは横よこ殴なぐりに大剣を振ふるう。身をかがめてその一撃をかわしたタイガは、低い姿勢のまま地面を転がるようにして、セレインの懐ふところへと潜もぐりこもうとする。

（させるか！）

　咄とつ嗟さに反はん撃げきの蹴けりで迎え撃った。

　セレインにも、素す手での組み打ちの心得はある。このまま蹴り飛ばして距離を取り、すかさず追つい撃げきの斬ざん撃げきで仕留めれば──

　だがセレインの蹴りは、ごくあっさりと宙を切った。

「な!?」

　その時、それを見たセレインは、驚愕の叫さけびを上げる。

　低い体勢から、さらに低く身をかがめたタイガ。その体が地面に張り付き、厚みを失い、ついには己おのれの影に解けて消え失うせた。

　そうとしか、見えなかった。

「ば、馬ば鹿かな!?」

　眼前で人一人が消え失せるという怪かい異いに、セレインは立ち尽つくす。

「う……後ろ、だ──セラ」

　途と切ぎれ途切れなシオンの声と共に、背後から凄まじい殺気が叩たたきつけられる。振り返る間もなく、強きよう烈れつな蹴りがセレインの背を打った。




　無防備に立ち尽くすセレインに、背後から渾こん身しんの回し蹴りを叩きこむことは、実に容易たやすかった。

　軽々と宙を舞ったセレインは、自分が粉ふん砕さいした空き家の玄関口に頭から突っこむ。わずかにもがいているのを見ると、息はあるようだ。おそらく蹴りを受けた瞬間、自ら反対方向に跳ぶことで、致ち命めい傷しようを避さけたのだろう。

「ご友人への警告、間に合ったようですな。シオン様」

　かつての主あるじに向かい、タイガはそう言った。

「今のは〈影えい門もん〉だな」

「はい。申し遅おくれましたが今の自分は、我が師クヨウ・スランより〈狼リユコス〉の称しよう号ごうと業わざを授さずかっております」

　裏門技〈影門〉。

　己の影のうちに隠かくれ、溶けこみ、身を潜ひそめるという、〈狼リユコス〉の黒天騎き士しが持つ異能超ちよう常じようの力。

　タイガ自身が修めた密偵の技と合わさることで絶大な効果を発揮する他ほか、今のように立ち合いにおいても切り札として用いることができる。

「ジルヴァ家の郎ろう党とうだったお前が、今や黒天騎士とは。出世したものだな」

「全すべては亡なき先代、アドウ様のお取り計らいによるものです」

　苦痛に脂あぶら汗あせを浮うかべた顔に、シオンは無理矢理に笑えみを浮かべ、皮肉を言った。対するタイガは、主への慇いん懃ぎんな態度を崩くずさない。

「故ゆえにその恩へと報むくいるため、苦痛を与あたえることなくお送りいたしましょう」

　言ってる内容には、微み塵じんの容よう赦しやもなかったが。

「待ちなさい、タイガ」

　ランが声を荒あららげかける。だがタイガは、静かに首を振った。

「そう申し上げたいのは山々なれど、今日はこれまでのようですな」

　その言葉と同時に、軍馬の嘶いななきと馬ば蹄ていの轟とどろきが周囲に響き渡わたる。

「見つけたぞ、曲くせ者もの！」

「グラニヤの間者だ！」

　ようやく異変を察したエルザイム騎士の一隊、およそ三〇騎きほどが押し寄せてきた。

「捕とらえよ！」

　そして隊の中央では、ランゼイ将軍が直じき々じきに指揮を執とっていた。それを見て、シオンの顔色が変わる。

「まずい。黒天に数で挑いどんでも──」

　ランとタイガは、対照的に平然としている。

「もう、無ぶ粋すいな人たちね」

「今日はここまでのようですな」

「そうね」

　言うなりランは、左右の双刀を石いし畳だたみの隙すき間まに突つき立てた。正負二極の刀身が、激しい紫電を纏う。

「じゃあね、あにさま。あのルルって子を取り返したかったら、追ってきて」

「待て──」

　ランの告げた別れの言葉と共に、〈雷らい塵じん〉が吼ほえた。シオンの静止も届かない。

　眩まばゆいばかりの雷らい光こうが解き放たれる。荒あれ狂くるう稲いな妻ずまが通りを駆かけ抜ぬけ、迫り来る騎士の隊列を一吞のみにした。

　視界を塗ぬりつぶす閃せん光こうの中で、人馬の悲鳴が響ひびく。

　その光が消えた時、二人の黒天騎士の姿はどこにもなかった。




　通りには、焼け焦こげた騎士たちの骸むくろがいくつも転がっていた。その中には、死にきれず呻うめく者たちもそこかしこにいる。

　そんな無む惨ざんな情景の中、セレインは大たい剣けんを杖つえに身を起こした。

「あれが……黒天騎士」

　ぶるり、と背筋が震ふるえる。

　自分を一いつ蹴しゆうし、騎士の一隊を薙なぎ払ったあの力。それを間近で見せつけられ、セレインは怯おびえていた。

　自分が怯えていると、認めざるを得なかった。

（勝てるのか、あんな化物に？）

　そう、心の中でつぶやいた時だった。

「無事か、セレイン！」

　駆け寄ったザカリアが、立ち尽くすセレインの肩かたを叩いた。そこでようやく、ハッと我に返る。

「ザカリア──」

「うちの隊の連中は、無事だ。探索で街中に散っていたからな。直すぐに集まるよう指示を出したし、政庁と後は近場の坊ぼうさんにも救きゆう援えんを呼んだ」

　中々にそつのない対処である。セレインはザカリアを見直した。

「早く、生き残った者の手当てだけでも」

「あ、ああ。しかし何があったんだ？」

　途と方ほうに暮れるザカリア、その一方でセレインは唇を固くかむ。

「シオン！」

　ぶつけようのない怒いかりと、そして疑念をこめ、セレインはシオンへと詰つめ寄った。

「あの黒天騎士たちは何者だ!?　お前とは、どういう関わりがある!?」

　無言のシオンに問い詰める。事情を知らないザカリアが目を丸くしていたが、気にも止めない。

「お前は……まさか──」

　ためらいつつも、その問いを突きつける。

「お前は、グラニヤの騎士なのか？」

　そう言った途と端たん、シオンの顔がぐにゃりと歪ゆがんだ。

「すまない……セラ」
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「…………あ」

　閉とざされていた唇くちびるがほころび、かすかな吐と息いきが漏もれた。

　うっすらと目ま蓋ぶたが開き、焦しよう点てんの合わない黒い瞳ひとみがぼんやりと天てん井じようを見上げる。

「ここ……は？」

「気がついたか、カナン」

「────!!」

　主の声を耳にした途端、意識が覚かく醒せいした。

　寝しん台だいの上に身を起こしたカナンは、全身を走る激痛に声もなく悶もん絶ぜつする。

「無理をするな」

　寝台の後ろに回りこんだシオンが、カナンの背に手の平を押し当てる。そのまま優やさしく撫なでさすりつつ、源力エーテルの乱れを正していった。

　カナンもそれに合わせて呼吸を整える。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ずいぶんと、楽になった」

　まだ痛みは残っているが、ずいぶんとましになっていた。

　そこでようやくカナンは、シオンに伝えねばならないことを思い出す。

「シオン様、ルル様を連れ去ったのは──」

「ランとタイガだろ。ついさっき、やり合ったよ。一方的に叩きのめされた上、まんまと逃にげられた」

　淡たん々たんと、シオンは言った。

「おまけに巻き添ぞえを食って、ランゼイ将軍が負傷した。命に別状はないが、陣じん頭とうに立つのは難しいだろうな」

「じゃあ、ルル様は──」

「ランたちに捕つかまったままだ」

「…………最悪」

　うつむいたカナンは、両手で顔を覆おおった。そのままの姿勢で、シオンにたずねる。

「シオン様は、どうする？」

「俺か？　ランを追うよ」

　こともなげに、シオンは答えた。

「あいつは、俺を狙ねらっている。ルルを攫さらったのも、そのための誘さそいだ」

「分かっているのに、行くの？」

「ああ」

　ふとシオンの目が遠くを見つめる。三年前の、あの日の別れを思い出しているのだと、カナンは分かった。

「俺は三年前、あいつの手を取ってやれなかった」

「シオン様、それは──」

「だから今度は、あいつに向き合わないといけないんだよ。兄としてな」

　そう言われるともう、カナンには何も言えない。

「それにまあ、黒天を二人も内に抱かかえて籠ろう城じようなんてできないからな。早々に対処しておかないと」

「それは、もちろん」

「というわけで、お前にも頼たのみがある」

　身をかがめたシオンは、カナンの耳元にささやきかけた。聞いていくうちに、カナンの表情が鋭するどく引き締しまっていく。

「やれるか？」

　その問いに、改めてカナンは自分の身体の具合を確かめ直す。

「戦せん闘とうは無理。でも探たん索さくや影かげ武む者しやなら何とかなる」

「よし、それなら決まりだ。今回は──いや、今回もお前に無理をさせることになるが、頼んだぞ」

「元々、私の不ふ手て際ぎわが原因。私の働きで取り戻もどすのは当然」

　ゆっくりとそう答えたカナンの目が、不意に細まった。

「それに、このままタイガごときにしてやられたままではいられない。必ずや、借りは返さないと」

「おい」

　カナンの言葉の不ふ穏おんな響きに、シオンは顔をしかめた。

「大丈夫、ちゃんとシオン様の指示には従う」

「それなら、いいけどな」

　シオンとカナンは視線を交かわし、うなずき合う。次の瞬しゆん間かん、主従の姿は部屋から跡あと形かたもなく消え去っていた。




　テリナスの政庁の一画には、街を預る代官が寝ね起おきするため公こう邸ていが建てられている。だが今は、胃痛で寝こんだ代官のリーリョン伯はく爵しやくが公邸より下がっており、代わって城将のランゼイ将軍が入っていた。

　公邸の廊ろう下かに足音を響かせ、セレインが足早に急ぐ。身体の随ずい所しよに包帯を巻いているものの、身のこなしに負傷の影かげはない。

「ランゼイ閣下に報告がある。お目に掛かかりたい」

「承うけたまわった」

　セレインの言葉に、警護の騎き士しが寝しん室しつの扉とびらを開いた。

「失礼します、閣下」

　足早に入室したセレインは、寝台のランゼイに一礼した。ランゼイは寝台に横たわったまま、首だけをセレインに向ける。

「来たか」

「は。グラニヤの青せい嵐らん騎士団の本隊が国境を越こえました。今は北のエンゾームを占せん拠きよし、そこで野営する模様です」

　エンゾームとは、ちなみにテリナスの周囲に点在する集落の一つだ。当然ながら、これらの集落から住人はすでに退たい避ひしている。

「こうしてはおられぬ。急ぎ、軍議を開く。政庁へ戻らねば──ぐっ」

　身を起こしたランゼイが、苦痛に呻いた。慌あわてて駆け寄ったセレインが、その体をそっと支える。

「その深ふか傷でで、無理は禁物です」

「やれやれこのザマでは、代官のリーリョン伯はくを笑えぬな」

　自じ嘲ちようしたランゼイが、セレインにたずねた。

「アートルム卿きようは？」

「まだ戻っておられません」

「あの黒天騎士どもを、追っておるのか」

　ランゼイの漏らした黒天騎士という言葉に、セレインは身を硬かたくする。

　タイガの蹴けりを浴びた背筋を、そっと撫でる。駆けつけたカレシンから受けた治ち療りようと、セレイン自身の源力エーテルにより、すでに痛みは引いている。だが心身を一いち撃げきで打ち砕くだかれた衝しよう撃げきは、刻まれたままだ。

「確かにあの魔ま人じんどもを抱えこんで、まともな戦いくさはできぬ。だが軍師殿どののみに任せてよいのか？　返り討うちにあっては、目も当てられんぞ」

「おっしゃる通りです」

　そう生返事をしたセレインは、懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出した。

「それは？」

「アートルム卿から、閣下への書状です。シオンから託たくされました」

「何だと？」

　さっと顔色を変えたランゼイは、手て渡わたされた書状の封ふうを切ると、サッと目を通した。

「これは──」

　それっきり、しばらくの間、絶句する。

「無む謀ぼうすぎぬか？……いや、だが──しかし」

　低い声でブツブツつぶやいた後、キッとセレインをにらむ。

「ヴェス書記官に話がある。呼んできてくれ」

「書記官を、ですか？　承知しました」

　慌てて駆かけ出そうとするセレインの背に、ランゼイは重ねて声をかけた。

「この書状のこと、決して他者に漏らすなよ」




　セレインはともかく、それ以外の元王女軍騎士たちの士気は高かった。

　意い気き軒けん昂こう、と言ってもよい。

「ふん、グラニヤの青虫どもがこんな所までウロウロしている」

　テリナスの南門の上に構えられた城門塔とうで、ザカリアは毒づいた。

　騎き乗じようした青い鎧よろいの騎士が二騎き、テリナスの南にまで回りこんで馬を駆っていた。おそらくは明あ日すからの攻こう囲いに備えた、グラニヤの斥せつ候こうだろう。

「目め障ざわりだな……よし！」

　思い立ったが吉きち日じつ。ザカリアは手にした長ちよう弓きゆうに矢をつがえ、ヒュウと放った。狙い過あやまたず、射い貫ぬかれた騎士の一人が馬から転げ落ちる。

　この距きよ離りで弓から狙われるとは思わなかったのだろう。残ったもう一人の騎士は、泡あわを食ってさらに南へと退避した。

「ふん、思い知ったか」

　その無様な姿を見て、ザカリアは大いに溜りゆう飲いんを下げた。共に城門塔へと詰つめていた騎士たちも、ドッと沸わき立つ。

「見事だったぞ、ザカリア！」

「グラニヤめ、思い知ったか！」

　歓かん声せいを上げる戦友の中には、先ほどまで浮うかぬ顔で縮こまっていた、かつての宰さい相しよう軍の騎士もいた。

「お前らもお前らだ！」

　振ふり返ったザカリアは、さらに声を張り上げた。

「どいつもこいつも、情けない顔をして！　いいか、俺たちがラグールに立て籠こもった時は、たった一〇〇騎で一〇〇〇騎を迎むかえ撃うったのだ！　一〇倍だぞ、一〇倍！　それに比べれば今度は、三〇〇〇騎で一万騎を相手取ればいいだけだ！　たった三倍と少し、何を恐おそれることがある！」

　暴論スレスレの檄げきを飛ばすザカリアに、周囲の騎士たちは顔を見合わせる。

「それは、分かっている」

「いいや、分かっていない！　そもそもだな──」

「おい、あれを見ろ！」

　ザカリアの演説（？）を、騎士の一人が遮さえぎった。南門からさらに南へと延びた、街かい道どうを指差している。

　王都アクベとの間で多くの人や馬車が行き来する街道も、戦を目前に控ひかえた今ではその流れが絶え、ひっそりと静まりかえっている。

　そのはずだった。

　だが今、その街道を南からテリナスにノコノコと近づいてくる人ひと影かげがあった。

「なんだ!?　逃にげ遅おくれたあたりの集落の住人か？」

「いかん、グラニヤの斥候に見つかったぞ」

「逃げろ！　逃げるんだ！」

　とっさに弓矢を構えるザカリアだが、すでに斥候は射程の向こう側だ。

　ザカリアたちがやきもきとしながら見守る中、斥候のグラニヤ騎士は旅姿の人影に接せつ触しよくし──そして次の瞬間には馬上から吹ふっ飛ばされた。

　その上半身だけが。

「は？」

　地面に叩たたきつけられた騎士の上半身は、当たり前だがピクリとも動かない。泣き別れになった下半身も、やがて馬上から滑すべり落ちる。

　ごくあっさりとグラニヤ騎士を一刀両断に仕留めた旅人は、主あるじを失った馬に跨またがった。そのままテリナスの南門を目指す。

「な、何者だ、あの男!?」

「グラニヤ騎士を斬きったということは、味方──なのか？」

「ど、どうする？」

　騎士たちが狼狽うろたえる中、ザカリアは城門塔の階段を急いで駆け下りる。その顔は、心なしか青ざめていた。

（まさか）

　剣けん十じゆう字じ騎士団でも屈くつ指しの弓使いなだけあって、ザカリアの視力は非常に優すぐれている。その自じ慢まんの目で捉とらえた旅人の年格好と行動に、心当たりがあったのだ。

　南門では閉とざされた鉄てつ扉ぴを挟はさみ、守備についた騎士と例の旅人が、通せ通せないと押し問答をしている。その声を聞いて、ザカリアは確信した。間ま違ちがいない。

「門を開けろ！」

　そう怒ど鳴なりつけると、守備の騎士がギョッとこちらを振り向く。

「しかしザカリア殿──」

「いいから急げ！　癇かん癪しやくを起こすと、城門を打ち破りかねないぞ！」

　ザカリアがそう叫さけんだ途と端たん、鉄扉がまるで破われ鐘がねのように大きく鳴った。同時に門どころか、城じよう壁へきそのものが大きく震ふるえる。

「分かったな、責任は俺がとる」

「りょ、了りよう解かい！」

　青ざめた騎士が、門の絡から繰くり仕じ掛かけに取り付いた。鎖くさりや滑かつ車しやがゆっくりと作動し、軋きしみながら鉄扉が開く。

「まったく、手間取らせおって」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちりながら門をくぐった初老の巨きよ漢かんに、ザカリアは何とも言えない表情で頭を下げた。

「おう、ザカリアか。久しいの」

「お久しぶりです、ダルカン閣下」




　エンゾームの集落に着ちやく陣じんしたグラニヤ青嵐騎き士し団は、その中央に建つ大きな百ひやく姓しよう家やを本営とした。どうやら、地主の家らしい。

　広々とした土間には椅い子すや机が並べられ、幕ばく僚りようや部将が揃そろっていた。

「では、軍議を執とり行う」

　一同を見回して、騎士団長のノウェ将軍はそう言った。

　続いて明日からのテリナス攻ぜめの陣じん立だてや、攻囲における各隊の配置が告げられる。いずれもよく練られており、遺い漏ろうらしきものはない。

「俺からは以上だ。他ほかに何かないか？」

　今度は部将たちから、細々とした報告が上がった。太い腕うでを組んだノウェは、幕僚たちに対応を任せ、無言で耳を立てる。

　それでも南門の斥候に出た騎士二名が討ち取られたという報しらせには、濃こい眉まゆを大きく動かしたが、それっきりだった。ノウェが明確な反応を見せた報告は、幕僚の一人がもたらしたものだった。

「未み確かく認にんですが本日の早朝、テリナスの市内で戦せん闘とうがあり、敵将のランゼイ将軍も手傷を負って床とこについたとか」

「ほう」

　腕うで組ぐみを解ほどいたノウェは、強こわい顎あご髭ひげを撫なでる。

「それが真まことならば、重ちよう畳じようなのだが──」

「真にございます、閣下」

　不意に、低い声が割って入る。

　いつの間に現れたのか、土間の片かた隅すみに黒ずくめの影かげがひざまずいていた。

「おのれ、曲くせ者もの！」

「待て待て」

　腰こしを浮かせた副官が剣を抜ぬきかけたのを、ノウェは押さえた。いまだ微び動どうだにしない影へと、野太い笑えみを向ける。

「ようやく来たか。待ちかねたぞ、〈狼リユコス〉殿」

　その言葉に、揃った部将や幕僚たちはざわめいた。

「……黒天騎士」

　畏い怖ふの声が、そこかしこから上がる。

「今朝方の騒そう動どうとやらも、お主の仕し業わざかな？」

「お恥はずかしながら、敵将ランゼイの首は取り損そこねましたが」

「なに、構わんよ。むしろ手並みに感心したところだ」

「恐きよう悦えつにございます」

　そう言いながら、〈狼リユコス〉は立ち上がる。マントの下から、黒天の騎士服と覆ふく面めんがのぞいた。

「またテリナスに戻もどるのかな？」

「一つ、申し上げたいことがございます。密事ゆえ、まずは人ひと払ばらいを」

「なに？」

　かすかに眉をひそめたノウェだが、すぐにうなずく。

「よし分かった。お前らは、下がっておれ」

「は」

　部将や幕僚たちは次々と席を立つと、百姓家を後にした。

　グラニヤ軍において黒天騎士の『格』は、各騎士団の団長に匹ひつ敵てきする。その両名の密談となれば、嫌いやも応もない。

「これでよいかな？」

「では、お耳を拝借」

　間近に寄った〈狼リユコス〉が、耳元にボソボソとささやく。それを聞くうち、ノウェの顔は少しずつしかめられていった。

「いかがでしょうか」

「良き策だ。だが少々、先走りすぎてはおらんか？　まずは定石通りの攻囲戦を仕掛け、一当たりして様子をうかがうべきだろう。下手に策を弄ろうし、軍師アートルムに背負い投げを喰くらわされてはたまらん」

「仰おつしやること、真にもっとも。ですが彼かの軍師を相手に策を仕掛けるならば、今より他にありませぬ」

　続いて〈狼リユコス〉は、さらに声をひそめる。

「実は〈白鳥キユノクス〉と謀はかり、軍師アートルムを釣つり上げることに成功いたしました」

「おう」

「彼の軍師は我ら黒天こそ最大の脅きよう威いと見定め、シオン・ジルヴァを伴ともなって軍営を離はなれております」

「なるほど。あのアートルムがおらぬ今こそ、我らにとっては策を仕掛ける絶好の機ということか」

　厳いかつい顔に、脂あぶらっぽい笑みが浮かぶ。

「いいだろう。あの策士を嵌はめるというのが、気に入ったぞ。分かった。お主の策に乗ろうではないか」

「は。では取り急ぎテリナスに立ち戻り、仕し込こみを行いまする」

　踵きびすを返した〈狼リユコス〉の背に、ノウェは呼びかけた。

「忙せわしいな。やはりお主らジルヴァの一党の再興が懸かかっておると、そうもなるか」

「……それが、何か？」

「いや、何。もしもこの戦いくさでジルヴァ家の復権が叶かなえば、俺もアドウ閣下への恩を少しは返せたことになるのかと、そう思ってな」

　感かん慨がい深げに言ったノウェだが、振り向いた〈狼リユコス〉の覆ふく面めん越ごしの視線に気づき、慌あわてて手を振ふる。

「ええい、つまらぬことを言った！　忘れよ！　忘れてとっとと行けい！」

「かたじけなきお言葉と、承うけたまわっておきます。では、これにて」

　一礼した〈狼リユコス〉の姿が、ふと搔かき消える。

「相変わらず、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな男だ。さて──」

　独りごちたノウェは、大声を張り上げて部下たちを呼び集めた。




　　　　　　　３




「なるほど、昨さく夜やから姿を消した夫ふう婦ふ者ものか」

「はい。ちょうどシオン殿どのらと同じ日にやってきた新参者ですが、北部訛なまりで何やらコソコソ話していたのを聞いた者がおりまする」

　古ぼけた寺院の礼拝堂で、シオンの問いにカレシンはうなずいた。

　すでに時は夕刻。薄うす汚よごれた窓から差しこんだ西日が、広げられたテリナスの市街図を照らしている。

「そして、そいつらが姿をくらませた上──」

「つい先ほど、このあたりでキリエがその二人を見たそうでして」

　カレシンの話と地図を照らし合わせたシオンは、一つうなずいて立ち上がった。

「よし、これで当たりがついた。ありがとな、坊ぼうさん」

「お待ちなされ」

　立ち去ろうとするシオンの背を、カレシンは呼び止めた。

「ひょっとしてこれは、罠わなではありませぬかな？　取り越こし苦労かもしれませぬが、拙せつ僧そうにはそう見えまする」

「ああ、坊さんの言う通りだ。こいつは間違いなく誘さそいだよ」

　振り向きもしないまま、シオンは答える。

「罠と分かった上で、敢あえて敵中に踏ふみこまれると？　ルル殿をお助けするためにとはいえ？　失礼ながら今のシオン殿は、いささか冷静さを欠いておられるようにお見受けいたしますぞ」

「この誘いに乗るのが、ルルの所にたどり着くための、最も手っ取り早い手段みたいだからな」

「危あやういですな。実に危うい」

　大おお雑ざつ把ぱな造りの顔を、カレシンは思いっきりしかめた。

「よもやシオン殿は、死ぬつもりなのではありますまいな？　だとすれば、僧の端はしくれとして見み逃のがす訳には参りませぬぞ」

　その言葉に、シオンはようやく振り向く。

「死ぬつもりとか、そういう話じゃないさ。ただ、ルルの他にあと一人、俺を待ってるやつがいるんだ」

「…………」

　カレシンは無言のまま、先をうながした。

「三年前、俺はあいつを見捨てて逃にげた。知らなかったとか、そういうことは言い訳にならない。だから今度は、今度ばかりは、あいつと向き合わなければいけないんだ」

　そう語るシオンの顔に、透とう明めいな笑みが浮うかぶ。それを見たカレシンは、はっと頭を下げた。

「事情がおありだということは、分かりました。ですが、御ご自身の命を粗そ末まつにしてはなりませぬぞ？　シオン殿と引き替かえに助けられたとて、ルル殿が喜ぶとは拙僧には思えませぬ故ゆえ」

「言ったろう、死ぬ気はないって」

　そう答えるシオンの笑みは、いつもの不敵なものだった。

「話せて少し楽になった。坊さん、あんた聞き上手だな」

「なに、これも商しよう売ばい柄がらというものですよ」

「あれこれ片づいたら、一いつ杯ぱい奢おごらせてくれ」

「それは、楽しみですなあ」

　カレシンはそれ以上何も言わず、礼拝堂を去るシオンを見送った。

　ややあって、今度はキリエが駆かけこんでくる。

「お坊様、さっきシオン様がなんだか怖こわい顔で出て行ったけど、何かあったの？」

「分かっておる。はてさて、ここから先はいらぬお節せつ介かいというものやもしれぬが、さりとて……」

　ブツブツとつぶやきながら、カレシンは立ち上がった。

「キリエ、拙僧は今から政庁まで出かける。身み支じ度たくを手伝ってはくれぬか？」




　振るう剣けんをこれほどに重く感じたのは、初めてのことだった。

　宿舎の庭で、セレインは愛用の大剣を手に、型稽けい古こを繰くり返す。脳のう裏りに浮かぶ敵手の姿は、黒天騎士タイガのものだった。彼の立ち姿や、振るった無む手ての技わざを思い浮かべつつ、それを制するために剣を遣つかう。

「くっ」

　だが、自身でも分かるほど、太た刀ち筋すじが乱れていた。

　刻まれた敗北の記き憶おく、そして姿を消したシオンへの疑念と不信。それらによって乱れたセレインの心が、振るう剣にはっきりと現れている。

　それを正そうとすれば、焦あせりに繫つながってしまい、さらに剣を乱すという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。息が上がる。目まいがする。ついには振り回した剣の重さに引き摺ずられて、その場に尻しりもちをついてしまった。

　自分の情けなさに、涙なみだまで滲にじんでくる。

「……無様だ」

「全くよ」

「え？」

　突とつ然ぜんの返事に、驚おどろく間もなかった。

　目もくらむような痛みが、脳天で炸さく裂れつした。いつの間にかしゃがみこんだセレインの背後に回りこんだ何者かが、拳げん骨こつを頭に振り下ろしたのである。

　涙目で頭を押さえながら、セレインは振り向く。

「まったく、お前にそんな無様な剣を教えたつもりはないぞ」

「ち、父上？」

　自分を見下ろす父ダルカンの巨きよ軀くに気づき、セレインは慌てて立ち上がった。

「なぜ、ここに？」

「ザカリアに政庁へと案内させておる最さい中ちゆう、お前の情けない姿を見てのう。活を入れねばならぬと思うたのよ」

　見ればやや離れた場所で、馬を引いたザカリアが手を振っている。

「いえ、そういう意味ではなく──」

「この街に来た理由のことか？　決まっておろう。あの若造を見定めるためよ」

「若造……シオンのことですか」

　うつむいたセレインの顔が、強こわ張ばった。愛まな娘むすめのそんな表情を見て、ダルカンは重い声で言った。

「どうやら、あやつの素す性じように見当はついとるようだの」

「…………父上は、シオンの正体をご存じなのですね」

「うむ」

　聞きたいのか？　と無言で問いかける父に、娘むすめは沈ちん黙もくの肯こう定ていで答える。

「あやつはグラニヤの黒天騎き士し〈鴉コローネ〉。三年前に儂わしの右みぎ腕うでを奪うばった仇かたきよ」

　ああ、やはり──それを聞いたセレインが感じたのは、驚きではなく納なつ得とくだった。

「真の名は、シオン・ジルヴァ。同じく三年前にグラニヤ皇こう帝ていの命で一族を根絶やしにされ、復ふく讐しゆうの誓ちかいを抱いだいてエルザイムに流れ着いたとか」

「そう、ですか」

　疑念の答えを得ても、セレインの心は乱れたままだった。夕風に翻ひるがえるダルカンの空から袖そでが、目に映る。

　敬愛する父の右腕を奪った、黒天騎士〈鴉コローネ〉。憎にくむべき仇と思い定めていたその男が、よもやあのシオンだったとは。

「ザカリアから聞いたが、ルルが拐かどわかされたらしいな。それを追って今朝方、二人の黒天騎士と交戦したとか」

　そう確かめるダルカンに、セレインはうなずく。

「〈白鳥キユノクス〉に〈狼リユコス〉、二人はそう名乗っておりました。おそらく、シオンへの追っ手なのでしょう。二人のうち〈白鳥キユノクス〉の方はシオンのことを兄と呼ぶ、あいつと瓜うり二ふたつの女でした」

「ジルヴァ家の身内、おそらくは妹であろうな。グラニヤも酷ひどいことをするものよ」

　そう詠えい嘆たんしたダルカンが、セレインをじろりとにらんだ。

「で、お前は何をしておるのだ？」

「え？」

「いつものお前なら、とっくにあの若造を追って飛び出しておるはずだが。騙だましたな父の仇かたき、と剣を振り下ろすにせよ。あるいはそれはさておいて、手を携たずさえてルルを救い出すにせよ」

「そ、それは……」

　口くち籠ごもったセレインは、ダルカンから目を逸そらす。

「なるほど、折れたか」

「!!」

　図星だった。

「黒天騎士を相手に手も足も出せず叩たたきのめされ、騎士としての己おのれを見失ってしまったのだな」

　立ち尽つくすセレインは、唇くちびるを嚙かみ締しめることしかできない。

「不ふ甲が斐いない娘と、お笑いください」

　ようやく、その一言だけを絞しぼり出せた。

「笑えぬよ。三年前の儂も、そうであった──当初は、な」

「当初は、ですか？」

　含ふくみのある物言いを、セレインは繰り返す。

「そうよな。よい機会だ。あの魔ま人じんどもを打つため三年掛がかりで編み出した我が秘剣、その一手を伝えておこう」

　無骨な笑えみで、ダルカンは言った。




「木ぼつ剣けんって、これでいいっすか？」

「うむ、ありがとう」

　カロの持ってきた二振ふりの木剣、セレインは軽く振って具合を確かめた。問題ない。うち一振りを、ダルカンに手て渡わたす。

「いいんですかねえ、ザカリア様？　戦いくさとかルル様のこととか色々あるのに、今さらこんなことやってても」

「とりあえず、様子を見よう」

　下がったカロが、ザカリアと何やらコソコソ話している。セレインは気にも留めず、ダルカンに向き合った。

「始めるか」

　そう言うなりダルカンは、懐ふところから取り出した手て拭ぬぐいを、顔の上半分に巻き付ける。そうやって目め隠かくしをしたまま、木剣を構える。

　奇き行こうとしか見えない父の行動に、セレインは戸と惑まどった。

「さあ、どこからでも打ちこんでこい」

「いや、どこからと仰おつしやいましても。そもそも目隠しをしては稽古になりませぬし、危険すぎます」

「つまらん遠えん慮りよは無用だ。この程度では、かすり傷一つ付かぬ」

　その言葉に、セレインの眉まゆがピクリと動いた。剣けん吞のんな目で、目隠ししたままのダルカンをにらみつける。

「どうした？　早くこい」

「父上は私を、馬ば鹿かにしているのですか？　あのような無様な剣を遣う不出来な娘など、目をつぶってもあしらえると」

「違ちがうと言うのなら、証明してみせよ」

「……分かりました」

　段々と、本気で腹が立ってきた。

　脳天に一発、思いっきりブチこんでやろう。まさかその程度で死ぬような父でもあるまい。そう思い定めて、大上段に木剣を構える。

「いやああああっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いを、セレインは発した。そのまま踏ふみこみ、無防備なダルカンの頭へと木剣を振り下ろす。

「せい！」

　対するダルカンの気勢は、低く短い。同時に跳はね上がった木剣が、セレインの一いち撃げきをはね除のけた。

　木剣同士がぶつかり合い、乾かわいた音が響ひびく。

「なっ!?」

　まさか、防がれるとは思っていなかった。体勢を崩くずしたセレインは、その場に倒たおれこんで尻もちをつく。

　目隠しをしたまま、ダルカンは笑った。

「もう終わりか？」

「いえ、まだ」

　立ち上がったセレインは、再び木剣を構える。今度は父の手首に狙ねらいを絞り、鋭するどく速く木剣を振るった。声も発さない。

　またしても、あっさりと返された。

　同じく無言のまま、ダルカンは一歩下がる。円の軌き跡せきを描えがく切っ先がセレインの木剣を絡からめ取り、そこからスルリと伸のびてセレインの眼前に突つきつけられた。

　間かん一いつ髪ぱつの寸止めに、セレインは生なま唾つばを吞のむ。

「もう一手、お願いします」

「よかろう」

　セレインは完全に本気だった。息を殺し、足音を殺し、気配を殺し、そろそろと摺り足でダルカンの背後に回りこむ。

　微び動どうだにせぬ父の背中へと距きよ離りを詰つめ、今度こそはと木剣を振り上げ──

「工く夫ふうは認めるが、どうも姑こ息そくよの」

　それに先んじて、ダルカンが動いた。

　振り向き様に振るわれた木剣が、地面スレスレを横よこ薙なぎに走り、セレインの脛すねを思いっきり払はらう。

「────!!」

　たまらずセレインは、その場に引っ繰くり返った。打たれた脛を押さえ、声も出せずに地面を転げて悶もん絶ぜつする。

「ま、参り、ました、父上」

「見たか。これが黒天騎士を斬きるための工夫だ」

　涙なみだ目めで降参するセレインの前で、ダルカンは目隠しを取った。

「あやつらの振るう異能超ちよう常じようの業わざは、目で見切ろうとしても捉とらえられるものではない」

「……はい」

　敗北の苦味を嚙み締めながら、セレインはうなずいた。

「ならば、応ずる手は一つ。自らの目を封ふうじ、代わりに心であやつらの業を捉え、見切るしかない」

「そ、そのようなことが？」

「現に今、やって見せた通りよ。死中に活あり、心眼に勝機あり──故ゆえに儂はこれを、心しん眼がん剣けんと呼んでおる」

　半信半疑のセレインに、ダルカンは目隠しの手拭いを手渡した。

「ザカリア様、何かあのお二人って無茶苦茶なこと言ってないっすか？」

「り、理り屈くつは分からないでもない……のか？」

「っていうかあれが本当なら、戦場は目隠しした騎士だらけっすよね」

　外野のつっこみをよそに、セレインは受け取った目隠しをまじまじと見つめる。

「死中に活あり、心眼に勝機あり──か」

　そうつぶやいたセレインは、意を決して目隠しをする。たちまち視界が、闇やみへと閉とざされた。

「お願いします」

「おうよ」

　次の瞬しゆん間かん、頭を強したたかに打たれる。

「────!!」

　十分に手加減された一撃ではあったが、それでも視界を覆おおう暗くら闇やみが真っ赤に染まった。

「父上!!　全く何も見えませんでした！」

「当たり前だ。見ようとするのではなく、心で感じるのだと、そう言ったであろう。よいか、闇の中で光が星のように瞬またたいたら、それが機だ。何も考えずに打ち返せ」

「光が……星のように瞬く」

　繰り返したセレインは、目隠しをしたまま木剣を構え直した。

「もう一度！」

　今度のダルカンは、無言で木剣を振るった。

「あれって、止めなくっていいっすかね？」

「もう少しだけ、様子を見よう」

　周囲の雑音も遠ざかり、やがて消える。目の前に広がるのは、黒々とした無明の闇のみ。その片かた隅すみで、何かが小さく煌きらめいた──ような気がした。

（これか！）

　反射的に下がろうとした足を抑おさえ、むしろ前に出る。父の言葉通り、瞬く光へと木剣を振り下ろした。避さけも受けも考えない。

　肉を打つ重い音が、二つ響く。

「くっ……」

「──むう」

　父娘おやこの剣は、互たがいの肩かた口ぐちを捉えていた。セレインの目隠しがハラリと落ち、二人揃そろって後方に引っ繰り返る。

「よくやった、セレイン」

　大の字で大きく呼吸を繰り返しながら、ダルカンは娘を賞賛する。セレインもまた喘あえぎ喘ぎ、父に疑問をぶつけた。

「ですが父上、これでは相あい討うちにしかならぬのでは？」

「確かに、その通りよ」

　むくりと上体を起こしたダルカンが、ニヤリと笑う。

「だがそれで、騎き士しとして恥はずかしくない死に方はできよう？」

「────!!　た、確かに！」

　その言葉に、セレインも跳ね起きた。

「命を惜おしむな、名こそ惜しめ。ただそれだけの話ではないか。何をあれこれと迷っていたのだ、私は」

　頭の中の霧きりが、スッと晴れたような心ここ地ちだった。

「ようやく騎士の心得を思い出したか、馬鹿者め」

「いたらぬ娘で、申し訳ありません」

　ダルカンに肩かたを叩たたかれながら、セレインは莞かん爾じと笑う。

「やっぱり騎士って、頭おかしいっす」

「あ、あの父娘を騎士の代表にするな！　相当に特とく殊しゆな例だ！」

　何やらザカリアが喚わめいていたが、気にしない。晴れやかな思いのまま、セレインはダルカンに頭を下げた。

「父上、私はこれよりシオンを追おうと思います。あいつに助すけ太だ刀ちし、共にルルを助けるために」

「ほう、それがお前の答えか」

　ダルカンの顔から笑みが消え、低い声が剣けん吞のんに響いた。だがそんなことで、今さら臆おくしたりはしない。

「私にとってシオン・ナグザレアは、友とするにたる男です。たとえ、父上の右みぎ腕うでの仇かたきだとしても」

　そう、ただそれだけのことなのだ。

　そんな簡単なことに、自分はなぜ今の今まで気づかなかったのだろうか？　我ながらセレインは不思議だった。

「ふん、好きにするがいい──ザカリア！」

「あー、はいはい」

　何やら疲つかれた様子のザカリアが、馬を引いてくる。

「急ぐのであれば、使え」

「ありがとうございます、父上」

　なぜか鞍くらにグラニヤの一二弁紋もんが描かれている上、返り血でまだらに汚よごれていたが、特に気にはならなかった。

「で、シオンは一体どこにいるんだ？」

「それは──」

　ザカリアから肝かん心じんなところを突つかれて、セレインが口くち籠ごもった時である。

「おやおや、これは皆みな様さま方お揃いで」

　僧そう服ふく姿のカレシンが、ひょっこりと現れた。




　しばし後──

「久しいな、ランゼイ」

　寝しん室しつへと通されたダルカンの姿に、ランゼイは目を丸くした。

「か、閣下!?　ダルカン閣下ではありませぬか──ウグッ」

　慌あわてて寝しん台だいから起き上がろうとしたランゼイは、傷の痛みに身を捩ねじった。それを見たダルカンが、かつての部下へと駆かけ寄る。

「そのまま、そのまま。無理をするな」

「申し訳ありませぬ、情けないところをお見せしました」

　上体だけ起こした姿勢で、ランゼイは苦しげに息をついた。

「いつ、こちらへ？」

「つい先ほどにな。野暮用を一つ片づけに参ったのだが、来てみればそれどころでなくてのう」

「そうですか。いや、これは重ちよう畳じよう」

　しきりにうなずいたランゼイが、ダルカンに言った。

「無理を承知でお願いいたします。今の自分はこのテリナスを守る将にもかかわらずこの体ていたらく。これではグラニヤへの勝利は覚おぼ束つかないでしょう。なにとぞ不ふ甲が斐いなきこの身に代わり、采さい配はいを取ってくださいませ」

「やはり、そう来たか」

　頭を下げるランゼイの前で、ダルカンは渋じゆう面めんを浮うかべる。

「儂わしは三年も前に、家か督とくを娘へと譲ゆずった隠いん居きよの身だぞ？　それが今さらしゃしゃりでるなど、年寄りの冷や水というものであろう。お主一人は良いにせよ、他の部将らは面おも白しろくあるまい」

「いや、それはないみたいですよ」

　寝室の入り口から、ザカリアが口を挟はさむ。続いて、何やら廊ろう下かからいくつもの足音が近づいてきた。

「ダルカン閣下のことを主だったお歴々に伝えたら、こんな具合でして──」

「おお、真まことにダルカン閣下だ！　間ま違ちがいない」

　そんな大声と友に、エルザイム軍の部将たちが次々と入室する。

「閣下、お久しぶりです！」

「東部最強の騎士が戻もどられたぞ！」

「勝てる、これで勝てるぞ！」

　大して広くもない寝室は、あっという間に一いつ杯ぱいになってしまった。やかましいことこの上ない。

「え、ええい貴様ら！　何をやっておるか!?　散れ、散れい！」

「しかし、将軍──」

「話は後で聞くから、とりあえずは部屋からでろ！　怪け我が人にんが休めないだろうが、馬ば鹿か者ものどもめ!!」

　ようやく騎士たちを寝室から追い払はらったダルカンが、顔をしかめて言った。

「分かった。代将の件は引き受けよう。お主はゆっくり休んでおれ」

「ありがとうございます、閣下。これで肩の荷にが、一つ下りました」

「一つ、か？」

「ええ、もう一つは──」

　息を潜ひそめたランゼイが、寝室に他ほかの人間がいないことを確かめると、懐ふところから一通の書状を取り出した。

「閣下、これを」

「む？」

　書面に目を通した途と端たん、ダルカンの顔が鋭するどく引き締しめられている。

「これが、アートルム卿きようの立てた策か？」

「はっ。詳くわしき手て筈はずは、ヴェスという書記官に整えさせております」

「分かった。それにしてもさすがはアートルム卿よ。三年ぶりに、色々と語り合いたいものだな」
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　どことも知れぬ狭せまい一室に、ルルは捕とらわれたままだった。窓の外ではすでに日が沈しずみ、夜の帳とばりが訪おとずれている。

「食事だ」

　パンとスープの皿を手にして、タイガが部屋に入ってきた。皿を並べると、ルルの縛いましめを解く。

「いただきますの……」

　小声で力なく言ったルルは、もそもそと食事にとりかかった。パンもスープも、全く何の味もしない。

　そんなルルの様子を、タイガは無表情で見張っていた。

「今朝方、シオン様と戦った」

　タイガのつぶやきに、ルルは顔を上げる。

「お、お兄様は、ご無事ですの？」

「無事だ──今はまだ、な」

　淡たん々たんとタイガは言った。

「街に我らの痕こん跡せきを残してきた。あの方ならば、今日のうちにこの場所を探さぐり当てよう」

　珍めずらしくタイガの口数が多い。決戦を前に、彼もまた昂たかぶっているのだろうか。

（無理もありませんわね）

　タイガやランと、シオンとの関係を、ルルはすでに知っている。

「こんなこと、間違っていますわ」

　だから、それだけは言わずにおれなかった。

「どんな理由があっても、血を分けた兄妹きようだいが殺し合うなんて」

「今さら詮せんなきことだ」

　タイガの返事は、にべもないものだった。

「あなたは、それで良いのですの？　子供のころからジルヴァの家に仕え、お兄様やラン──様を見守って来たのでしょう」

「…………」

「そもそも、あなた方にとってもグラニヤは仇ではありませんの？　それなのに、なぜ、どうして……」

「言うな、小こ娘むすめ！」

　タイガが初めて、声を荒あららげる。

「我ら黒天騎き士し団の将たる〈獅子レオーン〉クヨウ・スラン閣下。あの方がおられる限り、我らはグラニヤを離はなれることはできぬ。俺にせよ、ラン様にせよな」

「〈獅子レオーン〉……クヨウ──」

　その名を小さくつぶやき、ルルはかすかに身を震ふるわせた。

「ラン様にとってあの方は、今でも身も心も捧ささげる許婚いいなずけのまま。俺にとっても、騎士として身を立てたいという身の程ほど知らずな大望を叶かなえていただいた、無二の恩師だ。あの方を裏切ることなど、できん」

　食事を終えたルルの小さな体に、タイガは再び縄なわをかける。

「今夜で、餌えさとしてのお前の役目も終わる。せめて、シオン様の勝利を祈いのるがいい」

「ま、待ってくださいませ！」

　立ち上がり、背を向けたタイガを、ルルはもう一度だけ呼び止める。

「最後にお聞かせくださいませ。タイガ殿どのが騎士となることを志したのは、ラン様のためですの？」

「くだらんことを」

　その一言を残し、タイガは部屋を後にした。




　埃ほこりっぽい広間に明かりもつけず、ランはうずくまっていた。

「娘むすめに、食事を届けて参りました」

「……そう」

　タイガの報告にも、短く返すだけである。

「それと、着ちやく陣じんした青嵐騎士団との連れん絡らくに参ることをお許しください。団長のノウェ将軍とは、これまでも何度か共に──」

「その必要はないわ」

　ようやくランが、タイガを振ふり向いた。

「青嵐への義理立てなら今朝方、エルザイムの将軍を倒たおしただけで十分よ。あの様子なら、しばらく起き上がれないでしょうし」

　気け怠だるげな仕草で、そう言い切る。

「私たちの狙ねらいは、あにさまだけ。そうね、あのアートルムとかいう軍師の首くらいなら、ついでに挙げてもいいけれど」

「ですが──」

「くどいわよ、タイガ！」

　ランの声が、癇かん癪しやく気味に震えた。

「……出過ぎたことを申しあげました」

「そう、それでいいの」

　タイガの従順な態度を目にして、ランは満足げにうなずいた。その場で立ち上がり、うっとりとここではないどこかを見つめる。

「早く来て、あにさま。今、どこにいるの？　ひょっとして、すぐそこから私たちを見ているのかな──」

　まるで歌うように語る主あるじの姿から、タイガは痛ましげに目を逸そらした。




　全くの偶ぐう然ぜんながら、ランの読みは的中していた。

「あの家か」

　暗い路地裏に身を潜め、一いつ軒けんの空き家を見やる。以前はとある交易商の本ほん邸ていだったその家に、ランとタイガは身を潜めているのだ。

　ふと、傷が疼うずいた。ランの〈雷らい塵じん〉で火傷やけどを負った右手も、タイガの拳こぶしを受けた左ひだり脇わきも、まだ癒いえてはいない。

（死ぬかもしれないな）

　だがそれでも、シオンは行くつもりだった。

　かつて、見捨ててしまった実妹いもうと。そして今、巻きこんでしまった義妹いもうと。二人に報むくいる方法は、これだけしか思いつかない。

（すまない師し匠しよう、どうやら俺はこの程度の男だったみたいだ）

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべつつ、踏ふみ出そうとした時だった。

「見つけた!!」

　大だい音おん声じようと馬ば蹄ていの響ひびきが、路地裏に轟とどろいた。

　シオンを踏み潰つぶすような勢いで駆かけつけた騎き馬ばから、シオンは慌あわてて身をかわした。その背から、ひらりと騎士が飛び下りる。

　言わずと知れた、セレインだ。

「どうして、ここが？」
















「カレシン師から、お前が誘さそい出された場所を聞いてな。馬を飛ばしてきた」

「……口が軽いんだよ、あの糞くそ坊ぼう主ず」

　そうシオンは罵ののしる。

「で、何しに来たんだよ」

「決まっている。ルルを助け出すため助すけ太だ刀ちに来た。いるのは、今朝方の黒天騎士二人なのだろう？　ならばこれで二対二だ」

　セレインが、背負っていた愛用の大たい剣けんを叩たたく。

　それを見たシオンは、軽く首を振った。

「やめとけよ。無理はしなくていい。セラちゃんだって分かっただろう？　黒天騎士ってのが、どれだけヤバイ連中なのか」

「そのことなら心配無用だ。ちょうど来ていた父上から、新たな剣の一手を教わったからな。もうあの時の様な無様は見せない」

「来てたのか、ダルカン将軍」

「ああ。色々と話を聞いた」

「なら、もう分かっただろう？　俺の、本当の名は──」

「知らないな」

　皮肉げなシオンの言葉を、セレインは遮さえぎった。

「私が知っているのは、シオン・ナグザレアという流れの騎士だ。黒天騎士〈鴉コローネ〉のシオン・ジルヴァなど、知らない」

「知ってるじゃないか」

「し、知らないと言ったら知らないのだ！」

　ムキになったセレインを、シオンは半眼で見やる。

「も、もういい。とにかく、私はお前のことを信じているし、今でもお前のことを友だと思っている。昔のお前のことは、関係ない」

　たどたどしいが、真しん摯しな言葉だった。

　一いつ瞬しゆん、ポカンと目を丸くしたシオンは、慌ててそっぽを向く。

「どうしたのだ、シオン？」

「……何でもない」

　どうにも気き恥はずかしく、セレインの顔をまともに見られない。そのまま足早に、ランたちの潜ひそむ空き家を目指す。

「ルルを助けたい。力を貸してくれ」

「任せろ」

　シオンの後に続きながら、セレインは力強くうなずいた。

　何か気の利きいたことを言おうとするシオンだが、何も思いつかない。師から教わった弁論術も、こういう状じよう況きようでは無意味である。

　結局、素す直なおに自分の思いを口にした。

「ありがとうな、セラちゃん」

「何を今さら。私はお前の相棒なのだぞ」
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　月のない、暗い夜だった。

　目指す空き家の玄げん関かん扉とびらを、シオンはゆっくりと押した。かすかに軋きしみながら開いた扉の向こうから、埃ほこりっぽい臭においが漂ただよってくる。

「行くぞ」

「ああ」

　続くセレインと短く言葉を交かわし、屋内に踏みこむ。

　空き家の中は、外よりもさらに暗かった。闇やみの中で息を殺し、足音を忍しのばせて歩く。もっとも、こちら側の潜せん入にゆうには、向こう側も気づいているだろうが。

　案の定と言うべきか。

　何の前まえ触ぶれもなく、空き家にいくつもの明かりが灯ともった。唐とう突とつな光を浴び、シオンとセレインは暗がりに慣れた目を瞬しばたたかせる。

「来てくれたのね、あにさま」

　上の方から、聞き慣れた少女の声がする。

　玄関のホールから二階に上る階段、その踊おどり場に腰こしかけたランが、シオンたちを見下ろしていた。

「そりゃ、お前からあんな熱ねつ烈れつなお招きをいただいたからな。兄としては、顔を出さないってわけにはいかないだろ」

　軽口で返しながら、シオンはランの様子をうかがう。

（変わらないな）

　ランの浮うかべている屈くつ託たくのない笑みは、シオンの記き憶おくにある彼女の笑顔とほとんど変わらなかった。まるで、かつてのジルヴァ邸ていで妹から出で迎むかえられたかのように、錯さつ覚かくしてしまいそうになる。

　一いつ切さいの色素を失った白い髪かみと、そして黒い瞳ひとみの奥で怪あやしく揺ゆれる陽炎かぎろいから目を逸らせば、ではあるが。

（シオン、あのタイガという男の姿が見えない）

（出方をうかがう。油断するなよ）

　そう小声でやり取りするシオンとセレインの姿に、ランは可愛かわいらしく口を尖とがらせる。

「せっかく久しぶりにあにさまと話せたのに、こそこそ内ない緒しよ話ばなしはやめて。大体、その雌めす猪いのししまで呼んだつもりはなかったのに」

「……雌猪」

　顔を引きつらせたセレインが背の大剣に手を伸のばすが、寸前で自重した。

「やっぱりお前、少し変わったな。人の悪口を言うようなやつじゃなかったのに。お兄ちゃんは悲しいぞ」

「悲しいのは、私もよ。妹としてはね、あにさまにちゃんと相応ふさわしい人とお付き合いして欲しいの。それなのにそこの猪とか、妹を騙かたる偽にせ者ものとか、そんな変なのばかりがあにさまの周りをうろうろしているんだから」

　突とつ然ぜん、ルルの笑顔が引っ繰くり返った。

　シオンには、そう見えた。

「だからあにさまの代わりに、私がそういうのを片づけてあげないとね」

　滴したたるような悪意を、もはや隠かくそうともしていない。

「やりなさい、タイガ」

「は」

　命令一下、玄関の片かた隅すみにうずくまっていた影かげが、背後から躍おどりかかった。

「舐なめるな!!」

　振ふり向き様に大剣を抜ぬき放ったセレインが、迫せまる影を迎むかえ撃うつ。

　響く鈍にぶい音──

　ぶつかり合う剣と拳──

「同じ手がそう何度も通じると思うなよ、黒こく天てん騎き士し」

「ほう、今のを捌さばくか」

　間近でにらみ合う、セレインとタイガ。互たがいの視線がぶつかり合い、激しい火花をまき散らす。

「シオン、ここは私に任せろ！」

　そう叫さけぶなり、セレインは一気に前へと出る。突とつ撃げきの勢いでタイガを押し切りつつ、諸もろ共ともに玄関口から外に飛び出した。

「本当、猪ね」

　呆あきれたようにつぶやいたランが、視線をシオンへと戻もどす。

「それにしてもあにさま、あのルルって子のことは何も聞かないんだね。心配じゃないの？」

「…………」

「意外と薄はく情じようなんだ。かわいそうに」

　そう挑ちよう発はつするランに、今度はシオンが薄うすい笑えみを浮かべた。

「なに、心配する必要がないってだけさ」

「どういう意味？」

「お前はルルに、手を上げられるようなやつじゃないからな。万一、後先考えられないくらい怒おこっても、タイガが抑おさえてくれるだろうし」

「……やめてよね」

　ランの端たん整せいな顔から、笑みがごっそりと抜け落ちた。

「そういう見み透すかしたような物言い、本当にやめて。あにさまに、今の私の何が分かるっていうの？　あにさまの知っている、三年前の私とは違ちがうのよ。今の私は──」

「黒天騎士の〈白鳥キユノクス〉様だろ？　朝に聞いたよ」

　面おも白しろくもなさそうに、シオンは言った。

「いいから、かかってこいよ。そのために、俺を呼んだんだろ？」

　腰の剣を抜き、無造作に構える。

「ええ、そうよ」

　ランもまた、二振ふりの曲刀を手に取った。

「そう言えば私のこと、オウマからは聞いていなかったの？」

「あいつは最さい期ごまで、お前のことは言わなかった。ただ最期の最期に、それらしいことを匂におわせていたが」

「そうなんだ……ばかな人」

　目を伏ふせたランの顔を、一瞬だけ切なげな表情が過よぎる。

　それを見たシオンは、オウマの秘ひめていた想おもいをランへと伝えるべきか迷った。わずかな逡しゆん巡じゆんの後、結局は思いとどまる。

（俺とオウマだけが、知っていればいいことだ）

　そんな兄の内心を知らず、ランは階段状でわずかに身をかがめる。

「じゃあ、行くよ」

「来な」

　兄妹きようだいの言葉とまなざしが、虚むなしくすれ違った。




　その轟ごう音おんは、捕とらわれたルルの下もとにも届いていた。

「始まりましたのね」

　暗い部屋の中でルルは、縛いましめられた小さな体をブルリと震ふるわせた。じわりと、両の目に涙なみだが滲にじむ。

　恐きよう怖ふはある。怯おびえてもいる。だがそれ以上に、悲しみがルルの胸を満たしていた。

「兄妹で戦うなんて、間ま違ちがっていますわ」

　脳のう裏りに浮かぶ義ぎ兄けいの顔が、彼によく似た少女と重なる。

「ルルが、何とかいたしませんと」

　あえてそう声に出した。

　自分のような子供が首を突つっこんでも、何ができるのかわからない。むしろ、何もできない可能性の方が高い。

　だがそれでも、何もせず目も耳も閉じて、何もかもが終わってしまうのをただ待ち続けるのはごめんだった。

「ルルが、何とかいたしますの」

　意を決したルルは、部屋の片隅を見やる。そこには燭しよく台だいが据すえ置かれ、ロウソクの灯ひがユラユラと揺れていた。

　タイガが置いていったものである。

「あれなら」

　そうつぶやきながら縛しばられた不自由な体をよじって、燭台へとにじり寄った。そのまま燭台に背を向けて座りこむと、後ろ手に縛められた両りよう腕うでを、ロウソクの火へそろそろと近づける。

　ロウソクの火で、縄なわを焼ききるつもりだった。まずは自身の自由を取り戻さねば、話にならない。

「うん──しょ──」

　懸けん命めいに背中の方へと首を向けるのだが、腕もロウソクもまともに見えない。何とか見当をつけつつ、手首の結び目を火にかざそうとする。

「──つっ！」

　突然の熱さと痛みに、ルルは声にならない悲鳴を上げる。目測を誤って、右の小指を火で炙あぶってしまったのだ。

　ズキズキと、火傷やけどが痛む。手当てどころか、具合を確かめることさえできなかった。

（やっぱり、無理……いいえ）

　激しく首を振り、弱気の虫を追い払はらう。

　シオンたちが戦場で負う傷の痛みは、こんなものではないはずだ。それなのに、自分一人がこの程度の火傷で挫くじけてはいられない。

「さあ、もう一度」

　再びルルは、ロウソクの火に両手をかざす。額にびっしりと浮かんだ汗あせが、熱さによるものなのか、それとも緊きん張ちようによるものなのか、それすら分からなかった。




　グラニヤ軍の特とく徴ちようの一つは、野営地の重視である。

　形状は、ほぼ正確な正方形。外周には壕ごうを掘ほり土ど塁るいを築き柵さくを立てて防ぼう壁へきとし、将兵はその中に天幕を張って一夜を過ごすのだ。

　その夜、エンゾーム集落の青せい嵐らん騎士団もそれは変わらなかった。

　本営等には百ひやく姓しよう屋を用いているものの、騎士たちの大半は天幕で寝ね泊とまりしている。頑がん強きような障しよう壁へきは集落をスッポリと抱かかえこみ、まるで砦とりでのようだ。そこかしこで篝かがり火びが焚たかれ、立りつ哨しようする兵士たちを赤々と照らし出している。

　異変が生じたのは、夜半を回った頃ころ合あいだった。

　野営地の防壁には、その四方に出入りのための門が設けられている。そのうち、東の門がゆっくりと開いた。

「さて、行くかね」

　団長であるノウェ将軍の言葉と共に、騎士の隊列が動き出した。鎧よろいの鮮あざやかな青も、今は夜よ闇やみの下に塗ぬりこめられている。

　次々と門をくぐる騎士たちは、恐おそろしいほどに静かだった。馬の口に校かせを嚙かませて嘶いななきを封ふうじ、蹄ひづめに藁わらを巻いて足音を抑える。音もなく進む騎士たちの行軍は、まるで夢む魔まの一団のようだ。

　グラニヤの一二弁旗は掲かかげられておらず、それどころか松たい明まつすら灯ともされていない。昼間の斥せつ候こうに出た騎士たちに先導され、隊列はまず街かい道どうに出た。そのまま、道沿いにゆっくりと南下する。

　目標は当然、テリナスの街だ。

「夜や襲しゆうは初めてかね？」

　緊張を隠せない様子の副官に、ノウェは馬上で話しかけた。麾き下かの騎士たちには声を出さないよう厳命している中、こればかりは将の特権である。

「何度か。これだけの規模のものは初めてですが」

　正直に副官はそう答える。

「そうか。まあ、俺についてくればいい」

「は、閣下」

　そう短いやり取りを交かわし、ノウェも副官も口を閉とざす。

　星空の下には、目指すテリナスの城じよう壁へきが、黒々とうずくまって見えた。
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　初手を取ったのは、ランの方だった。

「はっ」

　短い気合いの声と共に、階段を蹴けって高々と跳ちよう躍やく。そのまま真上からシオンへと躍りかかる。

　振り下ろされる二振りの曲刀を、シオンは下段から撥はね上げた長ちよう剣けんで迎え撃った。

　互いの刃やいばと刃が、はしっと嚙み合う。

　膂りよ力りよくの差で、シオンが打ち勝った。打ち返されたランの体は、空中で一転する。すかさずシオンは右みぎ脚あしを跳はね上げ、追つい撃げきの蹴りを放った。

　だがランは素す早ばやく空中で身を翻ひるがえし、こちらも蹴りを放つ。

「せいっ！」

「ふん！」

　ぶつかり合う蹴りと蹴り、足底と足底。

　その反動を利用して、ランはさらに跳躍した。天てん井じようまで高々と飛び上がり、天窓の側そばに貼はり付く。

「やっぱり、家の中は狭せますぎるね」

　つぶやきながら、ランはシオンを見下ろす。

「追ってきて、あにさま」

　そう言うなりランは、はめ込み式の天窓を蹴り破ると、その向こうに躍おどり出た。

「ああ、分かったよ」

　シオンも〈風ふう陣じん〉を使用した。全身に風を纏まとって高々と舞まい上がり、天窓の残ざん骸がいを潜くぐって屋上に飛び出す。

　夜闇の中、レンガ組みの屋根を踏ふみしめて、兄妹は対たい峙じした。

「本気で来てね、あにさま」

　薄く笑うランの全身で、細かな電光が弾はじけている。

「そのつもりだ」

　表情を消したシオンの周囲で、風がかすかに唸うなり始める。

　そうやって言葉を交かわしつつ、互たがいの源力エーテルを解き放たれ、高まっていき──そして弾け飛ぶ。

「「参る!!」」

　時ならぬ嵐あらしが、テリナスの一画に吹ふき荒あれた。




　屋根へと飛び出したランの姿は、地上のセレインたちからも見えた。

「ずいぶんと派手だな、お前の主あるじは」

「ああいう方なのだ」

　路上で向かい合うセレインとタイガ。静かに剣けんと拳こぶしを構えながら、互いの出方をうかがっている。

（やはり、強いな）

　相変わらず寸鉄も帯びていないタイガの姿に、セレインは内心で唸った。打ちこむ隙すきが、まるで見つからない。

　影かげに身を潜ひそめるなどという怪あやしげな術を抜ぬきにしても、この男はいまだかつてない強敵だった。

「長引かせる訳にはいかん。早々に決めさせてもらうぞ」

　そう言いながら身を沈しずめたタイガの姿が、あっという間に闇へと溶とけこみ、そしてフッと搔かき消える。

　来た──戦せん慄りつしながら、セレインは動いた。

　身を翻し、長身を一転させ、背後に向けて大剣を振ふり下ろす。そこにタイガがいると、確信があったわけではない。今朝の敗北の記き憶おくに捕とらわれたまま、半ば恐怖に突き動かされての条件反射である。

　当然ながら、大剣はあっさりと空を切った。

　背後ではない。では、どこから来る？──右か？──左か？──裏の裏をかいて正面からか？

　右という読みは、完全に山やま勘かんだった。

　体ごとセレインが向き直ったのとほぼ同時に、虚こ空くうから拳だけが飛んできた。とっさにかざした大剣を盾たて代わりに、強きよう烈れつな拳けん打だを受け止める。

　凄すさまじい一いち撃げきだった。

　受けた瞬しゆん間かん、セレインの全身は骨の髄ずいまで痺しびれた。踏みとどまれず、両足が地面の石いし畳だたみから離はなれる。

　背後へと吹っ飛ばされるセレインの前で、拳から手首が生え、腕が生え、肩かたが生え──残心するタイガの全身が現れたのとほぼ同時に、セレインの体は空き家のレンガ塀べいへと叩たたきつけられた。

　あっさりと塀は粉ふん砕さいされ、崩くずれたレンガと立ちこめる粉ふん塵じんの中に、セレインは半ば埋うずもれてしまう。

「見切れた訳でもあるまいに、よく防いだものだな。いい勘をしている。だが、二度目はないぞ」

　そう告げるタイガの前で、セレインは立ち上がった。全身が打ち身で痛むが、それは生きている証あかしでもある。もし先ほどの拳が直ちよく撃げきしていたならば、痛みどころか首から上が消し飛んでいただろう。

　ぞくり、と背筋を走った恐きよう怖ふを、セレインは必死に押し殺した。

（恐れるな）

　騎き士しとして恥はずかしくなく死ねる──父の言葉を嚙み締しめながら、セレインは頭の後ろに手を回した。そのまま、三つ編みの髪かみを解く。

　解かれた金きん髪ぱつがふわりと舞い、わずかな光源にきらめく。髪を束ねていた青いリボンをセレインは手にとり、目め隠かくしとして顔に巻いた。

「……何だ、それは？」

　タイガの声が、初めて戸と惑まどいに揺ゆれる。

　セレインはそれに答えず、まだ無事な塀を背にしてすくっと立った。自ら視界を封じた真の闇の中で、大剣を大上段に構える。

「さあ来い、黒天騎士。このセレイン・コーディアナの首、取れるものなら見事に取ってみろ」

　そうセレインが叫さけんだ途と端たん、タイガの気配が揺らぎ、薄うすれ、そして搔き消える。おそらく、またもや影に身を潜めたのだろう。

　これでいい。

　塀を背負っているこの体勢ならば、背後を取られる気き遣づかいはない。右か左か正面かは分からないが、タイガが来た瞬間に全力で斬きりつけるだけである。

（闇の中で光が星のように瞬またたいたら、それが機だ）

（何も考えずに打ち返せ）

　心中でダルカンの言葉を繰くり返しつつ、セレインはその時に備えていた。




　目指す城じよう塞さい都市テリナスは、夜の眠ねむりの中に静まりかえっていた。音もなく忍しのび寄るグラニヤ青嵐騎士団からは、そう見えた。

（見張りが少ないな）

　目を凝こらして城壁の上を見上げつつ、ノウェ将軍はそう思った。要所要所で焚たかれた篝かがり火びに照らし出される人ひと影かげ、その数が明らかに足りていない。

　籠ろう城じようするエルザイム軍が、城将の負傷の混乱から立ち直っていないという〈狼リユコス〉の見立ては、どうやら正解だったようだ。

「か、閣下、あれを──」

　傍かたわらの副官が、城壁を指差して声を張り上げる。

　城門の鉄てつ扉ぴが、軋きしみ音を立てつつゆっくりと開いていった。そう、事前の打ち合わせの通りに。

　その情景に思わず声を上げたのは、副官だけではない。グラニヤ騎士の間から一いつ斉せいに、呻うめきやどよめきが響ひびく。

　だがノウェにはこれ以上、発声を咎とがめる気も制する気もなかった。

「さすがは〈狼リユコス〉」

　そのつぶやきに続き、自ら声を張り上げる。

「全騎突とつ撃げき！　目標はテリナス──一気に落とすぞ!!」

　叫ぶのと同時に、ノウェは馬を駆かって飛び出した。ようやく校から解放された愛馬の嘶きが、高々と響き渡わたる。

「我に続け！」

　先頭を切って進む団長の後に、青い鎧よろいの騎士たちが続いた。事前の打ち合わせ通り、隊ごとに縦隊を組み、街かい道どうを駆ける。

　ようやく、城壁上の敵兵に動きがあった。地上のグラニヤ軍を指差しながら、何やら叫わめいているようだ。

　もう、何もかも遅おそい。

　狼狽うろたえるエルザイム兵を尻しり目めに、ノウェは城門を突つっ切った。後続の部下たちに、大声で命じる。

「後背を断たたれてはことだ。まずは城門塔とうを押さえよ！」

「は！」

　一隊が分かれ、城門の制圧に向かう。そちらを確かめたノウェは、城門をこちらから見下ろす影に気づいた。

　黒衣に覆ふく面めんまで被かぶったその姿に、ニヤリと笑う。

「相変わらずよい仕事をするな、〈狼リユコス〉殿どの！」

　まさかその声が聞こえたわけでもないだろうが、黒天騎士は恭うやうやしく一礼した。




　縄なわを焼く臭においが鼻をつく。

　懸けん命めいに熱さをこらえながら、ルルは縛いましめられた両りよう腕うでに力をこめた。

「ん……くっ──」

　半ば焼き切れていた結び目が弾け飛び、縄が緩ゆるんだ。ようやく解放されたルルは、そのまま床ゆかに倒たおれこんだ。

「はあ……はあ……」

　荒あらい息をつくたびに、薄い胸が上下する。

　ようやく自由になった両腕を、恐おそる恐る確かめる。白い肌はだのところどころに、赤い火傷やけどの痕あとが残っていた。

　痛い。

　涙なみだが出るほど痛い。

　体を丸めたルルは、声を押し殺してむせび泣く。

　もうこうやって、何もかもが終わるまでうずくまっていたい。あるいは何もかも放ほうり出し、一目散に逃にげ出したい。

「それでは、駄だ目めですの……」

　自分自身に言い聞かせるようにつぶやきながら、ルルは身を起こした。自由になった両手で、今度は足の縛めを解きにかかる。

　その一方で、耳を澄すます。どうやら戦いは、屋外へと移ったようだ。

　不意に頭上から、落らく雷らいのような物もの凄すごい音が響く。

「きゃっ」

　悲鳴を上げたルルは身をすくめた。

　あんな場所に自分のような子供が首を突っこんで、一体何ができるというのか？──そうやって萎なえそうになる心身を、懸命に𠮟しつ責せきする。

「できる、できないではありませんの。やるか、やらないかですわ」

　ようやく、足の縄も解けた。額の汗あせを拭ぬぐったルルは、萎えてしまったような両足に力をこめ、ふらつきながら立ち上がる。

　そうやって一歩一歩、ゆっくり歩き出した。

「お兄様、セラお姉様──ルルに力を貸してくださいませ」
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　テリナスの嵐は、いまだ続いていた。

「あは、あはは」

　響き渡る少女の笑い声と共に、まばゆいばかりの光が奔はしった。まるで彗すい星せいのように尾おを引きながら、空き家の屋上に陣じん取どるシオンへと襲おそいかかる。

　速い。

　速すぎる。

　とっさにレンガ屋根の上に身を投げ出すシオンだが、完全にはかわしきれない。かすめた雷らい光こうの余波が身を焼く。すれ違ちがいざまに振るわれた曲刀の刃はは、辛かろうじて自身の長ちよう剣けんで弾はじいた。

「あははははは」

　歪ゆがんだ笑い声のみを残して駆け抜ぬけた雷光は、通り一つ隔へだてた家屋の屋上で、唐とう突とつに搔き消えた。唐突に戻もどった闇やみと静せい寂じやくの中、佇たたずむランがシオンを振り向く。

「遅いよ、あにさま」

　ようやく立ち上がったシオンの姿を目にし、クスリと笑う。

「どうしたの？　こないの？　そんな風に屋根の上にへばり付きっぱなしだと、〈鴉コローネ〉の名前が泣くよ」

　挑ちよう発はつの言葉には乗らず、シオンは剣けんを構え直した。あくまで受けに徹てつする兄の姿に、妹はかすかに頰ほおを膨ふくらせる。

「別にいいけど。それじゃあまた、私から行くね！」

　そう叫ぶなり、ランの姿は雷光に包まれ、そして搔かき消えた。どこだ？　と探す間すらもない。

　その次の瞬しゆん間かんには、シオンのすぐ目前にランの姿が現れたのだ。

　額と額が、くっつきそうな距きよ離りに。

　その顔に、満面の笑えみを浮うかべて。

「ちっ！」

　とっさに振ふるった横よこ薙なぎの斬ざん撃げきは、あっさり空を切った。登場と同様の唐突さで、ランの姿はまたもや消え去る。

　大気の焼け焦こげる臭いだけを残したまま。

「だから、遅いって」

　今度の声は、背後のさらに上方から。振り向いたシオンの目に、双そう刀とうを閃ひらめかせて襲いかかるランの姿が映る。

　白はく刃じんを煌きらめかせつつ、艶つややかな笑みを浮かべたその姿は、戦場にあっても目を奪うばわれそうになるほど美しい。

　とはいえ、妹に惑まどわされるほどシオンは初う心ぶではなかった。

　長剣を右手一本で構え直し、ランを迎むかえ撃うつ。

「ふっ」

　気勢と共にシオンの長剣が翻ひるがえり、左右の曲刀を共に受け流した。そのまま体幹を右回りに回転させ、流れるような連れん携けいで左の掌しよう打だを繰り出す。

　ガラ空きとなったランの顔面を、シオンの掌打が捉とらえる──その直前、ランは後方に倒れこみながらその一いち撃げきをかわした。

　双刀を上空に放り投げつつ、空いた両手をレンガ屋根について後転。そのまま二度三度とトンボ返りを繰り返して、シオンとの間合いを取る。ほとんど軽かる業わざじみた、華か麗れいな身のこなしだ。

　だが、シオンの攻せめ手が、それで途と絶だえたわけではない。

「──〈風ふう陣じん〉！」

　空打ちした掌打を突き出した姿勢のまま、大気が唸うなった。圧縮された風が不可視の拳こぶしとなり、下がるランを追う。

　膝ひざ立ちになって落ちてきた曲刀をつかみ取ったランが、見えざる風の拳とその向こうのシオンをにらむ。

「──〈雷らい塵じん〉！」

　雷光に包まれたランの姿がまたもや搔き消え、今度は左手の家の屋上に現れる。

「今のは、ちょっと危なかったかな」

　そう言いながら小首を傾かしげるランは、まるで子供のころのような悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべている。

　まるで今の果たし合いが、兄妹きようだいのじゃれ合いにすぎないとでも言いたげな。

「やっぱり強いね、あにさま。あの頃ころとちっとも変わらない」

「お前は、強くなったな。まさかここまで〈雷塵〉を使いこなしているとは、思わなかったぞ」

　今の攻こう防ぼうでランの用いた術理を、シオンはほぼ正確に理解していた。

　全身に電でん撃げきを纏まとい、その反発力を利用した加速──などという生なま易やさしいものではない。自身の肉体そのものを、一いつ瞬しゆんとはいえ電撃に変へん換かんし同化させた、まさに雷らい速そくの超ちよう高こう速そく移動である。

「オウマもそうだが、三年でよくそこまで練り上げたものだ」

「言ったでしょう、そういう上から物を言うのはもうやめてって」

　ランの顔から、笑みが抜け落ちる。

「あにさまに言われた通り、私はてっぺんに立ったの。もう、あにさまと変わらない。今ので、ようやくそれが確信できた」

　低くつぶやくその声は、シオンというよりも自分自身に語りかけ、言い聞かせようとしているかのようだ。

　そんな妹の様子を、シオンは注意深く観察する。

「そうよ、私は強い。とても強い。だからもう、あにさまはいらない。あにさまがいなくたって、私は……」

「ご託たくは、それだけか」

　冷ややかな声で、シオンは告げた。

「ラン、確かに今のお前は強い。強くなった。だが、それだけだ」

「──どういう意味？」

「それだけじゃ黒天の座には、到とう底てい足りていないって話さ」

　シオンの顔に、あからさまな嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

「は、はは……何それ」

　笑い飛ばそうとして失敗し、ランの表情は苛いら立だたしげにクシャリと歪む。

「ひょっとして、挑発のつもり？」

「いいや。兄としての、そして黒天騎き士しの先せん達だつとしての忠告さ」

「ふざけないで!!」

　ついにランは爆ばく発はつした。全身を駆かけ巡めぐる雷光が輝かがやきを増し、周囲をまるで真昼のように照らし出す。

「いいからかかって来いよ。お前に何が足りないのか、俺がきちんと教えてやるよ」

　憤ふん怒ぬの形相の妹を前に、シオンは淡たん々たんと言った。




　頭上で繰くり広げられる兄妹の死し闘とうも狂きよう騒そうも、今のセレインからは遠かった。

　自ら視界を封ふうじた闇の中、ひたすらにタイガの攻めを待ち受ける。大上段に構えた大剣の重さも、気にはならない。

　目ではなく、心で相手の動きを捉とらえるという心しん眼がん剣けん。父ダルカンの語ったそんなお伽とぎ噺ばなしのような剣けん技ぎを、今のセレインは心から信じていた。

（不思議だな）

　戦せん闘とうへの昂こう揚よう。

　敗北への屈くつ辱じよく。

　敵手への恐きよう怖ふ。

　そんなついさっきまで抱いだいていた様々な感情が、スッと遠ざかっていく。いつしかセレインの心は、まるで凪なぎの日の湖面のように穏おだやかだった。

　そんな澄み切った心中の水面みなもに、何かが映し出される。

　森しん羅ら万ばん象しようを遍あまねく周天する何か──目に見えずとも、耳に聞こえずとも、鼻で嗅かげずとも、舌で味わえずとも、肌はだに触ふれずとも、そこに確かに在あるそれを、セレインは確かに感じ取った。

（父上もこのような境地の果てに、秘剣を編み出したのだろうか？）

　門が、開く。

　セレイン自身の内なる根源アルケーと、外なる世界そのものを繫つなぐ門が、その時、確かに開いた。

　闇の中で光が星のように瞬またたいたら機だと、ダルカンはそう言った。

　セレインにとって、それは波だった。

　己おのれを中心に広がる澄んだ水面、その一点が何の前兆もなく乱れる。右でも、左でも、前でもない。これは──

（上、か）

　そう頭で理解するのに先んじて、体が動いた。

　わずかに腰こしを落としつつ上体を仰のけ反らせ、上空から迫せまる何かに相対する。受けも避さけも考えない。

　上段から変化した剣がくるりと回り、地面スレスレから跳はね上がる。その刃に確かに手て応ごたえを感じた瞬間、頭部に何かが叩たたきつけられた。

　頭ず蓋がいが割れるかと思うほどの一撃だった。だが、渾こん身しんの力で踏ふん張る。倒たおれるわけにはいかない。

　ちぎれ飛んだ目め隠かくしのリボンが宙を舞まう。解放された視界に映ったのは、頭上から落下したタイガの姿だった。




（──バカな!?）

　眼前の情景に、タイガは内心で絶ぜつ叫きようする。

　敵前での目隠しという奇き行こうに出たセレインに対しても、タイガは油断せずに上方からの奇き襲しゆうで応じた。〈影えい門もん〉を駆く使しし、音も気配もなくセレインの背後に回りこみ、塀へいの上に移動する。

　影に身を潜ひそめた時の感覚は、闇やみ夜よの潜せん水すいに似ている。呼吸を止め、不自由な視界から外をうかがいながら、重く身にまとわりつく影をかき分けて進むのだ。

　だが今回、影から飛び出したタイガが目にしたのは、その奇襲を完かん璧ぺきに待ち構えたセレインの姿だった。空中のタイガに狙ねらいを定め、地面スレスレから跳ね上がった大たい剣けんの刃やいばが迫る。

　振り下ろした拳こぶしの軌き跡せきと、斬撃が交差した。

「ぐっ」

　熱い痛みが腹を走る。痛みと驚おどろきで狙いの逸それた拳は、セレインのこめかみをかすめるのに留とどまった。

　血がしぶき、ちぎれ飛んだ目隠しのリボンが舞うが、その程度だ。

　無様に落下したタイガは、受け身を取りつつ素す早ばやく地面を転がってセレインとの間合いを取る。

　腹の傷は、相当に深かった。パックリ開いた傷口から、腸はらわたがはみ出しかかっている。渾身の源力エーテルをこめて無理矢理に傷口を塞ふさいではいるが、少しでも気を緩ゆるめれば腹の中身が飛び出しそうだ。

　辛かろうじて膝立ちの姿勢を取った。対たい峙じするセレインは、なぜか追つい撃げきをかけることもなく、静かに立ち尽つくしている。

（何のつもりだ）

　どこか茫ぼう洋ようと佇たたずむセレインの出方をうかがい──タイガはさらに驚きよう愕がくする。

「なん──だと？」

　無表情なセレインの顔、その両目が内から光を発していたのだ。まるで、青く輝く炎ほのおのように。

「あれは……〈天てん眼がん〉？　なぜあの女が裏り門もん技ぎを!?」




　テリナスの市街を駆け抜ぬける青せい嵐らん騎士団、その先頭近くで不意に悲鳴が上がる。

「うわあっ!?」

　ノウェ将軍の副官の馬が、不意に脚あしを滑すべらせたのだ。そのまま落馬した副官を、ノウェは𠮟しつ責せきする。

「何をしている！」

「も、申し訳ありません、閣下……ぬおっ!?」

　立ち上がろうとした副官が、さらにもう一度ひっくり返った。グラニア十二騎士団の精せい鋭えいとは思えぬ無様さに、ノウェは激げき怒どする──前に違い和わ感かんを覚えた。

「これ、何だ？　地面が濡ぬれてる？」

「何だと」

　見れば、副官だけではない。

　隊列のそこかしこで騎士の落馬が相次いで、悲鳴や罵ののしり声が上がっている。明らかな異変だ。

「水じゃない。これは……油？」

「────!!」

　副官の一言に、ノウェはようやく全すべてを悟さとった。

「いかん、罠わなだ!!　引き返せ!!」

　そう、声の限り絶叫する。

　だが、少しばかり遅おそかった。

　城じよう壁へき上に身を伏ふせていたエルザイムの騎士や兵士が、一いつ斉せいに身を起こす。その手で赤々と燃える火矢は、地上からでもよく見えた。




「頃ころ合あいはよし」

　城壁の上からグラニヤ軍を見下ろしながら、ダルカンはうなずく。

　北門に面した一帯からは、事前に住民を避ひ難なんさせている。内ない壁へきで囲まれたあの区画に今いるのは、グラニヤの将兵だけだ。

　高々と左手を掲かかげる。久々に着こんだ甲かつ冑ちゆう姿、空の右みぎ袖そでが夜風に舞う。

「放てい!!」

　命令一下、無数の火矢が一斉に放たれた。

　あっという間に火の手が上がる。

　油の撒まかれた街路が、家屋が次々に燃え上がる。風に煽あおられた炎はまるで生き物のように蠢うごめき、逃にげ惑まどうグラニヤ騎士を片っ端ぱしから吞のみこんだ。

「やっちまった……エルザイムの街だってのに、火をつけちまった」

　ダルカンの右みぎ隣どなりで、青ざめたザカリアがブツブツとつぶやく。

「グラニヤを討うつためならば、己の身を焼くことも辞さぬとは。エルザイムの御ご覚かく悟ご、見せていただきました」

　従軍していたカレシンも、重々しく言った。

　そんな中、ダルカンの姿には一いつ切さいの揺ゆれがない。眼下の惨さん状じようを見み据すえつつ次々と命令を出し続ける。

「一番隊から一二番隊は、北門および内壁の門を封ふう鎖させよ！　グラニヤの騎士は一人たりとも逃がすな！　一三番隊から二〇番隊までは、このまま城壁上に待機！　残りは延焼に備えて──」

　炎に照らし出された厳いかつい顔には、何の表情も表れてはいなかった。




「戻もどれ！　城外に戻るのだ！」

　燃えさかるテリナスの街で、ノウェ将軍は声を張り上げた。

　火に巻かれて、次々と倒れる部下の姿に歯は嚙がみするが、今の彼には見捨てることしかできない。

「か……閣下」

　と、城門の方向から部将の一人がやって来た。全身に手て酷ひどい火傷やけどを負い、馬の背にぐったりともたれかかっている。

「じょ、城門はすでに、エルザイム軍に封鎖されておりま……す。だ、脱だつ出しゆつは──」

　最後まで報告を終えることなく、その部将は馬から滑り落ちると、そのまま動かなくなった。

「退路も断たたれたか。おのれ、エルザイムめ……」

「ど、どういたしましょう？」

　今に致っても傷一つ負っていない副官が、そう尋たずねる。

「──前進する」

「は？」

「城の構造上、城門よりも内壁の門の方が封鎖は脆もろいはず。そこを打ち破り、活路を見み出いだすしかあるまい」

「し、しかし、それでは──」

「聞けい、皆みなの者!!」

　副官の繰くり言ごとを遮さえぎり、ノウェは朗々と声を張り上げる。

「このまま留まっても死、戻っても死、ならば前に進んでの死を以もつて、グラニヤ騎き士しの精せい華かを示そうぞ!!　我に続けい!!　グラニヤ万ばん歳ざい!!」

　自ら馬を駆かり、もっとも手近な南の内壁を目指す。

「グラニヤ万歳！」

「帝てい国こく万歳！」

　避さけられぬ死に駆り立てられた一団が、次々と炎の中で仲間を失いつつも、内壁の門へと殺さつ到とうする。と、門を封鎖するエルザイムの兵たちが、内壁上から一斉に矢を放った。

「怯ひるむな！　何としても突とつ破ぱを──」

　そう部下を𠮟しつ咤たするノウェの目が、内壁上の一点に止まる。

　正確に言えば、そこで一人佇む黒天騎士の影に。

「〈狼リユコス〉、貴様──」

　張り上げかけた声は、だが不意に凍こおりついた。黒天騎士が、騎士服の上着を覆ふく面めんもろとも脱ぬぎ捨てたのだ。

　ノウェは以前に〈狼リユコス〉と共きよう闘とうした際、彼の素顔を見知っている。見事に引き締しまった長身の、精せい悍かんな若者だった。

　だが今、覆面の下から現れたのは、それと似ても似つかぬ小こ柄がらな少女だったのだ。




「これでよし」

　炎の中で斃たおれ逝ゆくグラニヤ軍を冷ややかに見やりながら、カナンはそうつぶやいた。

　かつてのタイガの言動は、完璧に把は握あくしている。先日のやり取りから、今の彼が取るであろうそれも予想可能だ。

　黒天騎士の軍装で身を隠かくした上でタイガになりすますのは、あくびが出るほど簡単だった。

「ジルヴァの再興……」

　ノウェ将軍の言葉を繰り返す。

　今のグラニヤにも、ジルヴァ家に心を寄せる者がいることは分かった。そんな一人を焼き殺すことには、さしたる感かん慨がいはない。

「何を今さら」

　全てはもう、三年前のあの日に終わったことなのだ。

　自分にとって──そしてシオンにとって、グラニヤは這はいつくばって慈じ悲ひを求める相手ではない。打ち倒たおし、復ふく讐しゆうを遂とげるべき相手なのだ。

（それが分からないのなら、タイガ──あなたは私の敵だ）




　　　　　　　４




　突とつ如じよとして街の一角に上がった炎は、対峙するシオンとランからも見えた。

「な、なに？」

　驚きながらランは跳ちよう躍やくして、手近な寺院の鐘しよう楼ろうの屋根に移動する。そこから炎の方角を見下ろし──

「え？」

　愕がく然ぜんと、そうつぶやいた。

　それだけしか、できなかった。

　テリナスの北門に面した一角、内壁に囲まれた区域の一つが、丸ごと炎えん上じようしていた。燃えさかる炎に巻かれ、青い鎧よろいのグラニヤ騎士たちが次々と倒れていく。

「おうおう、よく燃えているな」

　追いついたシオンの声に、ランは我に返る。

　眼下の惨状を見下ろしながら、兄は笑っていた。照りつける炎が、その顔を複雑な陰いん影えいで彩いろどっている。

　まるで魔ま物ものかなにかのように、ランには見えた。

「どうして……こんな……」

「どうして？　おいおいラン、やったのはお前たちじゃないか」

「え？」

「青嵐騎士団の連中は、街に潜せん入にゆうした黒天騎士サマから『内側から門を開くんで夜や襲しゆうをかけろって』誘さそわれて、ノコノコと釣つられたんだからさ」

「そんな！　私もタイガも──」

　そこでようやくランは、シオンの言いたいことを理解した。

「……あにさまが、やったのね」

「ようやく分かったのかよ」

　むしろ失望したように、シオンは首を振ふる。

「お前らが外の青嵐騎士団とまるで連れん携けいしていないのは、お前らの動きを見ればすぐに分かった。連れん絡らくを取る気さえないってこともな。黒天騎士になりすまして青嵐騎士団を誘ゆう導どうするのは、簡単だったよ」

「カナン、ね。私か、タイガに──」

「そうだ」

　血が滲にじむほど固く、ランは唇くちびるを嚙かみ締めた。

「私たちを……嵌はめて……」

　得体の知れない敗北感が、ランの中で渦うずを巻く。

　この三年で、自分は強くなったはずだった。グラニヤ騎士一〇万騎きの頂点に立つ黒天騎士、その一員に相応ふさわしい力を手に入れたはずだった。兄を打ち倒し、それを証明するはずだった。

　それなのにまさか、兄の手の平の上で踊おどらされていたとは。

「なあラン、俺は三年前に言ったよな？　黒そ天こから見える景色は、自分自身で確かめろってさ」

「…………」

「今のお前、何にも見えてないじゃないか」

「……黙だまって」

「いかに己おのれの業わざを極きわめ、裏門を開いたとしても、お前には戦いくさの中でその力を活いかすことができない。ただ目の前にぶら下げられた餌えさに誘われ、罠わなの中に飛びついただけだ。周囲を巻き添ぞえにしてな」

「……黙って！」

「そんなザマで黒天騎士だと？　笑わせるなよ三流」

「黙ってって言ってるでしょう!!」

　絶ぜつ叫きようと同時に、ランは渾こん身しんの電でん撃げきを放つ。

　極ごく太ぶとの光条が大気を焼き、シオンへと迫せまる。だが雷らい撃げきに吞まれる直前、シオンは鐘楼から身を投げて回かい避ひした。

「落ち着けよ。人一人を焼き殺すには力の無む駄だ遣づかいだ」

　一々言葉が癇かんに障さわる。全身に雷らい光こうを纏まとったランは、殺気だった目でシオンをにらみつけた。

「これで──」

　肉体そのものを雷らい化かさせた、超ちよう高こう速そく移動。瞬しゆん時じにランは、落下するシオンの眼前へと転移──

「え？」

　──転移、できなかった。正確に言えば転移はしたものの、そこにシオンの姿はなかったのだ。

「だから、動きがバカ正直すぎるんだよ、お前は」

　その声は、上から響ひびいた。〈風ふう陣じん〉で虚こ空くうに足場を構築しての変速移動で、シオンはランの頭上を占せん位いする。

「たとえ動きそのものは見えなくても、動き出すその機と、軌き道どうさえ読めれば対応はできる。お前はどちらもバレバレで、見え見えだ」

　そんな一いつ瞬しゆんの一〇分の一にすら満たないような隙すきを捉とらえ、動いたというのか。

　真上から振り下ろされたシオンの剣けんを辛かろうじて受け止めたのは、半ば本能的な反射行動だった。

　空中の鍔つば迫ぜり合い。

（この距きよ離りから電撃を打ちこめば）

　だが、その判断も遅おそい。

〈風ふう陣じん〉によって生じた大気の断層がランを包みこみ、その全身から〈雷らい塵じん〉の電撃を剝はぎ取る。

「おまけに無む駄だ撃うちが多すぎるから、肝かん心じんな時に踏ふん張りが利きかない──不合格だ、〈白鳥キユノクス〉!!」

　シオンの蹴けりが、ランを捉えた。

「──かは」

　蹴り飛ばされたランの体は、そのまま地面に落下。受け身さえ取れないまま、背中から石いし畳だたみに叩たたきつけられる

「うっ……く」

　立ち上がるどころか、指一本さえもろくに動かせない。

　霞かすむランの視界に映ったのは、白はく刃じんを煌きらめかせて舞まい降りるシオンの姿だった。

（私を斬きるんだね、あにさま）

　親友のオウマすら斬った兄だ。妹の自分にだけ、容よう赦しやするはずがない。

（いいよ……あにさまになら斬られても）

　ランの体を跨またぐ体勢で、シオンが着地する。そのままの勢いで振り下ろされた長ちよう剣けんの切っ先が、ランの顔を──

「駄だ目めですの、お兄様!!」

　少女の悲痛な叫さけびが、響き渡わたった。




　追い詰つめられた青嵐騎士団の最後の抵てい抗こうは、激げき烈れつなものだった。

「門が破られる」

　南の内門が軋きしむのを目にし、ザカリアは悲鳴じみた声を上げる。

　立て続けの打だ撃げきに閂かんぬきが揺ゆれ、蝶ちよう番つがいが歪ゆがみ、やがて轟ごう音おんと共に門もん扉ぴ自体が倒れた。その向こうから、生き残りのグラニヤ騎き士したちが姿を現す。

「進め……」

「進めえ！」

　いまだ燃え続けている街並みを背に、狂きよう熱ねつの笑えみを浮うかべたその姿は、まるで亡もう者じやの群れのようにも見えた。

　反射的に下がりそうになったザカリアだが、寸前で踏みとどまる。

「討うてぇっ!!」

　そう声を張り上げるなり、自ら矢を放つ。周囲の騎士や兵士も、それに続いた。

　降り注ぐ矢の雨をものともせずに突つっ切って、グラニヤ騎士たちは突とつ貫かんする。青い鎧は焼け焦こげ、馬を失い、傷を負った無む惨ざんな姿となってもなお、グラニヤの騎士たちは強かった。

　一人、また一人と射倒されながらも、誰だれ一人ひとりとして立ち止まろうとはせず、エルザイム軍に肉にく薄はくする。

　雄お叫たけびと悲鳴が交こう互ごに響く。

　一人のグラニヤ騎士は、受けた矢で針はり鼠ねずみのようになりながらも、エルザイム騎士一人の頭をかち割ってからようやく倒れた。

　別のグラニヤ騎士は、一〇人近いエルザイム兵の槍やり衾ぶすまで串くし刺ざしにされながら、最さい期ごにその全員の首を斬り飛ばした。

「な、何だこいつら!?」

　そう叫ぶザカリアに向かって、一人のグラニヤ騎士が突っこんできた。至近距離から放った矢で喉のど笛ぶえを射い貫ぬくが、それでも倒れない。

　倒れてくれない。

「ひっ」

　立ち尽つくすザカリアに、その騎士の振るった剣が──

「御ご免めん！」

　横合いから振るわれた大おお槍やりが、グラニヤ騎士を吹ふっ飛ばした。

「カ、カレシン司祭……」

「落ち着きなさいませ、ザカリア殿どの！」

　槍を構え直しつつ、カレシンはザカリアを𠮟しつ責せきする。

「これは、一時の狂熱に過ぎませぬ。いかに勇ゆう猛もうなグラニヤ騎士とはいえ、長持ちするはずがない」

「お、おう」

　カレシンの言う通りだった。

　南の内門を突とつ破ぱしたグラニヤ騎士は、その時点で一〇〇騎と少し。それに対してエルザイムは、この門の封ふう鎖さに四〇〇騎で当たっていたのだ。しかも異変を知った周囲からは、次々に援えん軍ぐんが駆かけつける。

　いかにグラニヤ騎士が奮戦しようと、これだけの数は覆くつがえせなかった。

　次々に討ち取られる騎士の中、だがいまだ一人の騎士が奮戦していた。

「ぬおおおおおっ!!」

　凄すさまじい蛮ばん声せいと共に、長なが柄えの長刀を振り回す。風車の様に唸うなる刃はにかかったエルザイム騎士の数は、すでに五〇人近い。

「我が名は青嵐騎士団長ノウェ・タジリザス！　死し出での旅路の手て土産みやげ代わりに、今しばらくお相手願う！」

　兜かぶとを捨て、剝むき出しの髭ひげ面づらでノウェは吼ほえた。雄お牛うしを思わせる固太りの体たい軀くには、強きよう烈れつな源力エーテルが満ちている。

　気け圧おされたエルザイムの騎士たちが後ずさる。それを見たノウェは、心底から愉ゆ快かいそうに笑った。

「どうした、エルザイムの木こっ端ぱ騎士ども！　この首を取って手て柄がらにしようという勇者はおらんのか！」

「おのれ、いい気になりおって」

　歯は軋ぎしりしながら、ザカリアは呻うめく──カレシンの背に隠かくれながら。

「下がっておれい、皆みなの者」

　静かな声と共にエルザイム軍の隊列が割れ、初老の騎士が姿を現した。その巨きよ体たいと右の空から袖そでにノウェは気付く。

「その巨体と隻せき腕わん、もしやダルカン・コーディアナ将軍か？　三年前、緑りよく林りんのダンドーを破った」

「いかにも。家か督とくを譲ゆずった隠いん居きよの身でよろしければ、お相手しよう」

「東部最強の騎士と立ち合えるとは、光栄だ」

　言うなりノウェはボロボロの長刀を投げ捨て、腰こしの剣を抜ぬいた。ダルカンもまた、左手一本で長剣を構える。

　勝負は、一瞬で終わった。

　渡り合うことただ一合。ダルカンの剣は一いち撃げきでノウェの剣を叩き折ると、そのまま右みぎ肩かたから左ひだり脇わきまでを甲かつ冑ちゆうごと切り裂さいた。

「……なんと」

　啞あ然ぜんと立ち尽くしたノウェが、噴ふき出す自身の血を確かめ、不意に破顔する。

「見事ッ!!」

　その一言を残し、グラニヤの将は崩くずれ落ちる。それを見取ったエルザイムの将は、無言のまま高々と剣を掲かかげた。

　周囲から、一いつ斉せいに歓かん声せいが上がる。

「エルザイム万ばん歳ざい！」

「ダルカン将軍万歳！」

　この瞬しゆん間かん、テリナス攻こう防ぼう戦せんは決した。




「駄目ですの、お兄様!!」

　少女の悲痛な叫びが響く中、シオンは逆さか手てに構えた長剣を、渾こん身しんの力で振ふり下ろした。

　その切っ先は、倒たおれたランの頰ほおをかすめ、石畳に突き立つ。

「…………」

「────」

　この時、兄妹きようだいは双そう方ほうとも言葉を失っていた。真っ向から、互たがいの視線が熱く激しく絡からみ合う。

　先に動いたのは、今度はランの方だった。

「あ、ああああっ」

　絶ぜつ叫きようしながら周囲に撒まき散らした雷らい光こうを避さけ、シオンは跳ちよう躍やくした。そのまま風を纏まとって宙に舞い、先ほどの声の下もとへと降り立つ。

　身を起こしたランも、そちらを見やる。シオンと、彼に庇かばわれたルルの姿を。

「……私が、あの子に助けられたっていうの」

　つぶやく声は震ふるえ、ひび割れていた。

「ラン──様」

　と、聞き慣れた呼び声と共に、タイガの姿が物もの影かげから滲にじみ出る。顔には脂あぶら汗あせをビッシリ浮かべ、血の滲んだ腹の傷を押さえている。

「タイガ、その怪け我がは？」

「申し訳ありません。セレイン・コーディアナ相手に不覚を取りました」

「あなたが!?　噓うそ……」

　驚おどろくランの前で、タイガは静かに首を振る。

「もはや勝敗は決しました。ここは退ひきましょう。気を合わせてください」

「私に逃にげろと言うの!?　あにさまやあの娘の前で!?　そんなこと──」

「御免!!」

　問答無用とばかりに、タイガが手刀で素す早ばやくランの首筋を打った。

「あ──？」

　突とつ然ぜんの不意討ちに、ランの意識は急速に闇やみの中へと落ちていく。グッタリと崩れ落ちるランの体を、タイガの両手が搔かき抱いだいた。そのまま二人の体は、影かげの向こう側へと沈しずんでいく。

　揺らぎ、歪む視界の向こうに、シオンとルルの姿が消えた。




　ランとタイガが〈影えい門もん〉に消えたのを確かく認にんし、シオンは構えを解いた。

「退いたか」

　そう頭をかきながら、背後のルルに向き直る。

「その、大だい丈じよう夫ぶだった──か」

　ルルの腕うでに残る火傷やけどの痕あとに気づき、シオンは顔色を変えた。

「その火傷、まさかランが──」

「え？　ち、違ちがいますの！」

　ルルが慌あわてて両手を振って釈しやく明めいする。

「実はその、手を縛しばった縄なわをロウソクの火で焼き切ろうとしましたら、何度か失敗して火傷しましたの」

「なんて無茶するんだ、お前は！」

　思わず声を荒あららげたシオンの前で、ルルの顔がクシャリと歪んだ。

「だ、だって、その、ルルは」

　うつむき、しゃくり上げる義ぎ妹まいの姿に、シオンは困こん惑わくする。

「分かった、大きな声を出して悪かった。もういいから、早く火傷の手当てをするぞ」

　だが、それでもまだルルは泣きやまない。シオンにぎゅっと抱だきついて、その胸に顔を埋うずめる。

「お、お兄様と、ら、ラン様、が──」

「分かってるよ」

　先ほど、ルルの上げた痛切な叫さけびを思い出した。

「俺とランのこと、止めようとしたんだろ」

　無言でルルは、小さくうなずく。

「ありがとうな」

　その言葉は、本心とは言い難がたい。ためらわずにランを斬きるべきではなかったのか──そういう思いも、一方ではある。

　だがそれでも、ルルが見せてくれた優やさしさは、本当に嬉うれしかった。

「本当に、ありがとう」

　そう繰くり返し、ルルの柔やわらかな金の髪かみを、そっと撫なでる。

「お兄様」

　泣き濡ぬれたルルの顔に、ようやく笑えみが戻もどる。と、その時だった。

「そこにいたのか、二人とも」

　ふらつきながら、セレインが現れた。三つ編みを解ほどき、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしきった様子で、ふらつきながらこちらに近づいてくる。

「セラお姉様！」

　ルルが満面の笑みでセレインに駆け寄った。

「あのタイガという男を追ってきたのだが……」

「悪い、ラン共々逃がしちまったよ」

「そうか。逃げたのか、あの二人は」

　どこかほっとしたようにセレインは答えた。

「何にせよ、勝ちは勝ちだ。胸を張って凱がい旋せんと行こう」

「はい」

「凱旋と言うには、どうもしまらないがな」

　疲つかれた体を引き摺ずるようにして、三人は歩き出した。ふと気がつくと、いつの間にか東の空が白んできている。

　長い夜が、終わろうとしていた。










　　　終章　前ぜん途と遼りよう遠えん







　パシン──という乾かわいた音が、室内に響ひびいた。

「何てことを、してくれたの」

　眼前にひざまずくタイガの頰を平手で張り、ランは声を震わせた。忠実な従者は無言のまま、静かに頭こうべを垂れている。

　ここはソーズベル城じよう塞さい、グラニヤの東部における拠きよ点てんである。テリナスを脱だつ出しゆつしたタイガは、意識を失ったランを抱かかえたまま駆かけに駆け、わずか一昼夜でソーズベルに帰き還かんして青せい嵐らん騎き士し団壊かい滅めつの凶きよう報ほうを伝えたのだ。

　ランが目を覚ましたのはつい今し方、城塞内に与あたえられた自室でのことである。

「青嵐騎士団を見捨てた上に、しかもあにさまの前から逃げ出すなんて──この、この、この！」

　癇かん癪しやくを起こしたランは、憤ふん怒ぬの形相で何度もタイガの頰を打つ。何度も何度も何度も。白はく皙せきの頰は紅潮し、可か憐れんな面おも差ざしも歪ゆがんでいた。

　理り不ふ尽じんな打ちよう擲ちやくに晒さらされながらも、タイガは一言の抗こう弁べんすらしない。それがさらに、ランの怒いかりを煽あおる。

「私に、恥はじをかかせて！　クヨウ様に、何とお詫わびをすれば──」

「私が、どうかしたのかい？」

「ひっ」

　背後からかけられた声に、ランは掠かすれた悲鳴を上げた。全身を強こわ張ばらせ、恐おそる恐る背後を振り向く。

　常と変わらぬ穏おだやかな笑顔で、クヨウがそこに立っていた。

「ク……クヨウ様──」

　それにもかかわらず、ランは心底から怯おびえていた。青ざめた顔で目線を逸そらし、自分の爪つめを嚙かむ。

「そ、その、これ──は……」

「話は聞かせてもらった。残念だよ」

　そうため息をつくクヨウの顔に、憂うれいの影がよぎる。ただそれだけのことなのに、ランは卒そつ倒とう寸前の表情でよろめいた。

「君には期待していたのだよ。黒こく天てんの一人に相応ふさわしい武ぶ勲くんを挙げ、ジルヴァ家の再興に花を添そえてくれるってね。まさかそれが、こんな無様な結果になるなんて──」

「違うんです、クヨウ様!!」

　頭かぶりを振るクヨウに、ランはひしと取りすがった。

「私、ジルヴァの再興なんてどうでもいいんです！　ただ、クヨウ様のお役に立ちたいだけなの！　だから、クヨウ様の望まれた通りにあにさまを──」

「でも、しくじったのだろう？」

「────」

　無情なその一言に、ランは絶句した。そのままカチカチと、歯の根も合わぬほどに震え上がる。

　ランのそんな有様を、クヨウはガラス玉のような目で無機質に観察する。

「お願いです、クヨウ様。私を見捨てないでください」

　やがてランの口から漏もれたのは、まるで死人のような声だった。

「見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください見捨てないでください」

　延々と繰り返される言葉には、抑よく揚ようも感情も存在しない。無言で控ひかえていたタイガが、たまりかねて身を起こす。

「我が師よ、これは偏ひとえに自分の──」

「タイガ」

　ランの弁明をしようとする弟で子しを、クヨウは鋭するどい一いち瞥べつで黙だまらせた。次いでランの白い頰ほおを、そっと撫でさする。

「誰だれが、君を見捨てるというのだい？　私の愛いとしい人」

「え」

　甘くささやきかけられ、ランの声が歓かん喜きに上うわ擦ずる。

「本当、ですか？　クヨウ様」

「もちろんだとも。だが、君の失敗は事実だ」

　そう告げるクヨウの口元が、三日月の形に吊つり上がった。

「お仕置きが、必要だな」

「ああ──」

　ランが思わず上げた声は、恐れや不安によるものではない。期待と、そして媚こびに震ふるえている。

「お願いします、クヨウ様。私に罰ばつをお与えください」

「いい心がけだ。では、こちらに来なさい」

　睦むつみ合う師と主あるじの姿から、タイガは黙って目を逸らした。




　戦せん闘とう自体が一段落した後でも、戦争そのものが終わったわけではない。むしろそれからが、本番とも言える。

　燃え落ちたテリナス北門区への手当──応急の処置で本格的な復旧はまだ先のこと──に、王都アクベへの報告、撤てつ退たいするグラニヤ軍残存兵力の監かん視し等。やるべき仕事は山ほどある。

　軍師としてそれらを差配するアートルム卿きようが、ようやく時間を作れた時には、戦闘の終結から丸一日が経過していた。

「父上──いえ、ダルカン閣下はこちらです」

「うむ」

　セレインの案内で、アートルム卿はダルカンの執しつ務む室に通される。

「将軍とは、二人きりで話がしたい。人ひと払ばらいを頼たのむ」

「はっ」

　アートルム卿が執務室に入ると、ダルカンは読みこんでいた地図から顔を上げた。

「おお、ようやく来られましたか。どうぞこちらへ」

　厳いかつい顔に満面の笑みを浮うかべ、アートルム卿を歓かん迎げいする。

「こうやって差し向かいで話すのは、三年ぶりですな。さあさあ、心行くまで語り合いましょうぞ。少し早いが、酒を──」

「いや、酒は結構。それよりも、将軍に話しておかねばならぬことがあるのだ」

「うかがいましょう」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、ダルカンは居住まいを正す。その前でアートルム卿は、自らの仮面を外した。

「────ほう」

　ダルカンは、驚おどろきはしなかった。ただその目が、不ふ穏おんに細められる。

「冗じよう談だんがすぎるぞ、若造」

「冗談ならよかったんだがな、色々な意味で」

　対するアートルム卿──シオンは、大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。

「今は俺が、正しよう真しん正しよう銘めいのアートルム卿だ」

「どういう意味だ？」

「言葉通りさ」

　そう言って、シオンは全すべてを語った。

　ジルヴァの獄ごく、グラニヤからの脱出、アートルム卿との邂かい逅こうと師事、そして名と仮面の伝承──

　その全てを、ダルカンは無言で聞いていた。

「今の俺は、黒天騎士〈鴉コローネ〉としてだけではなく、二代目アートルム卿としてもグラニヤと戦っている」

「…………」

「だから、あんたと決着を付けるのはもう少し待って欲しい。約束する。グラニヤとのケリがついたら、必ず尋じん常じように立ち合う」

　ダルカンの肩が、小刻みに震えだす。

　怒おこらせたのか、とシオンが警けい戒かいした時だった。

「ぶ──ぶわっはっはっはっ!!」

　不意にダルカンが大笑いした。予想外の反応に、シオンは目を丸くする。

「しょ、将軍？」

「いやはやいやはや、まさかあの黒天騎士すら絡からめ取るとは。さすがはアートルム卿よ。我ら凡ぼん愚ぐとは、見えている物が違ちがう」

　呵か々か大たい笑しようしながら、シオンを見やる。歯をむき出した、肉にく食しよく獣じゆうの笑えみだ。正直、怒っていた時よりも怖こわい。

「先代の推挙とあらば、否いや応おうもあるまい。これからも頼むぞ、新たな軍師殿どの」

「いいのか、それで？」

　とんとん拍びよう子しに話がまとまり過ぎて、むしろシオンは困こん惑わくした。

「ダルカン将軍、俺を恨うらんでいたんじゃなかったのか？」

「恨みぃ？　戦いくさの勝ち負けに恨み辛つらみを持ちこむのは、武人にとって御ご法はつ度とよ。グラニヤの騎士は、そんなことも知らんのか」

　さも馬ば鹿かにしたように、ダルカンは鼻を鳴らした。

「あんた喪うしなった右みぎ腕うでが哭ないているとか、何かそれっぽいこと言ってただろう!?」

「はーて、そんなこと言ったかのう」

　耳の穴をほじりながら、ダルカンはすっとぼける。

（こ、このジジイ……）

　握にぎり締しめたシオンの拳こぶしが、小刻みに震え出す。

「ところでこの件、セレインは知っておるのか？」

「いや、まだだ。今度の一件で俺が黒天騎き士しだったことはばれたが、アートルム卿のことは知られていない」

「そうか、なら当分は黙っておけ。あれは腹芸ができぬ娘むすめだからな」

「…………ひでえ」

　目の前の老騎士が、義ぎ父ふサイラスの悪友だということに、シオンは心底から納なつ得とくした。




　テリナスにおける勝利の第一報を王都に伝えたのは、ザカリアだった。

　夜明けと共に早馬を駆かってテリナスを発たち、宿場ごとに次々と馬を乗り換かえ、夜を日に継ついで街かい道どうを駆け抜ぬけて、翌日の夕刻にアクベへたどり着いた時にはすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

「テリナスの戦にて御お味方大勝利にございます!!　ダルカン将軍自ら、敵将たる青嵐騎士団長ノウェ・タジリザスの首級しるしを上げられました！」

　その報告に、謁えつ見けんの間は驚きと歓喜に包まれた。ローゼリアも愁しゆう眉びを開き、顔をほころばせる。

「ご苦労でした、ザカリア・オルティネス。あなたがたの勇戦と勝利に、この国を預る者として感謝いたします」

「おお、殿でん下か……なんと勿もつ体たいなき御言葉」

　笑顔の労ねぎらいに感かん極きわまったザカリアは、その場にひっくり返って意識を失った。

「寝しん所じよの用意を。この勇者を、ゆっくりと休ませるように」

　そう命じて、ローゼリアは自室へと下がった。従うのはサイラス宰さい相しようとネリー女官長の老兄妹きようだいのみである。

「なんとか上う手まくいったみたいですな。これで日和ひより見みしていた連中──もとい態度を決めかねていた国々も、こちらに引っ張り込めるでしょう」

　半白の頭をボリボリと搔きながら、サイラスは言った。

「ルルも無事に帰ってきたようですしね」

「まーそれにつきましては、うちの愚ぐ息そくに色々と問い詰つめたいところですな」

　ローゼリアの指し摘てきに、サイラスはそうぼやく。

「ただ、危あやうくはございましたよ」

　香こう茶ちやを淹いれながら、ネリーが口を挟はさんだ。

「甥おい御ご殿どのの身内とやらが出てきたと聞いた時には、どうなることかと思いました。よもやとは思いましたが、甥御殿が情に絆ほだされるやもしれぬと」

「あら、ばあやはそんなことを考えていたの？　わたくしは、何一つとして心配しませんでしたよ」

　虫も殺せないような笑顔で、ローゼリアは断言する。

「そのために、彼をこの国に縛しばり付ける鎖くさりとして、ルルを用意したのですから」

「…………」

「────」

　主君の露ろ骨こつな物言いに、サイラスとネリーも少しだけ顔をしかめる。

「あのなあ姫ひめ様、俺ら相手だから良いようなものの、物には言い様ってものがだな──」

　さすがに窘たしなめようとしたサイラスが、ギョッと目を剝むいた。ローゼリアの紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみから、一筋の涙なみだが流れたのだ。

「何もかも計画通り、上手くいったというのになぜでしょう」

　滔とう々とうと涙しながら、王女は笑う。

「わたくし、ちっとも嬉うれしくないのです」

　その涙は愚おろかな慈じ愛あいに染まり──

　そして気高い偽ぎ善ぜんに満ちていた──




　いまだ戦火の余よ燼じんの燻くすぶるテリナスの外周区を、シオンとセレインは連れ立って見回っていた。

「勝利のためとはいえ、酷ひどいものだ」

「まあな」

　嘆たん息そくしたセレインに、シオンも同意する。

　焼け焦こげたグラニヤ騎士たちの遺い骸がいはあらかた片づけ終わったものの、街並みを舐なめ尽つくした炎ほのおの痕あとはいまだ生々しく残っていた。この区画の再建には、相当の手間と時間を費ついやすことになるだろう。

「やはり、今の敵とはいえ同どう胞ほうの死は心が痛むのか？　黒天騎士〈鴉コローネ〉」

「いや、特に何も」

　不ふ意い討うち気味に言葉で切りこんだセレインに対し、シオンはあっさりと答えた。

「ダルカン将軍から、聞いたのか」

「ああ。お前との因いん縁ねんのあらましを伺うかがった」

　シオンの確かく認にんに、セレインは淡たん々たんとそう返す。

「驚いたし、なぜ隠かくしていたのだと腹が立ったが、納得もしている。お前のその強さ、そしてグラニヤと戦う理由もな」

「そっか」

　どうやら怒ってはいないようだ、そうほっとしたシオンの顔をセレインは半眼でねめつける。

「お前、まだ私に何か隠し事があるだろう？」

「あー」

　セレインからそう問われ、シオンは露骨に目を逸そらす。

　シオンは知らなかったが、義ぎ父ふのサイラスがダルカンの話を誤ご魔ま化かそうとした時と、よく似た仕草だった。

「やはりあるんだな」

　怒る、というよりむしろ寂さみしげな様子で、セレインはそう言った。

「セラちゃん、その、本当に知りたいなら──」

「いや、いい」

　サバサバと笑いながら、セレインは答える。

「何か理由があるのだろう？　それなら、私はお前のその判断を信じよう」

「すまない」

　もういっそ、自分がアートルム卿きようだと伝えるべきか？──そうシオンが思いかけた時だった。

「──戦に斃たおれし武人もののふを、六ろく神しんの御み許もとへと送らん」

　荒あれた街角に、朗々たる鎮ちん魂こんの祈いのりが響ひびく。僧そう服ふく姿のカレシン司祭が、戦死者を弔とむらっていたのだ。

　数多くの人々が、カレシンに付き従い共に祈りを捧ささげている。ダールからの避ひ難なん民みんのみならず、テリナス本来の住民や、非番と思おぼしきエルザイムの騎士兵士と、多種多様な顔ぶれだ。

「ルル、それにカナンも」

　その中に義ぎ妹まいと従者の姿を見つけ、シオンは近づいた。セレインもそれに続く。

「二人とも、具合は大だい丈じよう夫ぶか？」

　祈りの邪じや魔まにならぬよう列に並び、小声でそう問いかけると、カナンがこくりとうなずいた。

「問題ない。カレシン師に見てもらい、快かい癒ゆのお墨すみ付つきをいただいた」

「ルルだって、もうこの通りですわ」

　そう言いながら、ルルは服の袖そでをまくり上げた。一昨夜は生々しく残っていた火傷やけどの痕だが、今はもうすっかり薄うすれて消えかかっている。

「あと三日もすれば、痕も残らない」

「そうか、本当に良かった」

　安あん堵どしたセレインが、ルルのか細い腕うでをそっと撫なでさすった。

「勇ゆう敢かんなる魂たましいよ、清せい浄じようなる天にて安らかに憩いこい給たまえ」

　ちょうどその時、祈りは終わった。カレシンは、集まっていた人々を振ふり向く。

「本日のお勤めは、ここまでといたしまする。御一同、御苦労でしたな」

　カレシンの解散の言葉に、人々は三々五々と立ち去っていく。残ったのは、カレシンと親しい一部の者のみ。

「ルルさま！」

　その中から、キリエが大きな声を上げた。

「キリエさん！」

　友人の姿に、ルルもパッと表情が明るくなる。

「無事だったんだね。良かった、本当に良かった」

「ええ。お兄様とセラお姉様が助けて下さいましたの」

「へー、そうなんだ」

　ふとキリエが、ジロジロとシオンを見やる。

「騎士様、どうも頼たよりない人って思ってたんだけど、やる時はやるんだね。あたし、見直したよ」

「……そいつはどうも」

　遠えん慮りよのないキリエの言葉に、シオンは顔をしかめた。それを見たセレインとルルは、懸けん命めいに笑いをこらえる。

「ぷっ」

　カナンは容よう赦しやなく吹ふき出していたが。

「あたしたち、明日あしたはこの街の人たちと一いつ緒しよに、グラニヤの連中を追っ払ぱらったお祝いをするんだ。ルル様たちも来てくれると──」

「明日、ですの」

　キリエの申し出に、ルルは眼めを伏ふせた。

「申し訳ありませんが、ルルたち明日の朝には王都に向けて発たねばなりませんの。今日は、お暇いとまを告げに参りました」

「そ、そうなんだ」

　ルルもキリエも、揃そろって気まずそうに表情を曇くもらせる。

「これこれ、そのような顔をするでない。別れに涙は禁物ぞ」

　と、二人の少女の肩かたをカレシンが叩たたいた。

「いつかまた会う日のため、今日は笑って別れねばな」

「そ、そうですわね」

　慌あわてて潤うるみかけた目元をぬぐい、ルルは再び笑えみを浮うかべる。

「皆みな様さまのことは、決して忘れませんわ。必ずローゼリア殿下に、キリエさんたちの現状をお伝えいたしますの」

「あたしたちだって、忘れるもんか」

　差し出されたルルの手を握にぎりかえしながら、キリエも言った。

「あたしたちのことを助けてくれた、優やさしいお嬢じよう様さまがいたってこと、あたし絶対に忘れない」




「ルル、本当にすまない。お前を危険な目にあわせてしまった」

「お兄様、そういうのは言いっこなしですわよ。確かにルルは怖こわい目にあいましたけど、今はあれで良かったと思ってますの。タイガ殿やランお姉様と、会うことができたのですから」

「ラン……お姉様？」

　思いがけない一言に、シオンもセレインも驚おどろく。カナンだけは、鉄てつ壁ぺきの無表情を保っていたが。

「ええ。あの方はお兄様の血を分けた妹で、ルルよりも年上。ならばルルにとっても、姉同然の方に決まってますの」

「……そう、なるのか？」

「いやいや、その理り屈くつはおかしい──気がする？」

　混乱するシオンたちの前で、ルルは小さな胸にそっと手を当てる。

「お兄様とランお姉様が敵味方に分かれて相争うのは、戦いくさの世の習いとはいえ哀かなしすぎますわ」

「ルル、お前……」

「でもきっと、お二人が仲の良い兄妹きようだいに戻もどれる日が来ると、ルルは信じてますの」

　ルルの浮かべた笑みは、まるで春の日だまりのように温かかった。



















　ソーズベル城じよう砦さいのランの部屋の前に、タイガは黙もく然ねんと立っていた。

　普ふ段だんは身に着けぬ黒天騎き士しの甲かつ冑ちゆう姿で、両りよう腕うでを組んだ仁に王おう立ち。眼前の廊ろう下かを行き交かう騎士たちには、兜かぶとの面の奥から鋭するどい視線を飛ばす。

「ご苦労だったね、タイガ」

　不意に部屋の扉とびらが開き、クヨウが姿を現した。

「お前も三年ぶりにシオンと手合わせしたわけだが、どうだったかい？」

「傲ごう慢まんの鼻を、へし折られました。いまだ自分程度の腕では、あの方に及およびません」

　師の問いに、タイガは淡々と答える。

「ほう、お前にそこまで言わせるのか。ならば次は、私が出るしかあるまいね」

「師が、御ご自身で？」

「ああ。楽しみだよ」

　驚くタイガの前で、クヨウは満足げに笑いながら踵きびすを返す。

「後は任せる。片づけておいてくれ」

「…………」

　立ち去る師の背に無言で頭を下げ、タイガは主あるじの部屋に踏ふみ入る。後ろ手で、扉を固く閉とざした。

「失礼いたします、ラン様」

　返事はない。ただ掠かすれた喘あえぎ声だけが、タイガの耳に届いた。兜の面の下でタイガは顔を歪ゆがめ、部屋の寝しん台だいを見やる。

　そこには、一糸纏まとわぬ姿のランが、仰あお向むけに横たわっていた。

　眩まぶしいほど白い肌はだには、手て酷ひどく責められ、苛さいなまれた痕あとが、生々しく残っている。言うまでもなく、クヨウの手によるものだ。それでいてランの顔は薔ば薇ら色いろに上気し、陶とう然ぜんとした笑みを浮かべている。

　無言のままタイガは、固く絞しぼった清潔な布で、ランの体を拭ふき清めた。

　されるがままなランの眼は、ここではないどこか遠くを見つめており、タイガの姿など映ってはいない。

　と、艶なまめかしい喘ぎ声の合間に、ランが切れ切れに言葉を漏もらした。

「クヨウ……さま、もっと──ランに、お情けを……頂ちよう戴だいくださいませ──」

　どれだけランを手て荒あらく責せめ苛み、嬲なぶろうとも、クヨウは決して彼女の乙女おとめを冒おかそうとはしない。そんな師と主の歪いびつな秘ひめ事を、タイガは心得ていた。

　耐たえきれなくなったタイガは、低く呻うめく。

「あまりではありませぬか、クヨウ様」

　嚙かみ締しめた唇くちびるから一筋の血が流れ、兜の面の隙すき間まからこぼれ落ちる。

　主への忠義と、師への恩義。二つの義心の狭はざ間まで、〈狼リユコス〉の心は引き裂さかれていた。




　タイガは、気づかなかった。

　ランがその手に薔ば薇らの意い匠しようの簪かんざしを、大事に大事に握り締めていたことを。










　　　あとがき







　どうも、大おお黒くろです！

『俺の義妹いもうとと実妹いもうとがこんなに修しゆ羅ら場ばすぎるはずがない』第二巻をお送りします！

　主人公シオンと義妹ルルのイチャラブにブチ切れた実妹のランが学園に襲しゆう来らい！　ツンデレクラスメイトのセレインや腹黒生徒会長ローゼリア、メイド系幼おさな馴な染じみのカナンを巻きこんで、しっちゃかめっちゃかな大おお騒さわぎに。

　やっぱり、ハーレムとラブコメはラノベの華はなですね！

　……すいません、今回はかなり噓うそ吐ついてます。




　本作『デュシア・クロニクル』の主人公は当初、いわゆる忍にん者じやものの和風（？）ファンタジーとして企き画かくを出しました。

　その際、担当のアリマさんから「富士見ファンタジアで時代物はちょっと……」的な指し摘てきを受けて、戦記ファンタジーに練り直したという経けい緯いがあります。

　シオンが軍師系主人公なのに前線や舞ぶ台たい裏で体を張って活かつ躍やくするのは、そのあたりの名残なごりでもあります。

　まあ大河ドラマの風林火山や軍師官かん兵べ衛えも主人公が割と体を張ってますし、特に問題はないでしょう──多分。




　さて、この巻が出版されるだろう三月の後半となれば、いよいよフルメタのアニメ第四期──『フルメタル・パニック！ Invisible Victory』の放送が、間近に迫せまっている時期ですね。

　今はＰＶや各種情報が公開される度たびにテンション上がりまくりですし、これだけの作品に関かかわれたというだけで色々と感かん慨がい深いものがあります。




　あと五月にフルメタのゲーム版『フルメタル・パニック！　戦うフー・デアーズ・ウィンズ』も出ますし、今まで先延ばしにしていたＰＳ４を買わないと。

　単一原作のスパロボ系シミュレーションＲＰＧといえば、ＰＳ１の『聖戦士ダンバイン～聖戦士伝説～』を思い出しますね。

　あちらは主人公がオリキャラな上、ルート分ぶん岐きありのマルチエンディングでした。

　プレイヤーの選せん択たくによっては、原作主人公のショウ・ザマがドレイクから離り反はんする機を失ってズルズル敵陣じん営えいに居続けた挙げ句、バーン・バニングスの代わりに仮面を被かぶって襲おそってくるという、凄すさまじくカオスなＩＦまでありました。

　あのルートだとバーンは騎き士しから足を洗って故郷に帰り、畑でも耕していたのでしょうか？

　ゲームでそういったＩＦのフルメタも見てみたいものです。




　さて紙数も尽つきてきました。最後まで読んで下さった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一八年二月　大黒尚なお人と










大黒尚人

●おおくろなおと



この巻を書いている最中、自分の性癖というか、嗜好というか、そういうモノをアレコレ見つめ直し再確認することになりました。どういう意味かは、手にとって読んでいただければ分かってもらえる……かなあ？
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